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快不快原則を超无て 
何故の戰爭か？ 


大槻憲二.譯 
伊東豐夫-譯 


改譯 1¢: 版出來！實質的に新刊铧！ 定似一圆八十錢•送料十二錢 


精神分析蜈の木能觀は『快不快照則を超克て』に至つて第三段に發展を示し•窓 
くべき死の木能の發見となつた。怫敎の涅槃思想を科踢的に興付けるものとして" 
我等} It 洋人にとつて實に深茜 m 興味ぁる©。今や、 m 版 1 C 笛〇全文改 S 新装の姿溃 
々しく再登場しました。御愛^を乞ふ。 

(口繪)一九ニニ年の7ロィド(フ tt ィド竹像として代农的のもの〕 

一、 tfc 不快 M 如を M えて— S 5> 快不快 M 則の? S 鈴及び m ^ S 二® 
不快の柯現と快不快 MMSIS ) 縛璧び逑命 U 淳る Em 强迫 8 
W 章〕外拟 W ! 神 ㈣ 症に於け$§强.9 im § ¥则狀璃 wfaMsA 如^ 
本服 S 8 W 8 s ^8 

一 r 龃迪紳經龆 
K 1 T 何故の—か 
1 
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I 日常生活の精神分析24麵大槻憲一一譯 
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(第 四卷) 快不快原則を超ぇて 離— [n 『腿 大槻 憲二譯 
(第五卷) 性慾論.禁制論 1 ll : b _ 矢部八重吉譯 
1§分析藝術論 mf _大槻憲二譯 

SSO 卜 I テムとタブー§ 5 AS 矢部八重吉譯 
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(第—分析療法論纖大槻憲二譯 
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SS 精神分析總論辦 一 _大槻憲二譯 
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大槻憲 11 著 11一一， tpwp 脚芸—规。(定1二回二十錢。送料十二錢) 



杉田直樹博士東京朝日新聞紙上に本書を評して日く— 

性慾問駆を JH ; 面目に科學的に取扱はぅといふ氣運が起らない限り、社會の陰慘な人事は何時の Ilf : 迄もそ 
の暗い影で浮世 Q 生活をじめじめさせることを止めないであらぅ。 

私共は宗敎ょりも倫理學ょ&も此〇性慾心规學一篇の知識の方が遙に端的に且人道的に世人の苦惱を除 
去し"社#風俗の秧序を醇化する蓝本的の力となることと信ずる。大槪氏は M に雜誌 r 精神分析 j を宝 
宰し又フロィドの金著作を _ s し’精神分昕舉0上に多くの貫献 
をなしつ X ある笟舉者で、その熱心な態度は、多くの道珙漭が態 
i 避けて見まいとする性慾心理のあらゆる課 fis を捉へ來つて"少 
しのいや味もなく又少しの卑しさもなく，極めて：牛易にのび< 

AT しかも學問的の尊嚴並に正確を失ふこともなく、述べ去り說 

き來つて凡ての男女を tr # せしめるに足る。共文筆の力は敬服 t'c 

値する程で"種々趣味ある圖版を多败收めろ所にも著潢の關心の 

該博と'親切な人間味とが視はれる。私にとっては少くも名年の 

待望が本害によつて充たされたやう&氣がして誠に快い。 
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本書の五大特色 

1"戀愛性怒の心理が秤別的に t 年齡的にも、 
金舣的1:"且紐織的に說ぃてあること。 

二*一舷人 II 而 s <" 球門家に t 砰發的なるこ 


三、 焚例は大部分日本的材料1-して、落若自身 
仍贺驗狨察に基くこと。 

四、 浙琪先 ffQ 玆 il を筇 m しつ-^然 t 獨创的 
JL 解と發見 i に ?: f め a こと 〇 

五、 圆版を多く绳 AL て趣味？)!:かなるこ io 
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『精神分析』第五卷第三號卷頭言 


★生理と、レ理との區別はた V 槪念上の事實 


、品と生■と G 關係 Qii ® は、抑*^神分祈秘發祥の咏から®問であり製機てあつ 
たの*た。フロィドが當時取扱つた也满はドラ踉であつて、彼女は®に肉體的轉換姐のヒ 
ステ リ—であつた。人々は精跡的 l 因にょる肉體轉換の病氣を肉體的 jjf 因に溯つてその 
ム"保に無駄に骨折ると云ふことが贤に质々であつた。 

我々は心身の關係を贤踢的に研究することには抑々興味がない。恐らくさぅ云ふ方 y 
にょる研究は永久に Is すること S い1らぅ。何益_で何が肉辱あるかと 
sfG 探ぶ遂に概 f のもの、成立の生现心麗的研究に溯るベ CS なくさ 

Hup A^s 

た i , 行動が t のみだからだ。？っしてその行励は種々な而から斫究せらるべき可能衍 
があるのだ。行動 Q ないと—に秦はなく，生活のないところに八盟ない。肉®の 
みの人間は裳せ—如く，心理のみ®人問は#在せぬ。併しながら S は限界の假定 
をその成立の必然的要請とする。要諸せられたる無意識心 JTfl 現象を對象とするのが科段 
としての辎神分析拱である。 


















器質的疾患に於ける心理的要素 


木 村廉吉 

次に述べ — —$ K レ？，「擀 § 析學 S 學的 1」 Fiz Af 貪 TIig Medfs 〗 S 1 IC 

0 - . 1»11 I - If rf ^ 11 - 

召 パ^^;、レ t サ 3 T はハン ガ？ の故てレンチの 門下で、 しばらくベルリンに在つ たが、一九三〇年 
^ ソ | . 、カコ大 ft 分析學の證をして f 。 識見廣く雲で好 f 多い。『 I 分析 fl 
ri f ffi ; F =』 はフロィドに献ぜられた著書であつて 

ダー i ; li ?^ 分析學と醫學 

纪 sJm 論的並びに治療的體系としての稱神分析學の現狀 . • ' 

第三京糈神病翁の糨神分析的處篮に關する批判察 
笫四牮器質的疾想に於け 6 糈神的要素 
第五#醫學敎育に於ける精神分 rr 學 

の五岛ょ力成り、そ Q ぅち第四 S シカゴ大缀で一九三0丄九三一年に，第一 s -™ r ヨ—ク翼大？ 

一九一二一年に雲された內 f 補訂したも Q で—。第 四 S 特に 「產と心理」 に關係あ—以て選んだ。 

K レキサンダ丨〇他の著嘗としては 











「踪合人格の精神分析 J l % 03ip 】 ys 【一 s Gesmtpe 3 § = Ifclrl \ 

「犯罪者とその哉判官 」 Der Verbrecher uud seine Kic 13 tor , 192^ 

その他がある。前若は超自我に f 墨いた精神分析槪論であり*後者は犯罪者の犄神鑑定や刑法の問越を精 
神分析學の立場から論じたものである。 

# 

交感神經ならびに副交感神經系統に よる、 大腦皮質と桢物性器官との關聯は充分よく知られて居り、この蹄聯は " 
身! ra の何れの部分に起らぅとも本來あらゆる末梢的生现過程は心理的要素によつて影鹎され役 3 事を暗に意味してゐ 
る。 

又一方に植物性器宵の自律的機能は、催眠術の如き特別の狀態では暗示による影#が可能な D とも"妞例自山 ;■&: 思 
による干^を受けつけぬ。それで仙眠術の場合の如き特別の^意的膨■は' 比較發生的發 it の好過中に失はれた *' fl 
的機能の W 趙設と港へて然るべきかとの疑問が起る。 

_桢物性器 v ;0 機能の分化と自律化とは、有機體が解決しなければならぬ虫物學的過程に對する、人 faj の適應作 n ] の永 
い過程であつて—桢物性器官の機能を調盤するいはゆる自栉神經系統の分化は二次的の過程と兑做？るべきである。 
元來の生物犁的構成は，外界に對する定位作用と内的過程の-調整との兩方0任務を有する、 i の神經的統制であつ 
たのだ。 

中樞神經系統から自律神經系統が令：く獨立すると云ふ郡は■人の身體中では赏現されぬところである。自律神織節 
と中樞#經系統との冏には複雜な相關々係があり_すべての桢物性器官は神經纖維を"中樞の源と中樞神經系の外に 
ある交感祌經核との双方から受けてゐる。それで自律神經系統なる槪念は.解剖的と云ふよりはむしろ機能的であ 
る。何故ならば自律神經系は形態的には辋接に關聯して居り、內臟器宵の神經分布は常に混じてゐるからである。 

發達の平期には多分.植物性機能と環境への定位作用との兩赍はなほ未だ解剖的に分化せずして、堪一の中樞神經 

器質的疾 m に於け*心理的挺索 





系統によつて統刺されたらうと假定される。そこで確か 1 C 完佥な分離とは云ひ難い*自律神糨系と中樞神經と〇形態 

上の分離は發達の結果である。 ] 
かくて 心现的 ならびに身 船的考究は共に、商律的調盤を荷する器官が心 3011 的要素に影 # されるヒステリー機制は' 
すべての柄機的機能が、隨意筋を統制すると同じ方法すなはち心现學的(大腦皮質的)影髁によつて統制されるとい 
ふ、 失はれた能力へ荷機||が返行す2>沾代過程と圮做され得ると0假說を支持する事になる。 

たとひ吾人が屮樞及び自律祌經分布の主要性の問題を無視しやうとも、吾人0生物^的遂行の大部分は動力分葙に 

よつて、 習§琶心3的■墨白し充孕る囊盟 SS 。 こ G 心謖議 Q 身 ㈣ 表现は' 

n 常の化事を遂行する四肢の複雜な述動にあらうとも•悲しい考へが淚遨分泌に影響しやうとも、或は歡鸹や恐怖の 
如き强い感動の下に心臟がより强く打ちは じめ、 頰が紅潮したり^白 I-C なつたりしやうとも"又同時にすベての器官 
の血液供給の ffi 布が 恐らく 變化されやうとも•その點に變 P はない。 

次に^へられる可能性は.皮質下の刺戟は大腦皮質からの影^すなはち1111腦の榈物中樞への心现的影颚に基づいて 
ゐるといふ事である。糚神分析的經驗がこの假定を確かめる。自分の扱つた或る例に於ては，他の人への强い依賴心 
や人から愛せられ世話された5と S ふ願望があつたが*それが獨立•成功•活動等の男性的の薄へに支配された意識 
我に よつて 抑へられた。そして抑踮された。受動的願望は意識的人格から表白を阻まれて • mr - J 症候 1C その發動力表 m 
の途を見出した。 

人が 愛せられ世話 5: 能かれてねると感ずる M 初の狀態は保有の埸合 であり、 愛せられる感じと食を與へられるとい 
ふ感じとは.終生感情的に聯合する樣になる。もし母親に愛せられた如く愛せられたいといふ願望が"滿足を妨げら 
れたのみならず抑歷され、すなはち意識からさへも除外されると、それと聯合せる滋養を與へられたいといふ慾求を 
も醫す暴 h 董。 vvdnq 硏？ IQ 分泌機能が心一!的刺戟ゐ慕 w 知？、吾人は幼 s 時の樣 y 




人によりか V り、人から愛せられたい4/の不斷の無意識的願望が！ S 分泌の馒性刺俄をもたらし、その結果悛性の胃酸 
過多症を招致し得る靡がわかる。不斷の心理的刺戟(やしなはれるといふ無意識的幻想)を受けつ^ける捋は、空 JS 
な時も消化の狀態にある樣に振舞ひ*かくて終始胃液の影騵 Q 下にあり M ける。しかしこの場含の慢性胃酸過多は神 
經的基礎の上にあろ。かやぅにして精神分析學は詳細な心理刺戟す&はち無意識慾求が腿々或る器官の機能の不斷の 
陴碍を招いてゐる S を發兒するに及んで、「神經的莊礎」なる云ひ現はし方に，更に具體的な內容を M 與する事が H 1 ! 
來る。 ：： . 

丁度、幼兒の時の櫧に愛せられ度いと云ふ受励的の願®がけの作 m に影糧する如く、抑鹏された恐怖や無意識不安 
は、 Ifa 液循環の上に恐れの彫一：を及ぼす那によつて、心 K の症候を生ずる。今一つ他の定型的8結合は、 m 溫や極端 
な獨立逝结と抱性便秘士の Ifij の結合である。排泄機能の取締りは、早期の嵴踮的の傾向が滞潔の躲けによつて破られ 
る，子供への锻初の敎 W 的干涉だからである。 

かくて惋性の便秘は M 々その症漭の岡圆に對する m 雖的態度の衷现となるのだ。二年前結婚した或る若い婦人が • 
結婚常初から慢性の m 秘に惱み*飪：=液腿を行ひつ r ける必翌があつた。しかし身體的檢赉を何度繰返しても何の變 
化も無かつた。 

この浩 S 婦人は愛と優し さとを 期待して結婚に入つたが，その夫 id 藝術家であつてその職業にばかり沒頭して、若 
い婦人に必要な感情などは全然解さなかつた。しかし彼女は幸福な結婚をしてゐる搽に ftl らを欺いて， [a 接夫に不滿 
の盘を示す糨な m は決してしなかつたが、分祈糉は、例へば結婚^初の日以來夫は一度も.花とか或は他の何かの家 
庭への心づかひ s 小さな印を示すものさへ持つて歸つた事がなかつた等の事を聞 s て、その夫が继への心づかひを缺 
いてゐる事を知り^た。そして度接その夫の印象を相て m 背が述べる夫の外貌と照し合せる爲に夫の來訪を諦ふた。 
彼は自己中心的ではあるが'無邪氣で愦事などに無經驗な若背/ C との印象を與へた。彼は变がその結婚に根本的に不 
滿だと s ふ事がよくわからなかつたが、しかしこの#見によつて深い印象を 受け、 惡かつたと云ふ自魏を持つて飾つ 
器 St 的疾 m に於け5心理的要素 








た、」翌 rn 患渚は二年來始めて液腸する前に自發的に服の運動があつたと吿けた〇 XI 同じ EI にそれとは聯絡なしに、 
夫が結婚以浓はじめて美しい花束を家へ持つて歸つた事を報吿した〇つまりこの婦人は夫の愛に缺けた態度に對する 
憤りを幼稚な方法で示したのだつた。更に分析すると-なほ他の動機すなはち、子供が欲しい と 云ふ願望が m なつて 
ゐる事がわかつた。便秘は又夫が子供を欲しない mlc 對する反應でもあつた〇熟練せる分析漭の ょく 知つてゐる、子 
供と拂泄物との同一化がこの反應の根木であつた。かういふ祺がわかつてその便秘は比較的短い分析でなほつた〇そ 
して分析が終つてから五年たつてもその! ifl に便秘は再び起つて來ず、全く治り切つてしまつた〇治療後數年にして子 
供が生れた事が多分*この治療上の成功を永久のものたらしめる助けとなつたのだらう0 

しかしこの記述の目的は-通例の又ありさうなすべての心理.生理的の相關々係を すつ かり說明する爲ではなく 
て精神分4^##究力如何にして「粮神的原因にょる機能障碍」といふ漠然とした槪念に特殊な*經驗を基とせる內 
容を與へ#るかといふあらましを示す爲である。子供の時の様に可愛がられたい とい ふあこがれが胃症候を生じた 
り•抑鹏$れた怨恨が m 秘の原因となる事はもはや-蒋刺的場而を y たり®白い逸話を n いたが爲に笑ひ•すなはち 
横隔脫や喉頭の筋肉の痕攣的收縮が起る事にくらべてそれほど不思議でもない0 

器■打的疾想の多くの 41 合に於てすら，充分な病闪的解 明を與へる 様な 完金な 病歷は、廢學 研究室で 得られた通例の 
身體的論據〇仙に，患^の人格發逵や心理的狀態に關すろ詳細な事實を包括しなければならぬ。 

多くの器钗的障碍の病因樣式は次の 如き型を 採る。 

糧の心的刺戟(抑 f れた慾求) —— 機議砑 —— 器質的(形態的)變化。 (十二年三月) 




精神分析ヾ」條件反射 

大 槻憲二 

はしがき I 策^は生理學や條件反紂學には殆ど知識を持たない (D で、玆に祸げた論文は、衆國在住のドィツ m 身 
分析^バウル T シルダーの論文「條件反射と精神分析』 (Paul ぞ Mklor : 1よ ycsal^^ 

11 efcl , 193 ごの大要を紹介したものに過ぎない。シルダ—の態鹿は如何にも分析漭らしく公：个穏健であつて而も云 
ふべきところは堂々と 1K つての け、 世のナルチスティッシユな自稱科繆漭のやうな"感情的偏圮を露 fn させることを 
恥ぢないやうな人々とは自ら選を異にしてゐるやうである。その意味に於 S て私はこの論文を紹介することに安心と 
萬びとを錄ぇるものであることを特に附記しておきたい。た r 併し私は、シルダ—が分柝學を以て主觀的心珊擊であ 
ることを承認してゐるやうな態度は如何であらうか i 思ふ。分析學はその方法に於いては時に主觀的である場合もあ 
るが、その觀察の態度に於いては常に嚴格に容觀的であると私は信じてゐる。從つて人格の全一性と云ふやうな fnjis 
に就いてはシルダーのやうに簡單に片づけることは出來ないやうに思はれるが、これ等の諸問駔の考究に就いては他 
口を期することにする 0 

1、分析學と反射缇との相異點と相關點 . 

パ S 析學と條件反射との關係を論寸るには*ルリア ( Hkllria )、 ィシユロンドスキー ( Ishloml 8 ky ) 並びに7レンチ 
赖神分析 i 條伸反射 
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(3.|一0等の詰寂の研究を無視するわけには行かない。^併し彼等諸家もパヴロフ及びその學徙〇-视驗記錄の尨 
大なる文献にいさ X か鹏倒せられてゐる傾きがある(バウル•シルダ ー の云ふところに依れば)とのことである。彼 
等はパヴロフの生理學及び心理學(と枞して云ひ将るならば〕を確乎不動のものとして菏察してゐる。從つて彼等の 
題目は必然的に澥決を見てはゐない。精神分析學は冗來、现贤组活の諸問 M と■新接の關係にあるものであるから，布 
機體及び心现組織のモザィク的糨成を假定するところのパヴロフの人工的な心现生现學とは、完全に j 致すると云ふ 
事はあり得ないのである。ゲシタルト心理學や人格金一說が何等かの眞理を保萌してゐるとするならば，その時はパ 
ヴロフ說は誤りであると云ふことに，ならざるを得ない。一つの斷定に到達するためには•二つの相異る心顼學說を 
(その內叩相剠を兒ることなしに)一つの表現形式に押込むと云ふやうなことはなすべきでない。右に名を擧げた諸 
象の大部分は自分達の窮極的な立場を定めてはゐない。時に彼等は精神分析の考へ方を條件反射の術語で述べてゐた 
り、また時には條件反射 1: 精神分析 0 術語で記述したりしてゐる。例へば" 7 レンチはパヴ d フ〇硏究を精神分析學 
の說明に利用してゐろばかりでなく'その銳明にも用ゐてゐる◦ィシユロン F スキーはまた"心现的過程はた r パヴ 
ロフの贤驗の光に照すことに俊つてのみ完金に理解され得るものとなると沄ふ意 > i であろらしい。私はこ X では、條 

件反射を心理^的立場から理解すると云ふ方法を試みたいと思ふ。もしそれが可能であるならば-心理學として〇 

精練分析學は大いにそ S 方の可能性を持つてゐる —— 、我々はパグロフの實驗の結猓を精神分析學から现解し得るこ 
i になるであらう。もし我々がパヴロフの生现學及び心现學を窮極的に確乎と把握してゐるならば"條件反射から精 
神分析を！ f 解すると云ふも一つの方法も是認せられるであらう。 

二、パグロフ生理學の意義 

我々が飢えた犬の口に喰物を投入するならば，その喰物の刺戟に依つて一定の典型的性質の！ V 液が犬の n 腔內に分 
泌せられて來る。それに反し、鹽水を犬の口に注ぎ入れてやると、別の性質の唾液が分泌せられる。これは無條件反 






射である W 併し外的刺戟 1 C 對する11液腺〇反應は、右に舉げた普通の反應〇み tc は限らない0で & る〇我々の總てが 
知つてゐるやうに V 他の受感的な表皮(眼だの耳だのを包括して)が刺戟されると-唾液腺が分泌し始めるものであ 
る。喰物を見た b 嗅いだりした V けで、哩液の分泌を兒るには十分である〇そのやうな刺戟を條件反射學徒は V 貧件 
剌戟と名付けてゐる。併しこ0>條件刺戟は、無條件刺戟が鲅いて與へられた限0、反複に依つて效梨を失つて來る〇 
あらゆる視党的刺戟、あらゆる好まし S 音•氣に人つた皮府の個所に對して機械的道具又は^熱を加へることにょる 
如何なる刺戦も"喷液腺を刺戦する。但しもしこの刺^が同時に^液腺の活動に效跟を及ぼすやうにせられるならば 
• 。か、る鋪類の反射を人々は人 X 的條件反射と呼んで、これを哿通の條伴反射、卽ち喰物撾取又はそれに聯關し 
て起る肖然的條# m 射と區別してゐるのである。败驗的 s 的のために利10せられるのは殆ど^ら前为、卽ち人：丄的條 
件反射0方である。 

條件反射は勿論' 呃液の分泌にのみ限つてゐるわけではない。それはまた意志の自 MI になる筋肉組織の示す防魏 K 
應に於 S て も、これを 見る ことが 出來 る。この 方のやり方は、ベ ヒテレフ 及びその學徒、並び 1 C ベ y トフに 依つて大 
規榄に馊驗せられた。 

かく説 S て來ると人々は一槪に、無條件反射は喰物撾取や防娥のやうな根本的本能と多少關係するものである.と S 
ふ風に考へ勝ちである。條件反射もその"やうな极本々能に關係して起ることがあり极るのである。このやうな風に蒋 
へることは、併し、不完全であ3。條件反射はまた、その生命的取要5がそれほどに自明として11められてゐないや 
う&機能に就 s ても解くことが m 來る。ケィソン及びハッデンスに依れば、 tit 孔に於 s て光線反射を■起させることが 
出來ると S ふことである〇と云つても tts 孔の光線 J ? 射が生命的な tFl 要さを帶びてゐな s と云はうとしてゐるのでは& 
い。 at 孔が光線に戗つて收縮することは、併しながら、これを生物的な根本 lil 象として見ることは困難で$>らう。 

實例として擧げられたあらゆる過程は、反射とも見られるが叉意識の微弱な時，或は缺如し T ゐる時 1 C 於ける有機 
的反應としても、見られる。條件的反射は併し"そのやうな反應にのみ限らるべきではない。それは意思的行爲に就 
粘神分析と條#反射 
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いても落易に示 3 れ得るものであることは•クリューフ = ルスが猿の r 苯引反應 j を以て K 驗したと t ろに依つて明 
かである。檻の中に入れられてゐる猿は檻の外にある食物容器には喰物が一杯にあるのだと思つ て， 容器に附いて? J 
る綱を引張る。そのやうな引張らせる技法は他の動物、例へば引張ること tc かけては第一流の®に就いても試みるこ 
とが出來る。また人問に就いての實驗に於いても-半ば本能的な防禦反應の代 b に意志的反應を用ゐることが出來 
る。レンッは被^:驗#の掌にII一度指頭を以て觸れ、さうしてその^ を 返すやうに命じた〇その時、被驗蔣は掌を伏せ 
た。#くの#話の後に實驗教はまた被驗衮の掌に指$:觸れてその時は別に棠を返せと命じはしなか 〇 たのだが、彼は 
掌-を返した。結®に於いては、條件反射の機制は普通に聯想と呼ばれる機制とその意味が似てゐる。で、この心现過 
程を換言すると次のやう ic も云ひ得る。 .— ^典型的特質ある全體的狀勢は、容觀的狀勢がたで部分的にしか與へられ 
てゐない場合にでもそれ自身を反複せんと努めるものであると。右は意志的行爲の場合であるが*窻志に M せざる神 
經作用0領域に於いても、全體的狀勢は技復する。さうしてか i る發见を方法的に利用したのが、實にパヴロ7の主 
要功結である。 

三、 生觀的方法と客観的方法 


パグ n フは連りに反射と云ふ語を口にするが I 併し彼の所謂反射とは m 純なる機械的過程とは遙に遝ふのである 0 
それは一つの錯雜した全髂的反應である。そこには動物の「個 性」(と云ふ語をパヴロフ自身は IB ゐてゐるが) 
重翌な役割を梨してゐる。總てか、る反應はまた，人問の場合にも容易に發兑することが出來る。動物及び人 HJI の行 
動を反射活動として漭へるか否かは、勿論趣味の問 IM である。反射と云ふ語は£のやぅな關係に於いてはその特別の 
意味を失つて•人々が動物の反應の主觀的な方而には興味を持たず•た/その客觀的な表現にのみ興眛を持つてゐる 
と云ふこと を 端的に 示して ゐる。さぅなると人々 はまた主觀的方面一般の 存在を 忘れる傾きが ある。 多くの問 BS に 對 
する客觀的反應を研究する ことは 主觀的反應を研究す るよ〇も 方法が單純で あると 云 ふこと も*我々 は 承認する こと 
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が出来る 0 他の 多く. Q 問粗に對しては、併しながら、主觀的方面の研究を等閑に附することは出來ない。 

4ィン精神病學會に於いて" マタウ シ-ク 9 rttichek ) は次のやう&場合5:報吿してゐる。-或る男がその情 

婦との喧嘩の厥中に重い窳癖の發作に羅つた。かくして彼等は別れた。暫く日が經つて，彼は偶然に女に出會ひ、第 
二回目の細^發作に罹つた。數ヶ月後に，彼は或る料理店で他家 Q 夫人を見たが、その時その夫人を fis ] 逾つて自分の 
情婦であろと思つた。するとその時"第三回 E の蹴侧發作が起きた。 

シルダーの一患莕(それは醫#であつた)は、彼が或る班背に與へた診斷酱に就いて不快な經驗を持つた。その時 
以來、彼は役人と何か折衝しなければならない時には•不安の感情 1 C 襲はれるやうに&つた。 

或る少女は背後から來る自勁堪に突倒されたことがあつた。その時彼女は別にひどい怪我をしたわけではなかつた 
が•併し^だし S 不安に^はれた。一ニヶ月後に，彼女は或る徜路を横切らうとしてゐたが，そ0時 Hy 而から來る自 
励 511 を- E て、それが背饯から被女を突倒すやうな恐れを持つた。 

これ等總ての m 翁の場合に於いて、以前の狀勢を#现する傾向が判然と見られる。以前の狀勢の一部分、又はそれ 
と似たやうな狀勢が起きると，以前の狀勢の金部が禅現せられる。例へば.右に取げた節一例の場合に於 S ては 、 E 
介な肉艄的結艰が生じてゐる。右に擧けた諸患蔣の内の一人の場合に就いて死ると，その狀勢の具合が一脐深く EIS 解 
せられる。役人はこの患者にとつては父親であり長兄であるのだ。ベヒテレフとイシュロンドスキーとは變態の發 ik 
に就いて同樣な機制の存することを示してゐる〇昽々は何らかの點で違つてゐる二つの出來辦に就いて見て十分と云 
ふわけではなく、あまねく一致する现象を調べて M なければならむ S 。 2うしてそれ等の現象は種々な科^的 M 地か 
ら檢討して見なければならない。パヴロフの科學的方法が多くの目的のためには正確な結論を都き出すと云ふ點は、 
疑ひの餘地な VV ところであるが，併し別の場合に於いては•心现學的艿究がょり深き洞察を下し W るのである" 

右に擧げた諸々の場合は…ハヴロフの所謂「顿散 J (Irrlon) の现象を明 & に示すものである。 

「皮逋 S 一定部分への，本來機械的な剌戟が哩液腺への刺戟作用となるならば、他の部分の皮碍への刺戟もやは0唾液 
精神分析と條件反射 
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反應を呼醍ますやうになる a 節度計の昔に對して條件反射を起す人が別の昔で試みて兒ると、始めにはやはり別の音 
でも唾液腺の流出を見るであらう。皮膊に機械的刺戟を與へると M 時に何かで突くことにしてそれを幾度も^^繰返 
してゐると，後にはこの突くことだけで隨液の分泌を兄るやうになる0何故さうなるかと云ふに、それは兩方の腦半球 
に刺戟が擴散して行くからである。そこにはまた或る種の實驗がある。その實驗に於いて我々は fi 液腺の活動を旣在 
の剌赖と結びつけないで，刺戟から殘留してゐる痕跡と結びつけるのである。卽ち、我々は剌戟を加へておいて、そ 
の刺戟の消え去るまで！ n く待つてゐるのである。それから後に鹽な〇喰物なりを口中に入れてやるのである。(中略) 
節度計を以てする刺戟を十分に長く繰返すと、遂には始終與へ惯はした節度數だけが^效であるこ i になる。さうな 
ると犬は分に於いて百の節度數の刺戟に反應するが、九十六ではもう駄目と云ふわけになる〇一定强度の音に對して 
條件反射するならば"與へられたこの强度の音のみが有效である。髙度の亢密集中のこれ等の場合 tc 於いて、與へら 
れたる刺戦の反復以外にやはり、近似の刺戟の反很も(併し喰物は與へないで) m 要である。」 

パヴロフはこ i に於いて集中 ( ICOIntratum ) と云ふ事を論じてゐるのだ。その极柢に横はる思想とは*刺戟が 
まづ始めに擴散し、やがて再び集中すると云ふことであ6。一五七——一五八頁) 

ベリトフは、腦の生理學に於いては 1 バヴロフの 云 ふ 如き種類の撊散と云 ふやうな ことは 認識 出來な いと 沄つてゐ 
るが•尤な點がある。橺散は極めて迅速に進行するが、併しやはり同様迅かに消失する。條件的「搠散」は併し—遊 
だ長く持績せられる ものと なつてゐる。生理學的方法に依つては、搬散が如何なる形をとるかは決定 出 來ない。 で* 
パヴロフの撾散の槪念は或る特殊の目的のために造られたものである まい かと云 ふ 感じがする。 さう して、「撊散 J 
tT 旣に心现學的性質の ものと してよ く 知られてゐる事實を、生理學的に云 ひ姐した ものに過ぎないのでは な v > かと 
云ふ疑問が生ずる"診斷書を書いた駿者の場合に於いては"役人は#威的勢力の代表である。顿散はあらゆる脅威的 
人物0上に波及して行く。少女を突倒した自動車はあらゆる自動^と結びつけられる。それを！！散と名付けよラと云 
ふならば，それは^1差支へない。併しながら私は•それに依つて刺戟が腦半球の上に生理的に擴がつて 行くことを 
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意昧 することになる かどうか^疑はしいと思ふのであを。全過程は我々をして寧ろかく考へ しむるものであるやうに 
思はれる。卽ち、 I つの 狀勢は 始めには I 般的なものとして知覺せられ、その後その狀勢に接觸交渉を持? Ji 愈 
々密に してやうやくその特殊性 ？: 知るやうになる ので あると。その後 1 C なつて その狀勢に 新に.接觸し、 特殊の狀勢は 
特殊の歸結に 缧 く (パグ p 7 tn 集中)と云ふことを認識した時に於いてやうやく、その狀勢を我々 は 完全に知悉する 
やうになることは自明である。1般化と云ふことを心现學上に云々すること II 出來るが、それを表现するとなれば、 
先づ個々の刺戟が知级せられて後に至つてそれ等が一般化せられるのである>-。併しながら，思ふに、刺戟はまづそ 
の一般 M から^られて，後に至つてその特殊面から R られるやうになるやうであろ。パグ U ブは是正への傾向を表は 
すために 分化 禁制 ( Differeutialhemmlmg ) なる語を用ゐてゐる。それはつまり，我々が 5 ろ<のことを試み-失 
敗し" 世の中と不斷に接觸することに依つて秘々なことを知るやうになると云ふ事®を、卽ち簡 41 に云へば「失敗は 
成功の母」と云ふことを*別の言葉で沄つてゐるに過ぎないのである〇つまり外界との關係と云ふことを强謂してゐ 
るのである。パヴロフはこれと關聯してゐる腦生现過程を發兄せんと試みたのであろ〇これは確に不讨能な企て r は 
TX い。併しパヴロフが生理離的に述べてゐるところを心理學的に記述することが' 腿の中で行はれるところを IJO 接的 
に 表 iii する 1 C なるかどうかは疑問である0 

一照 1 C 人 lln の思想に於いては、個々の船驗にして一般的なものと思はれて ゐる ものが無意識に於いて 1 R 大な役制を 
梨すのである。神、父，力などは原始的な思想からは贤際に一つのものである。敁近の兄 ® 斫究にょると、幼兄思想 
の m 要な特徴は敁初の經驗を一般的法則だと思ひ込むことである。無意識が意識化し始めるや否ヤ•現實の秫々な部 
分と接觸し、遂に「狼中」(換言すれば、意識的思考法)を策すやうになる 0 
我々はまづ一般的關係を知微し、個々問越の解^が含まれてゐる 一 般的領域を見るのである。そのやうな一般的認 
識を以て思想は始まり、このやうに一般 1 C 向けられた思想に「心固」 ( sphii 3 ) の名を與へることが Hi 來ょう。思想 
過程に於いてはこの一般化の方向は個々體驗との不斷の接觸に 依つ てます <特殊化せられる〇廣沉&茫漠たる思海 
精神分析と條件反射 
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は現贺の抖體的事 L 技に關係してゐる論理的思考に依つて解消せられて行く。「心國」の槪念は粘神分析で云ふ無意識 
の槪念と多くの點に於いて一致するが，併し思^の fjnlt 起る心现的體驗を强調するものである。無意識 M 考と云ふも 
のはあらゆる知资的倾向の缺如してゐると云ふ意味での存祛であるとは信じないが、併しフ n ィドが無意識を論ずる 
時には，「心團 J の中に起る心理的過程を11£しく記述してゐると云ふことを私は信ずる。 

バヴ P7 S 報吿してゐる或る人の W 驗に依ると、一つの條件的刺戟の上に更に別の刺戟を加へると一つの强烈な禁 
制的效粜が生ずるとせられてゐる。併しながら同時に、附加せられたる刺戟は條件刺戟の亢街機能の二三を受璐ぐこ 
とになり"從つてこれが單獨に施されても第二次の條件的刺戟となるのである。かくの如き實驗に徴して見ると、パ 
グロフの云ふ如き禁制は第一次の信號を妨げるが、第一次信號に類似の諸々の信號を妨げることは出來ない。 

A 禁制的刺戟の作用してゐる fin に’近接 0 洞所及び遠隔の個所の亢衡狀態を調べて行くのは re 味あることであつた。 
c 中略)近接した個所にせょ’遠隔の個所にせょ•あらゆる仙の皮膊個所を刺戟すると促進的效摄が現れて來るが、そ 
こには若干の特性が伴うてゐる。潜在時 nil は歷然と短縮せられる。(四乃至五秒から一乃至二秒に變ずる。)が，一般 
的效果は常態的效果に比較すると少 s 。 C の事實を般も簡 m に說明すれば、潜在時間が極度に短縮せられることは刺 
戟せられた點の被刺戦性の增大してゐる證摅である。併しながら禁制的刺舣と促進的刺戟とが作用の中心に於 s て ril 
時にかち合ふので，そこから結果し來る效梨はそ〇代數的總額を糨成するのである。」 

この 企ては、 我々が象徵使用的方法と呼び得るところの一過程への#驗上の類似を示してゐるが故に 一 MIE 要であ 
る。初めの刺戟はその意義を失ふが、而も隣接惝所の刺戟(關係ある刺戟又は類似の刺戟)は初めの刺戟に匹敵する 
やうに fe る。そのやうな實例はパヴ P 7 の著作中に幾つも發見せられる。 

四、 反射學の禁制論に就いて : 

パヴロフ學說中の最も m 要なる槪念は禁制の槪念である。彼はこれを内的禁制と外的禁制とに區別してゐ‘る。外的 
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揉制—?には■力に依つ S 件反射が f られ象、或は全然消滅してし1、、動物 isf いろくに 
變へ1'それ： i 應じてそれぐの反射 S 化が生じてそれは宛、 if フス TS つた如く、， 
■ § 求 y 依つて襲體 Q 內 Q 作用 Qs %、 H 作せられた S 射が' 背後に押遺られ零うに見§。併し這般 
Q 消—心前から分つてゐ窆と S る。 sf 、 1と5言—槊 f 儒で—。寧ろかう云ふ 
方がょからう。—個々人 i 活上 Isf 思はれ6部分の S に§てゐるのである。さうして i に於け— 
らゅる變匕±、我々が旣に惯れてぬる鱗ょりも S 生活的墨さを帶び2る？あると〕 

内的繼は！3一に一靈要な役制息してゐる。條件-反射の内的禁制には五種の型がある。卽ち(一)解消"(二)遲 
延、(三)痕跡禁制、(甜)條件雛制、(五)分化に依る鍺制" 

(一)刺戟を何度もく m へておいて無條件的刺戟がそ S 後に與へられないと、條件反射は解消する。條件反射 
土 ， G /も容姑に指隨し料る如く-なぼ#續してゐる0である。 S 1 に刺戟を續ければ"反射は常に起し得る0であ 
る。(五)分化に依る繼は5 S 純解消 H 極めて密接に關係してゐる二つ S 射が生す迄宫は，如めには 
やはり同織な信號も一つの反踮を呼び起す。併しながら例へ ii 八百の振動數を持つ音が無條件反射に fr う.て祖織的に 
反復せられる場合には' 一般的民射は特殊化せられ、八一二®蠢宵は八〇◦の振勝昔と^^ (分化〕せら^る 
こし^の^£2鸯_なるものが生ずることは直ちに了解せられる。何となれば人以は^^只に生^してゐるのてある 
からして無 rs が伴はない S には-§體の反應 i —ある〇 ?は外界の過程に— 
してーブ⑩したり、肉滑的 K 應を承したりする。我々は現赞 Q 中におかれてあり1现姓に於いてけ多少の期ゼが见說せ 

らゎて—謀 H . 條赏射—ら4る？—"苦 S 期— ssf れ f る f ば，我々の屋 
は雙せられねばならない。我々は現—試驗的に取扱そつ f 我々は滿足の得られるやうな行励—り、滿足の 
抑られないやうな行励はと—い。これ等 S 能は、分獻で—我の—ところ4られてゐる。論1的にはこ 

れは歸納と名付けら兮。一つの S が反器果滿§繁鑫すならば、こ®製はやはり後にも不滿足な效见 

精神分 rri 條件反射 
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0 

を示すだらうと S ふ氣がする。換 fn すれば"我々の行励と有機的反應とは外界に於ける箫然性 (JE に M 々ならむを 
E 安に於いて? J るのである。自我系統に於けるこの機制には■奶論‘無意識反應と多くの點に於いて共通的であつて 
これにょつて見ても自我と H K との fn ] にあまり銳い限界線を割するのは轉戒すべきことであらう。 

二、 條件戟刺が若干時[1[1(一秒乃至三秒問)效果を表はした後に、その條件刺戟に111に無條仲刺戟を加へると、條 
#刺戟は或る時 Ifn (その時間は條件剌牌と無條件剌戦との間の始めの時差に相當する)になつてやうやくその效果を 
鍩はすやラになる。この反應は時に早くなる傾向がある。さうしてこの反應は無條件刺戦ょりも短時[10後に起る。 

三、 所謂痕跡反射はこれと同じ性質のものである。條件刺戟が旣に消失した時には、無條件刺戟が附加せられ今パ 
ヴロフは或る禁制に就いて述べてゐる〇だ。併しこ-一にはまた先取的傾向が益してゐる。こふに明かに兄られるのは 

「禁制」てふ槪念の根據の如何にも不滿足&ものであると云ふことである。動物は全的狀勢に對して反版するのであ 
つて’全的狀勢の一部分に對しては全的狀勢が再び現れるであらうと云ふ微としてこれを受取るのである。期待と维 
備とは時 ffn 隔の中で 31 大な役割を勤めてぬる。さうしてその時問隔の中で條件的痕跡反射は柳成せられる。 flp ちその 
中は心理的/ X 期待影像と言 I / J 的な態度とで滿たされる。何故に所 fi 先取的反應がそのやうに M 々入込んで來るかは、 
分〇易いことである。 m 氣の刺独を前にしては、それがまだ觸れさうにもない內から手を引込める^備をしてゐる。 
これは防禦機制である。喰物に對する條件反射の^成せられてゐる或る人に於いて"條件刺牌があつてまだ茛應の起 
きな sRi ] に(过際に唾液分泌の生じない前に)嗜奸と喰氣とが起きる。亢銜と禁制とを枏互に孤立した，相莴藤する 
二つの力として^る港へ方は支持することは出來ない。特殊な構成一^侗人0生物學的要求と密接な關係ある構成 
—— 0金的形態として ii る考へ方を以てこれに代へなければならない。このやうに考へて來ると、パヴ ㈡ 7の^へ方 
の主要點「腦の中には部分的に亢嵇し、部分的には禁制せられてゐる諸點から成つてゐるところの1つの大きなモザ 
ィクがある」と云ふ點とは"そこに矛质が生ずるわけになつて來る〇 
圆、「動物に飼して何ら明白な效猓を及ぼさな S •無關心な物件をとつて，それを、非常にょく反射を示すやう ic 
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なつてゐる條件と共に與へ、これ等兩物件を與へた後で無條件反射(喰物)を與へないやう ic すると•この無關心的 
た物件は條件射に對して益々禁制的作用を示すやうになる 0 つ永り.條件剌戟と無關心物件と?:同時に供すると' そ 
Q 結报は常に零に&る。條件刺戰だけを典へると•依然としてその效撒があるに拘らず：：：0か i る現象?:條件的禁 
制と名付けるのである。 J C 瞵疏 、二〇八页) , 

條件刺戟と無關心的物件とを與へることは•反射機能に何ら〇增減がない。墩ろ金然別の形態が泶中る。條件的锬 
制に關するバヴ n フの試みは形態學說の根本的事實に對する贤驗的說明である。外界は確に、種々な個々の刺牌の緩 
和とは興る何物かである。 ， - 

五、禁制說と抑壓說との比較 

このやうに種々の辦制があるが、これを精神分析的見地から見ると如何なる货雜を！ T ひてゐるであらうか。フレン 
チは旣にパヴ U 7 の禁制とフロィドの抑腿との比較硏究を試みてゐる。ところで•精神分析で云ふ抑腿にはま常に複 
雜な意味がある。思考は「心削」の中から發展して#識の全的光明の中に W されると云ふ命 M は旣に與へておいた 
が、か、る命祖の中には、一定の遝出せられたものが場所を占め，先行經驗のそ01部だけが現赞に於いて何かの滿 
足を将るに役立つため 1 C 選 m せられる。分化禁制と解消禁制とはこ i に記述した過程に近い關保を持つてゐると云ふ 
ことは旣に述ベておいた。併しながら精神分析學では、抑 M と云ふ語1:哿通にはこの意味に於いては用ゐな S 。 精神 
分析で抑壓と云ふのは、完全に意識せられてあつた一つの經驗が自我にょつて能動的に抗爭せられることを沄ふので 
ある"外的禁制の方が筚ろこの抑壓の槪念に遙に近似してゐる"亜物雎的に®要な經驗のために他の經驗(それはも 
し生物舉的に重要な經驗さへなければ意！！面に存在してゐたのだし、また#在してゐるでもあらうところの)が輕視 
せられることになる。併しバヴ H 7 の®驗にょると、この意味 te 於いて抑厭に類似したものがも一つある。例へば、 
苦痛剌救が條件刺戟として適用せられ、攝喰汉射の都合のために防禦反應が抑腿せられる場合である。内的禁制又は 
糙神分析 i 倐件反射 . 
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外的錐制を抑壓と比較したこれまでの人々はみな誤つて fo た◦何となれば、パヴ n 70槪念構成と精神分析學の槪念 
構成とは、そ P 起源が全く異つてゐたから。とは运へ、亢密の場合にも禁制の場合にも常にそれが精神分析的兒地か 
らは何を意味するかを^して兒ることは"當然でなければ&らない0 

パグ D フの云ふ猜制は粞神分祈學で禁制と云ひ tft はして ゐる ものとは|致しない 0 である。生理的殷驗に於いては 
禁制は忽ち生じて忽ち消失する。パヴロフの猜制は、禁制的剌戦が is 接現前してゐると否とを問はず、畏い [ In 存_し 
てゐるのであるから、生现學的表現の外衣を糎うた心理學的槪念ではあるまいかとの M 念を益々强からしめる。勿 
論"旣存の言葉を種々な意味に用ゐることは各人の勝手である。が、かう云ふ In 語上の歪曲は旣に度射と S ふ語 QJI1 
ひ方にも現れてゐる〇であつて"それが M に禁制や摘散にまでも及んでゐるわけである。このやうに殊 M に術語の111 
ゐ方を歪曲ずることに依つて"生理學と心理學との對立が誇張せられてゐると云ふ傾きもないではない〇反射、擴 
散、辦制などの用語は钜琊學上の意味に於け ると パヴロフの意味に 於け るとで-二三の 典 通點が あると 云 ふこと を 疑 
はない。併しこれ等はそれ^- fl'l 興る生物學的水準に M して ゐ て*その m 要さは 同 樑ではない〇同 じことは、パヴロ 
フ說に於 VV て m 要な 役割を演じて ゐる今一つの概念に就いても生じて ゐ る。パヴ P 7 の意見に從へば"亢婼は亢预の 
坩堝の岡圍に禁制を呼起こすものであると。 さうして 彼はこれを シ H リントン (sli y gtoA の繼起的 歸納 C 結 付け 
た。併しシ A リントンの 云 ふのは-神經中樞の同一點に於いて磡いてゐる相反的過程のことであつて*バヴロフの 云 
ふやうな意味とは大分述 つて ゐるらしい 〇べリ トフは シュリントン說の 妥當性に就いても旣に疑 問を 持つてゐ る。 

條件的撾喰反射に對ずる信號としての苦痛剌戦は*その刺峨が始めの程に於いてまだ極めて微弱である時に於いて 
のみ效艰があると云ふことは、 ffi 要である。後になつてその苦痛刺戰を段々に强くすることが出來る〇それでもその 
信號としての性質は失はない。我々は現在のところ•か i る現象を純粹に生理雖的表現を以て說明することは出來な 
い。我々はこれ等0諸規象並びにその結^を"心理學的見地からは理解する2:とが m 來る〇 . 


19 


六、稗學の獨立性と分析學徒の II 度 

バグロフは？强 s 刺戟' 弱 i 刺戟墨々する。併し如何&る刺戟を强いと S 、 如何 S 刺戦を射いと云ふか、 
それは_ 結见論に過ぎないやうである。が、こ i に興味ある觀察がある。それは、根本に横たはる生 SI 學的機制を決 
定することが出來ないから、心理學的祺實で滿足しなければ&ら&いと云ふことである0 

、じ现過程が腦皮質の過程に依 M してゐることを何人も疑ふことは出來ない。た V 疑はしいのは種々な考へ方0點 
. ——殊に 7 t 派"禁制，撊散など——である。正しい心现學は必然的に正しい生现斟と同じ結^に到速し&ければなら 
ない。兩者を相互に搲着するやうに發展させると云ふことは許さるべきでない。もし兩漭の1!!]に矛; I 1 ?が生じたとすれ 
f 、 何處に誤^が桢たはるかを我々は檢ベて見なければならない。生理離に於ける如く心现擧に於いても"我々は SI 
々の過程を繫し' そ Q 不斷 Q 蓉と觀と今我々が心理的經警 U 際 H 我々は言ふる。とこ 
ろが*墓なるものには*それの與へられて—一定の內容が定まつて to 言葉は襲の水滴ほどには客覜的では 
ない。犯して何れ1きか。我々は人 f 一 龕として1、統砖形成淵としての考へ方—てるべき 
か、 或は-!几游と龍とのモザィク(金體性なき寄せ集めもの)として見る見方を梁てろべきか。我々は兩方の对へ方 
I 執するわけ H 行かない。•ハヴ 5 SQ 結證器 f 興味1だが、 S 生理 f 似而非生 i であり、 
通俗的な5ィク心理^•で、術語だけ生理 S 術語を用ゐてゐろのである。近代生现學敦たちの說に依ると、人出の 
樑子や態度の反射に於いては木人の言励的態度の金體性と云ふものがょり m 大な窓義を帶びてゐると云ふことであ 
る。大瞷皮質の神經尘理が何らかの別物であるとか、或はょり m 純なものであると 加考へ る ことは 正しく fe い。 私は 
心现舉及び金一性人格神經缇には左擗するものであるが、腦皮 H の活動を亢篮と禁制とのモザイクとして考へる心理 

生现學に反對するのである。 ▲ 

心理 S 何となく不確毁であると云ふやうな感じからして、心现_並びに精神分析學教たちはたじあまりに急い 

■格]|]分析と佐件反射 


I 






で•動物を以てする試驗に於いて^驗的說明を發 m せんとした。彼等〇觀察が正しいならば (3 ぅして私は彼等の觀 
察の正しいことを希望してゐるが)何も他領域からの證明を必驳としないではないか〇彼等は新たな領域に於ける經 
驗を喜んで參考にするであらぅ〇が，彼等としてはそのやぅ&說明を待たなければ彼等0觀察が危いのだと云ふやぅ 
な感怡は ± ij つべきではない〇動物試驗の硏究はその給艰に於いて自明的に確®であつて、何等心理學的 E 地からの確 
說を必嬰と.せぬ。併しながら動物寶驗の手段に依つて髙級の神經活動や励物的態度を洞察しょぅと思ふなら ば、 その 
W 人々の忘れてならないことは.か、る贤驗の結 m が妥當性を要求し得るのは*それが心理壤の硏究結果と 矛盾し な 
い限りに於いてと云ふことである。心理學上の統一性は何等容觀的硏究を妨げるものではなく、寧ろそのょり深1 
解を助成するものである0 C 完) 

附言 ィワン*ペトロヰッチ•パヴロフは一八四九年九月十四日* ロシアのリヤザ ン 村の貧しい愤呂の黛に生 L 
た。神學校の過程を終へて生理學に興味を铙ぇ，セントべテルスブルグの 大學に入學した0 

バヴフの條件反射と條件分析學との關係に就いて |± 、本誌昨年五•六月號にドラ •ホヰッチ (延 烏英 一氏紹介) P 
稿が揭げられてゐる。彼は昨年二月七 U にィンフルヱシザで倒れた〇パヴロフは外國語を解せず、論文にみな U シ 
ア語で書かれた。彼の文献(林氏稿)も本誌昨年五ニハ月號に表示しておいた。 
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ベヒテレフ 反射 學の 批判 

. 延島英 一 

| V ヒテレフとその業績 

一般にべ 匕 テレフの 名は： へヒテ レフ 氏大腦，メンデル•ベヒテ レフ 氏反射' ベ ヒテレフ氏味错中樞'浩•干の精 
神靈の獨認 方法、 或種の德的齧性併_など、關聯して知られて ゐる。 彼の大腦生理擧'•蓋及社會心 S 
に罕る多く Q •又大きな功縱に就ても ' H 氣ではあるが知られて® る。 しかしべヒテレ7は'「ぽ射辦」といはる 
i 一個 E 大な構造の微系を有してゐる〇である。 此體系は， パッペンハィム ■敎授が獨譯した『人類反射^の一般的基 

娃、岡 性の容 1 SS 研究字論』 (Bachterev ご AHgemeilsQ ruml pgeu ユ er Kef 】 exo ぽ ^ 
das obje 5 e studius.der peEnHcf 
れた。 

此窖は、ぺヒテレフの三十平餘に瓦る勞作の綜合である。しかし此書にょつては"彼の方法の方面は餘りょ<分ら 
ない。此密は主として硏究の結 m を集錄したもので、方法論については殆んど何も幾いてないからである。喷だべ t 
テレフの方法が、パゥロフやゥて、ソゥォースの如き生理樂的心理褂若の方法と、本質的に興るものでないことが推 
⑴されるだけである。彼のレニ >■ グラ— K 反射學硏究所は"蓄堪池"配 m 盤"繼電器*現時器*曲線記錄器，實驗室 

ベ t テレフ反射故 CD 批判 
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其他生理學的心现學の硏究に普通爪ひられる槪準的裝迢を設備してゐろ槪である。卽ち V ヒテ1/フの主要方法が、被 
實驗容を W 驗室に隔離し、それに種々なる刺激を與へ、典 /X 應‘殊に®肢端の運動神經的反腮を、例の粘密な機械的 
及 m 氣的裝置で記錄するにあることは疑ひを容れぬ。 

ベ ヒテ レフ ¢ 7 ) 好んで用 ふろ 術語は「聯想反射」 (A 英 ociatls ref 】 ex 〕 であるが、 これは彼自身の言に徴しても*パ 
ウロフの1條件反射」の別芯に過ぎぬ。彼の贸驗所とパウロフ0餿驗所は_典規模、方法*一般的&結见に於て大差_ 
な S やうである。 だが、此兩實驗阱 の 主宰 紫邦人の 間には大差が ある。 バウ n フは、ベ ヒテ レフの 「反射學 J の如き 
書は決して®かなかつたし、又笹かうともしなかつた であらう 0 
『反射學 J は四百三十六頁の報で、樞密： g 問宫ツ，ル〖ーイ及譯若パッペンハイム敎授の序文と原著^の序文三個の他 
に、 ソヴ H ヴト政 府機關新聞の賛同的序文が それに 附され てゐ る〇此 政府 機關新聞の序文は、 ベヒテレフの 勘を以て 
「妥協心现學」の終焉を意味す るものであると 述べて ゐる。 

此書の内容は、「聯想反射」の形態や起源の硏究だけに止つて居らぬ。人類虫活及文化的活動の殆んど全部が •;«: ハ 
中で聯想反射で論ぜられ，說明せられ*又それと關聯せしめられてゐる。從つて又すベての心斑學體系が、主觀的心 
理學として批判されてゐる。ソグ H " 卜新聞のいふ「妥協心理學」とは、此所謂主觀的心现學に他ならぬの T ある6 

■ 二所謂主觀的心理學の批判 

我々は先づべヒテレフの「主觀的心理擧」批判を聞いて見ょう。 

ベ ヒテレフはいふ。 客觀的心现學とは、人間個性の高等 機能を、 環境との關聯に於て硏究 するものである。 此機能を 
「精神的」又は「神經•精神的」機能 L. なすのは誤りで、「殿密な容觀的」用語としては•「相關的機能」と呼ぶのが 
正しい。從來の所謂落觀的心理黎は•此意味に於て新しい r 反射舉」に代られねばならぬ。卽ち人間の商等機能の硏 
究は•朱づ「主觀性〇桎梏」を脫することから始めねばならぬ。ダ I ウィン流の3 f —精神的影漉及それに lil 衽する 
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法則 Q 科學 IQSQ 下一=!生 DjyHS 心軍は' 〖種 Q 心謖•一 S 中間狀馨あつた」ので意。反財 
學の發生淫時代 i 焉—味し•それは— sf 璧に批判して*赢 S 翳硏 f 確辛 f ? ある。 

主 5 SA 心理學は、自然科學たるに値しないものである。「人類反，射學」にとつて基礎として役立つものは腦道 
( brAin - paths ) G 研究 pt 。 れ■本的農 Qt も Q が麗 V られる。例へば、訓練®繁たる犬の後 
天的遝励、卽ち聯想反射が， S 狀廻轉(人類の大腦皮質の前頭播曲に相當)內に存在するといふ C との發 P の如き。 

ベヒテレ7墨所で行はれ S 驗では、犬 Q 蠱踪吸中樞蟲孛ると、呼吸の後天的聯 S 射が破 f れること 
が觀察されたのである。 

ベ ヒテ > Ntr 人盟對す i _ s 蠢 sf f 別3繁4球へ來て乂類を■的に蠢的な眼 S 

察する存在を想像するがでと敎へてゐる。此存在は' 人類と盛雜な活励を伴ふが、兆反應 S ものけ W 柄であり 
外的剌激と相關してゐるが"他0ものは現在ょりも遙か < 多く過去の刺激に條件づけられてゐることを觀■がするに述 
ひない。 iO れ锰ちべヒテ i 7 QS ふ3純反射」及「聯置射」で—。扭て此他の S らの來馨が、人類の文 
明*共發籍路を觀察するとする。人類の言語を知らぬ此觀 J は、®して自己の經驗に波く主觀的分析で人数のび 
動と倒動を理解しやう L す6であらうか*それとも我々が微也物や下等動物の生活を硏究する時の如く人釘と其環 
境を殿密に客觀的に跳察する方法を取るであらうか？恐らく後の方法を選むであらう。ベヒテ»/フはそ>でいふ。 
だから「我々も亦」、禱、理知’意志力の發現〇如き人類の高等機能の S には’此客觀的見地を取らねばならぬ' 
UJOr 反射拱は、人 n の侗性に就いての嚴密に容觀的な生物•論现學的科舉である。」とべヒテレフは云ふ。 

人類の®始慕は' 神人同1的で—。主観的考想は，偶® S と迷信を生む。ブ n タゴラス、へ”ケル、ヴン 

卜 • H スビナス、フォレル、 a マニィス、タルド*ミ广ノスタ—ベル匕：ホアンカレ、ベルグソン、ジ f ムズ、リブ 

ブス、マクド t ヵル等の现論は * 此意味で•似而非科 m 的，直觀的•主觀的として捨てられる。言葉といふものは、 
「我々と相似てはゐるが，しかし正確に ra 一ではない」他人の經驗を衷象する象徴忙他ならぬ。他人の自我に S する 
vt テレフ反射蜞の批判 
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现你は不說と缺繫る奚れぬ。蠢的心裂は、客觀的與件に統制 2 れぬ限り、信賴に値せぬもの•で f 。 

ベヒテレフの見るところでは' 人類の行励が、一般り外的要素にょつて統制されることを示す嚴密な容觀的 m ハ®. 
ある。仞へは「盜みの數は'裸麥の値に述れて上下すろ〇故に犯111を理解するには、犯罪游の倘性のみならず.社 
會： b 及經|&^1耍素をも考皦せねばなら^2叫機に内殺も"大抵は決して|つの原因の結|ではなく*通々なる時2;こ 
生じた廬 eiQ 結 f f 、從？ SS どれが最も 8 f f 票を決定する SS 難である。 I 
以上の如き觀察から、簾べヒテレァは S の問超に轉ずる。彼は此問越を次の様に扱ふ。卽ち彼はヴント 、へヴ 
ヶノナトノフ9プートを§坏して彼等の主觀的方法は問題を解決し得ぬ i の斷案を下す〇彼は下等；；5勿*0中 
に精神的11出す t •心——\义中樞 ils 發讀度—て IQ 規準とす1紫の見ぼ 
も' いづれも排斥する。下等動物の本能的及嘉的行爲に關する謹は、—か靈識か Q 問題を解決せぬとする。 
由觀的心现學5、「励物が如何なる發達程度に於て蠢に達したかを彼等が述べ料ぬ限り」-進化の法則，つて® 
f る Q で I 。だ f し各_細胞—有して1むれば.無機營も亦—態の意 ff を 
得なくなる。しかし斯くては背现に陷り、「宇宙意識」の存在でも信ぜねばならぬことにならぅ。「主觀的、レ理黎±、 
人類の個人生活に於ける意識の起源を明かにすることが出來ぬ〇 

咨觀と•編的心本質的相違は■研究すべき現象§性質に關して、見解；^原則的に異るとハふ辦搜ク 
中に存する。—的心 I は、言 f 以つて—蠢の役を S る機關と—してゐる。行爲151 
而表侃及 SSS 表 S ?、 賴疆 Q 所 S 看做してゐる S がジぐムズ、 t ゲ Q 理論で—。反學は uM 
と反對に，言語、行爲•撥動' 雲を、單純反射から替と經驗を？雲し，禁制-分化-一般化に服する反 F 一 
看做す？ f 。 思考* i 的露一般は•「禁制的」反射と看做し f のであつて、それはもし覉 H 解かれ W な 

らば、遲究早か1菪中货1籍 f し T 現れろ II 。相關的霞は.分析の— ® I 局エ 

ネルギィ Q 表現 y 他 f S が、其 f 3墨 現 形態は「麗質 Q 興 S 」 2り、神 f 中屢關 H 於て i の W 
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き效果を伴ふ— Q 流れ」が、其更に梅雜な義で—とする？ある。 

以上を以てべヒテレフ e •蠢的心 its 打切るが、それに明瞭$ 一1が缺けてゐても、それはベヒテレフ 

自身6寶任で纟て•紹介者 SSS。 

三、精神分析學批判 

次にベ ヒテ V7 の精神分析に對すろ批判を PI1 いて見やう。 

ベ ヒテレ 7は、ユン£通じて精神分析に達したらしい。彼はユング®聯想に關する 塵から、 彼の反射 ff 
橋 i てゐる。彼 グ § へ W t n ムブレク K を、 情緖的 1 UI 氣て 過去 © 印象 tt たも0と现解 
して ゐる。 彼 Q 见る ところでは、か4 n ムブ i ク K は， 過去 位的な諸聯想反射が 互ひに 飢分つて设い！系到の 
痕跡を なして ゐるものであるが、それは好都命な外的侧励に接する と、 反射と して 放射され る。ユング の乃斟「裉想 
誘 ^ 語」 は" 集中過程の 刺激や、聯想反射の禁制狀態を出現せしめるところの「#振的*身體的」矿付にょつて惹起 
されるものである。 斯くてべヒテレフは ， H ングの研究が反射雄 — 同じく反射？ ムブレクス* 或は過去に於て反 
射の痕跡 Q コムブレクスを 假定する反射斟^-の結果と「完全に一致」することを認めてゐる®で t 。 * 
ベ ヒテレフは次にフ £1 ィドに 轉ずる。精神分析は主として#白にょる所謂海泄 _ —禁 flii せられ又は閉ぢ飽められて 
ゐろ落 &の開放を目標とする所謂|— 1 へ ヒテ レフは S 七そして彼は次の如く問ふてゐる〇 
「此 は禁 M を 蒙つてゐる 限り 當然病源たらざるを码ぬ反射の開放ではなからうか？^^は"病的狀態の解決を商ら 
す反射ではなからうか？泣くことで吐 n を與へられる懊惱 は、 禁制された m 射の爆發ではなからうか？」 

次いで彼は讀激に"精神分析とは何んであるかを敎へて次の如くいつてゐる。 

「それは先づ第一に、病现的症候•時には病的狀態を反映する夢に對する集中、病氣と何んらかの關係を有する布ゆ 
るものに對する集中にょつて行はれる货婚の排除である。」 

•I 

ベ U テ V フ反射隳の批判 
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此故にこそ病的狀態の解決を生む解釋が生ずると彼はする。べヒテ1/7は、椅神外傷を以て神經症の生起能因とする 
フロイドの 見方 •ブロイ H ル H 7 g イドの 無意識 0 見方、 又 「變態 E 射」及 ヒステリイ0典型と兒らる X 自我の 分裂 
を 生す6 と 想像され てゐる 神經緊張の變化に關 する ブ：，イ H ルの 假說にも言及して ゐる。だが ベ ヒテレフは、自我の 
分裂は窀も異常な ことでは ない といつてゐる。 非病现 的狀 態にも それの 伴 ふことが見られるから*といふのである。 
「例へば我々 は 何も見ないで凝視した 0 "何を聞いて ゐる のか分らずに耳を 傾けてゐることがある〇」 

へヒテレフはブロイエルのヒス テリ イ现象觀を以て、反射 學說 を證明 する も CD と&して ゐる。特別な場合 (C は節 
想反射は別0途に入込み"そ 〇或る ものは個人的な反射グル—_ 7 と結びつくが•他の 或るものは個人的な 反射 グル！ 
ブと 結びつかない と， 反射學は云 ふ。 こ i に云ふのは「動的顯現に就いて 1: あつて解剖缪的顯现に ついて^はない」" 
0は明かであるが、7〇イドの9ビド—现論"及抑網の恶木槪念 fl 全く 無視されてゐる 〇彼は又性的外^ を以て 神經 
症の主要々素となすフロイドの見方に反對し，共說據に性的なら ざる戰^ 神經症の寶歷を 擧げてゐるが.しかしこれ 
m 就ては"反對の事寶を說明した硏究の あることをベ t テ V フ が 知らないのである。 

彼は又アドラ—の「社#的莴籐」說にも言及し•「其根本に於て フ ロ イドよりも 諒解し易い Ji いつてゐるが 、し 
かし矢張 P 主觀的だといつて斥けて ft る。 

彼はユングの「聯想誘 ^ 語」を以てする客觀的檢討を稱揚してゐるが*それは 彼が それを 實驗所で神經症診察及犯 
M 發見に用ひて成功したのである。 

四、分析と反"射 

ベヒテレフは精神分析批判を親けていふ〇容觀的方法は、翠なる主觀的分析よりも遙かに慨値ある多くの結果を與 
へ得る。主觀的要素、例へ•ば罪障感の i は.正確の保障が & い。從つてミイぶ抑鹏(禁制 y 轉換(報惯) など 
の理論は•「唯だ反射學によつてのみ適當な說明が與へられる 0 J 反射學は又精神分柝による 治療に 妥當 な解釋 を與、 
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る二治療は聯想反射の活動の 結果で ある」 からで S " 反就 E 地から見れば、 フロイドの 所謂「閉ぢ箱められ 
た」本能 霧は、 「蕭された 身 振•身照的」反射に外ならないのだ。含反射が精神分祈に依つ て、 卽ち病氣を起 
させた「發源 的、 生起的情況に對する集中」によつて從活せしめられるのであ50 • 

「夢は疑ひもなく反射繁發 S 正當なるを韻する。-!でテレフは、7 a ィド自身夢®問 S 扱つた折、心理機 
構は反射的に構成されてゐると假定した祺贤を指摘してゐる。勿論彼は、フ0イドが>れを唯た比喩的に假定したに 
過ぎ？と硫め W — が•しかし「フ1ドが、反射體 ffs 複雜な心®的 I 益？とは明瞭で 
$>る」といつてゐる。 H に彼は言を進めて次の如くいつてゐる。 t 
「フロイドによれば， t 笔 f ことは、 iQ 流れ％ is 度に—行す雪とより f 置で f ， i 行は非 
常に速く進んで殆んど錯览狀態に造達するといふ。だがフロイドは"此沿行を知资點に速せしめるものが何であるか 
をいつてゐない。彼は唯だ铙‘刚狀態に於ては、知錄から反魃へ赴く神經の流れの不斷の進路を心理裝避が遮斷し得る 
が、瞄吡は退行に道を開けると假定するに止つてゐる。此れセは意味をなさない L ! 

だが此適常な解釋は、反射珙によつて與へられろ。指又は足の茲に一聯〇范氣刺激を與へ"それと同時に聽錄の刺 
激をも與へると*後には聽掛刺激だけでも.興銜した足をビタリと收縮させ得る#になる。 W 驗された人問は，寶釋 
自分は m ^ 刺激の場合と同機な苦痛5:感じたと確言するであらぅ。そこで聽宵に於ける新刺激は' 皮質の知覺圈から 
皮膊肪肉 rffi (後頭中樞捲曲)に向つて遠心路の中に弘がり、以て前と同機の强度の皮腾刺激を起さし aD 辟ることは明 
かである〇此聯想反射は、一定時111]の後には消滅するのを常とする。此消滅は•聯想反射が或铟抗1或秫の禁制と 
なる一種の强度な神經緊强——に遡遇するからであると•反射斟は說明する。 . , 

ベヒテ1/ フは ： MI に進んで"夢並びに思海は*反射が典遠心的傅播の過程に於いて禁制されたものだとする。夢が恩 
考に比して伸縮自在なのは、夢に於ては個性活動から生ずる禁制が除かれてゐるからである"然るに心理學苕たちは 
誤つ て•人間は夢に於て錯猓狀態へ M 行す ると 信じてゐる。新反射學說は ，夢を 說明して、外的反應のない こと (睡 

t ヒテレフ反射學の批判 






眠狀態}が内的 SIJ ち主觀的經驗の强度 IT 增すといふ (D である〇從つて腿 [M 中の經驗は、極度 1C 伸縮自在 & るを特徴と 
する。 

ベヒテレフは、夢に於ける願望充足のフ D イド說を斥ける。子供の場合なら、願望の夢もあるだらう。しかし成年 
人〇心的生活は最も複雜を極めてゐるから，其夢を願望充足を特徴とすると想定することは出來ないと云ふ。願望充 
足說0深い意味を察せずして：：：。フ&イド e いふ「檢閱」は，他の聯想反射と锕突してゐる或聯想反射のコムブ V 
クスから生ずる禁制力と見なければならぬ。之を要するに問題は a 制過程である〇夢は最後迄分析して見ると.反射 
の禁制と關聯する興菊〇單&る內的表現、睡眠に前行ずる種々な影驟と條件0所產に過 r ぬも〇であるといふ。 

ベヒテレフは、フロイドの s ふ夢と空想活動との相似を問 1 S とする時には、それに過去の經驗，恐らくは幼兒時代 
からの經驗の痕跡の蘇生のあね得ること、又此經•驗と個性の願望の問に或關係の存し得ることを認めてゐる。しかし 
彼は創造的活動に於ても亦、それを最後まで分析して見ると，過去の經驗が「再生聯想」反射の形態で再現するのが 
II られるといつてゐる〇 

無意識現敛の存在は，ベヒテレフにとつては何んら m 要性を宵せぬ。彼は無意識的乃至意識下的經驗の可能性を認 
めてゐる様でもあるが、しかし何んらそれに注意を拂つて居らぬ〇彼は聯想反射を-意識的卽ち統御し锊る聯想反射 
と、無意識的卽ち統御出來ぬもの i 二つに分けてゐる。彼のいふところでは、此二種の聯想作用には、溃極的な集中 
作 ffl にょつて不斷の關係が維持されてゐるといふ。もし集中作用が除かれるならば、意誠的卽ち統御可能な過程が V 
無意識的卽ち統御不可能な過程に變ずることが起ね得るといふのである。 

五、 分析學からのぺヒタレフ批判 • 

以上を以てべヒテレフ0「反射學 J の紹介を終り•以下同書ょ0得た印象を若干述べて見たい。 

ベヒテレフ〇反射學には何か新し S ものがあるだらうか？どう E てもバウ！！フを引延して說明したもの i 樣にし 
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か思へぬ。有ゆる人間行勤の表現に ¥ 少くとも未だ未熟で不確實な「反射學 J と VV ふ術語を當嵌めて見たに過ぎぬや 
ぅにし か矜へられぬ 

ベヒテレフのフロイド派精神分析に對する態度は、確か tc 的を外れてゐる。彼の檢討してゐる粮神分析は、ブロイ 
エル U フロイド0體泄時代、一八九五竿|一九00华の原初段階のものに過ぎず"しかも扱ひ方が不充分である上に， 
興後の 二 十五苹間の長足の發達を金く無視 L てゐ今 7 ロイドの r 夢の解釋」を引用するに沿つ て も*彼は彼一流0 
逍方でフロイド學說’攻擊し、何も論摅を示さずして それを 排斥してゐ る。 此事は フロイドの 夢の返行理論を否定す 
るに當つて特に ffi だしい。 m に又彼は初期の理論及自山聯想の方法を现解するに當つてさへ極めて皮相的である。 

だがベヒテレフを以つて、精神分析の反對赍と11ることは常を失してゐる。事^彼は精神分析の虫要發兒の或も 
の，例へば無-®識の如き5:認容してゐるのだが，唯だ分析的解釋と寇兄の一致を Ef •それに彼の ftJn 手段たる反射 
珙を押付けてゐるに過ぎない。彼のやつてゐることは、精神分析の [£ 接攻擊ではなく、精神分析を誤つて引;0してそ 
れを言紛らしてゐるに過ぎぬ。 

「反射學』の初めの方で、ベヒテレフは言^は不完全な、信賴に値しない表现であり、主觀的で、個人的で•特異的 
で、科^的研究には不適當なものだと述べてゐる。個人の個性の硏究をなすに當つて、共性質に於て極めて個人的な 
材料を如何して無視し将るかは、全く諒解に苦しむところである。これはベヒテレフの精神的缺陷の I 例に過ぎぬ。 
材料としての言葉が、高い個人的特徴を^してゐると認めることは、其1取りも直さず人類の個性硏究に、それが非 
常な MfLQ あることを强調することになるのを彼は知らないのである。言葉の缺點として彼0いつてゐることは、要 
するに共意 a が不變でないといふことである〇彼は問 ts i'c ui 面し、言葉の意莪の可鳋性を ft ふ力法を^ m すことをし 
ないで、兆仝硏究を無益だとして抛桀し，「茜觀性 j を强調してゐるのだが、典客觀性とは■結局波励 SB 錄器で記錄 
し得る個人9遥動神經的表現を研究するといふことに過ぎない。斯る本質的缺陷は、致命的な結果を其硏究に^ぜざ 
るを科ぬのである。 

ベヒテレフ反射學の批刊 
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重版報吿” 

定價各册 180 錢郵 12 錢 


快不快原則を超无て 


フ u ィド精神分析^全 m 
第ぷ卷 

死の本能の硏究の原典 


自我とエス 


參 


チ A とタブ 


フロィ • 卜嵇神分析學全 m 

mt 卷 

野©人と幼 sd ■との類似鮎 


日常生活の耩 


神分析 


7 D イド犄神分析學企染 
第二卷 

純々な失敗の原因は？ 


店 

迸 

党 



此缺陷から生ずる 悲審劇 的結艰は，ベヒテレフが其反射舉のドグマを殆んど偏執的な狂熱で固執する擧 句、 遂に 自 
身が心理學に於る最極端な中：觀派——村料の選掙に於て恣意的であるといふ意味に於て般も極端な主觀派 I となる 
と S ふことである。ベヒテレフの 材料が"彼が考へ てゐる 程決して客觀的でない ことに法 意せよ。 或刺激に 對 する 患 
奔の苦痛感の報吿(勿論言葉での)は•例へば恐迫觀念の報吿と同様に主觀的である。 

最後に r 反射斟の一般的戡礎』の桃極的方面に數言を費して此稿を終®たい。此鄯は根本的には失敗であるが、し 
かし藩#の同情的且つ普遍的樹神をよく示し、又反射學の完成を一生の®業としてゐるペヒテレフの其硏究及學派に 
對する熱意•大科學荠に相應しい藝術的氣質をよく表してゐるものである。 

以上は米國の分析學衮ドリアン•ファ4ゲンバウムの說を紹介したものである。紹介も批評もあまりに節軍に過ぎ 
て物足りないが•大要を傳ふるに足れば幸である0 c 完) 
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芭蕉一茶比較考 

-蚊帳と笛 t - 



芭葱が帘の愛好#でぁつた事はぁまり知られてゐない 
やぅだ。書翰集 C3S 文6の中，冗祿五年一笑宛のにか 
ぅある0 

然は御約束の水鷄笛送給添珍 M 存候。此さとの人々 
聞馴ず女子ともゝ集、我を藝者の樣に申おかしく慽。 
行脚さき國ところにょり一向音をしらぬ人御座候間、 
吹てきかせ可巾と悦申候。扼 W も木#ょりもらひ中 
候。ほと X ぎす前も御さ候は rt ' l しきものに候。水鷄 
茁つくる人はつく6べしと#候。乍 T 〗 御而倒一是も御き 
X 可，被レ下候。出來候は e 御賴可レ被レ下候。賴入中 
候。何にても相腮望之もの細工人へ謝禮いたすべく 
候。殺生 Q 道典ながら水雞茁しか Iff も只ふくはおかし 
く候。 S 略) 

馏と云へば私は直ぐと饬吹收宽の傳說を速想すろ。大 
芭茹一茶比蚊考 


倉 橋久雄 

槻氏 rtfl 吹收 5 E 傅說に就いて』 C 本誌四卷五號〕に「笛を 
吹くと云 ふことも、 相手を支配して ゐると 云 ふこと を意 
味してゐる〇『館吹け ども 人躍らず』とい ふことは 自說 
を提唱して人が寶成して來ないと云ふ意味に用ふる〇人 
を說伏すると云ふことは、思想上で人を躍らせると云ふ 
ことで ある」 とシ 1ィクス ビア 牛若辨慶の例を あげ 「箱 
を吹く事が旣に相手を自由に支配してゐると云 ふこと を 
銳徴的に意味してゐると思はれる。恐らくこの象徴は世 
界的なもので あらぅ J と ある0 

殊に m * 瓶の铍は一人娛んで感傷的にな S といふのでは 
なく、旅などにあつて他八に聞かせ衆と共に樂しんだも 
ので ある 所にそ0支配慾が一脬現はれてゐる やぅであ 
る。その笛さへも•ひといろではなく幾つも 所持し、 そ 
れ^-の音色を好んだら し S 。 「ふり資の fffli 哀れな^ V & 
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びす講」の句に「とかく脈に成ても5ろ<有、大ぜ S 
に^味せられよろこばす腿も有、ふ0荧にせらるゝ雁も 
ありと巾事ばかり J と附記し吟笑宛に便りしてゐる 。 H 
蕪はふり資〇雁に哀憐こそ烧ぇたれ，自身は大勢に賞味 
せられる雁に擬するだけの自負はあつたのであらう。こ 
れを次の曲窣宛のものと對比して姑よう。 

一風雅之道筋大かた世上三等に相兕ぇ候。點取に查 
夜を織し勝负を あらそ ひ、 道を兒ずして定り廻るもの 
■荷。彼等風雅のうろたへものに似申候へ共、點苈の妻 
子を腹 ふくら かし、店主の金箱を脤はし候へば，ひが 
事せんには增りたるべし。 

又共^窗贵にして目に立慰は世上を憚り、人事いはん 
にはしかじと H 夜二卷三卷點取、勝たるも〇もほこら 
ず。いざま一卷より又とりか、り，線赉五分之 [ fi ] に H 
夫をめぐらし' m 終て卽點など興ずる事とも，偏少年 
之よみかるたにひとし。されとも料理を調へ洒を飽迄 
にして、貧なるものをたすけ、點背を肥しむる祺•楚 
又道の建立の一筋なるべきか。 

又志をつとめ情をなぐさめ，あながちに他の是非をと 
らず〇これより實之道に も 入べき器なりなと、はるか 
に定家の骨を さぐり、 tm 行の筋をたどり、樂天が腸を 
あらひ、杜子が方寸に入やから、ゎづかに都鄙かぞへ 


て十ヲの指ふさず〇君も則此十ヲの指たるべし。能く 

御つ i しみ御修行御尤奉レ存候 W 

これで當時の俳根狀勢もほで窺へやう。蕉 n と云へど 
また論外ではあ®犸なかつたであらうから、こ itc 於て 
色燕の笛は益々變幻自在に•技巧的にも功利的にも洗練 
琢磨せられ、その妙味を發揮されざるを得なかつたであ 
らう。全國に句碑二百三十餘を數へ? X 戶だけでも四十以 
上 も あり、奥の細逍の模倣者など數知れず•終に俳聖と 
して大成し多くの祟拜者を出した事も，その一因として 
茁吹き修行があづかつて力あつた事であらラ。「喪に居 
る者は悲をあるじとし•滔を飲ものは樂をあるじとす。 
愁に住する栽は愁を主とし、徒然に住するものは徒然を 
主とす。琳しさなくばうからましと西上人の詠侍るは" 
さびしさを主なるべし」と「徒然の詞 j にある如く，芭 
蕪の處世法は可成現馊的なものであつたのであらう。野 
水宛のものに「折から i 母日の容來にはこまり迷惑に存 
候」とあり、然もこの人達に依つて衣食 it を保睽されて 
ゐる以上、さう無下にも扱へま S し、時 ic は「米くるる 
友をこょひの月の客」とせねばならだい事もあつたであ 
らう。また反面には「人に案を買はせて我はハ牛忘 J i 云 
ふ事もあ0得たらう。 

「烏の赋 J に云はく「汝が 罪を かぞふる 時は、 共德小に 
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て害又大なり。就中かの觜太は性侫强惡にして、铱の翅 
をあなどり、黢〇爪の利ことを恐れず〇肉は賜雁の味も 
なく， 聲は黃鳥の吟にも似ず。啼時は人不正の氣を抱て 
樂ならす。凶事をひいて愁をむかふ 。 M にあ0ては架柿 
の梢をあらし•田野に有ては田畑を#す。粮に辛苦の勞 
をしらずや。或は 1 E のかい子をつかみ’池の蛙をくら 
ふ。人の尸をまち，牛馬の腸をむさぼりて•終にいかの 
爲 4C 命をあやま鹈の眞似をして、あやまりを傅ふ。 
足みな汝むさぼる事大にして，其智を货ざる誤なり。汝 
がごとき心貪欲にして，かたちを墨に染たる、人に葙て 
贸僧といふ。釋 K も是をにくみ、俗士も甚ぅとむ。嗚呼 
汝ょく〇 i しめ0 j これこそ 芭蒸が B と同一化し* これ 
を以つて自戒の辭としたと云へ S であらぅ。 

然もなほ我と我吹く笛の音色に恍惚とし、人 s:m らせ 
沿る自負と喜悦 lr 十分滿足した事もあ.〇たかも知れな 
い。「虛栗集」跋に 
• r 栗とょぶ一書、邦味四ッあり。 

李杜が心酒を嘗めて、寒山が法粥を啜る。これに仍て 
邦句•見る 1 C はるかにして，きくに遠し。- 
佗と風雅のその生 ic あらぬは、西行の山蒙を等て•人 
の拾はぬ蝕栗也。 二 J 、 
戀の愦つくし得たり。むかしは西施が振袖の額•黃命 

芭葙一茶比較考 


Hu 小紫〇上陽人の閱の中には.衣桁に^のか、るま 
で也。 

下の品には眉ごもり•親そひの娘、娶姑のたげき爭ひ 
をあつかふ。寺の兒、歌舞の若衆0情をも捨 tQ 氏 
が歌を假字にやつして、初心を救ふたょりならんと 

す0 

典話馐励虛槪をわかたず。筏の鼎に句を練て、龍の泉 
に文字を冶ふ。强必他のたからにあらず。汝が寶にし 
て、後のぬす人を待。 ( 芭莼洞桃贽披舞谍〕 
これを以つても，いかに芭蒲が世情に通じ•人心をつ 
かむことに優れてゐたか/わかるであらぅ。これと云ふ 
のも^年期の苦行が、そしてなほ慌測すれば彼の持つ根 
深い罪障感がこれをなさしめたのでもあらぅか？ 

勘庵の桃靑傅に、菩忽村信炻の說として「箱庭(信箝 
號)の過眼錄に芭蕉が宵金を拐帶 して、 時の奉行所にて 
m 分を受けし一事を揚げたりといへども過眼錄は未だ窺 
はざれば^否を知らず云 令」 と e 
支考の『露川黃』9保八年作〕に r 昔西行、宗祗など、 
兼好も長明も*今日の哲燕も酒 fe の fin に身を觀じて風雅 
の迸心とはなり給ふど云々。 

二十九歲の芭蕪日「浮世五十年一犬もまだ仲びぬ花の 
枝、暌くまでのあひ遠なれば、まづ眼の前の晚鐘寺の今 
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日の花見2:そ尊けれ。云々。なぼ「貝おぼひ J に「伊勢 
のお王は鐙か鞍かと云へる小歌なれば、誧も乘〇たがる 
はことわり&るべし。云々。京女 m にほの字とは、誰も 
すき鍬のかね^-盟む事&れど云々。 

かくの如き薇兒らしき言ひ分も、胡中「略傳」にょれ 
ば■「延寶二年 k a 二十一歲〕の歲雞髮なし給ひ風羅坊と 
いふ。衫風志摩くして、深川に庵を結びて入れまゐら 
ず」云々と。これは性禁斷をも意味するも〇であらう 
が"これが單なる放 rs の結果に歸するべきで&く/そ0 
鹿に h デ1ホス的な罪障感が伏在せることをも語つてゐ 
るものではあるまいか。「住みつかぬ旅の心や fa 火爐 
「秋ちかきこ X ろのょるや四#半」、「薦を着て誰人い 
ます花の春 j I 「預けたる味岈取りに造る向河诗(野坡〕 
芭鼐附旬して r ひたといひ出すお袋の事」等が この 心现 
の鍵ともなるべきか。 

古來芭瓶は德の人であると云はれて ゐる 〇 n 弟速にと 
つて芭鼐は父代®であつたのだらう。彼自身もコムブレ 
クス的に さうなら ざるを将なかつたからでも あらう が、 
その弟子たちの超自我たらんと努力してゐたのではない 
か。 分析 學の命 M 「徳の高さは 罪の 深さに IE 比例す る」 
がこ-^ にも 合致す る もの i やうである0 

芭蕉は靑年期に，俳諧を季吟、宗因に、 漢字を物徂摊 


0 詩友田中洞江に■詩を依藤坦庵に、字を北向雲竹に、 
煜術を木間道悅に、神道を吉田家に、怫法を m 禪寺の成 
和尙に，禪を鹿岛の僻怫顶に.猫を鬥人森川許六に學ん 
だ。主家を亡命 後、 名をなすまで*七年を笊に、九年を 
江戶に放浪したと云はれてゐる。芭蕪の人 nfj 完成％この 
雌伏 時代に於てなされたらしい。その 前は 今に至るまで 
なほ高らかに嗚り渡つてゐる。今後も益々その妙音を^ 
かすことであらう。 

X 

一茶は S は蚊帳、冬は紙帳をつり放しで、その中で朝 
晚三度の食事もするし' 俳句も作つてゐた。その句「田 
の人ょ御免候へ螯寢蚊帳」、 r 今までは罪もあたらず® 
寢蚊帳」"「蚊帳釣て S : 物に出たりけり」、「立見ればつ 
ぎだらけなりおれが蚊帳」"「初めから釣り放したる紙 
帳かな」，「留守中も釣り放したる紙帳かな」、「ちりの 
身ととも It : ふは^-紙帳かな」、「蚊帳つりて食に出る 
なり夕荼®」、「獨〇寢の大平樂の紙帳かな」、「手をす 
〇て蚊屋〇小すみを借りにけり」 

蚊帳 ir しろ紙帳にしろ，分析的には胎內の象微であら 
うから"一茶の母 n ムブレクスもこ i に至つてはすでに 
病的であると云ふべきだらう M 巴蕉の笛愛著と照合せる 
と、， H 藉の方がょり#華された形である事がわかるであ 
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らぅ。 「亡母や 海見る度 一一見る 度 二」、 「ぅそ寒や 親と い 
ふ字を知つてから」、「さらしなや山田の秋を古か/し 
身は朽る迄月を守る哉」、「月さへよあ0世©親が今ご 
ざる」"「蛩の迹かぞへだがら添乳哉」—「思ふまじ見ま 
じとすれど我衆かな」きりつほ源氏も三つのとし，我 
も三つのとし母に捨てられたれど「孤の我 rt 光らぬ螢か 
な」芭蔟を識るに伊贸の故卿はさして m 要ではないが、 
一茶と信濃は離つべからざるもので"殆ど絕對的であ 
る。母と鄕土がかくも密敢してゐる所に一茶の^遍性が 
ある。その信濃の土も r 俳諮寺記 J には「雪の下の: fi ; ハ 'F 
の下々の下國、信濃も信濃、輿信濃の片隅に」と言は 
れ"「しなのぢやそばの白さもぞつとする」"「雪ちるや 
おどけも言へぬ 信 濃空」恐怖やら 劣等感 やら … •：。 

この一茶は また乞食の句?: 多く ものした一茶で もあ 
る。 「母親を霜よけにして寢た子哉」 (橋 上乞食)「一文 
に一つ 鉦打つ寒さかな」 (党 前 乞食〕 r 重箱の錢四五文 
や 夕時雨」 (燕 光寺儆前乞企〕「しぐる i や 親椀た、く哑 
乞食 j * 「乞^子や膝の上までけさの瑶」、「烏も巢を作 
るに 橋の乞食哉」、「子 あつて や橋の乞裳 もよ ぶ螢 J 等" 
「乞食の出產祝を ii る記」の中で「誠に其たのしむ r 5 F 
公と VV ふとも此外 やはあるべき。財たくはへねば盗人の 
うれひなし、 衆 作らねば火災のおそれなし〇宰 にして心 

'芭葙一茶比較考 


を 養ふことは なかなか 祿ある人に も 過 r たりと いふべし 
…：•『赤子からうけなら はす や 夜の露。1」 とあり、自ら 
「乞食長者一茶」"「信濃國乞食首領一茶」など號した。 
『七番日記』など見ると. 乞食の生死を^ 頭に，火災、 
强盜 、心中、 行 倒れ、 殷人 ，死刑 •奸 起， 自殺 (縊死、 
水死)等の記事によつて■埋められてゐるのに M かされ 
る〇勿淪常時の世相の反映でもあらう が、 一茶がこの方 
而に特に法目した點た V 事ではない。 然し、 流石の彼も 
乞食に落ぶれなかつた事を幸と して 「辦立や こも も被ら 
ず五十年」と述懷してゐる。 

どうも一茶には成人に對して立 向 ふ自信がなかつたら 
しい。芭蕉の 如く、 西行に宗祗に同一化したやうな所は 
a 常らぬ。わずかに前述の光源氏にそれ'かあるやうであ 
るが、偶々母の死を同じくした事と"同一化よ〇寧ろ戀 
蹙放浪の選手でなかつた點に劣等感を持つてのものらし 
い 〇 f 下々 も 下々下々 の下國の凉しさよ」、 「下々 {C 生れ 
て夜も撄哉 J 等. 0 

金錢に對して几帳； IBI で潔癖であつたのも何かコムブ1/ 
クス 的である。その切 rH 文がかすみ见にけ0遠目鏡」 
「木がらしや廿四文の遊女小屋」、「朝貌も錢だけひら 
くうき世哉 J 、「蓬萊や只三文の御代の松」 V 「なでしこ 
に三文が水あびせけり」 等， 同類旬「七# U 記」だけで 
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も三十餘句もある。晚年賴母子講に五つも加入し*七年 
R 1 I いづれも滯りなく掛金をし、それぞれ丁寧に帳付し- 
そのま i 取りもせ中に死んだ〇 ( 相^御 R 氏による•「俳句 
研究 J ニノ三〕かぅした見方から一茶の「父の終焉 日記」 
も見直されてよいと思ふ。徒らにその举子振りを識美感 
激せずに…：.。 

彼はまた計算マ f ーィでもあつたか。『七#日記』でも • 
晴雨，在庵、外泊など刻明に記し、月々の終りには、晴 
廿六内夕六、陰三.雨一、他鄉十七0、在庵十三日等粜 
計し、なほ「安永六年より藉 M を出でて漂泊三十六年な 
り、日數一万五千六十日、千辛爾苦して一日も心樂しむ 
無し.己を知らすして終に白頭翁となる」など結んでゐ 
る。就中関房の度數まで齊5てゐるのは恐れ入る。一茶 
はかなりのマゾヒストでもあつたらしい。 

だが一體、何が斯様な一茶を形づくつ たのであらぅ 
か。その「祖母 三十 三回忌」 ic 

「おのれ三歲〇時母のおやは身まかりぬ。宠婆不便が 
dr > むつきの汚らはしさもい i はず，明茲背に負ひ懷 
に抱きて"人に腰を曲て乳を貫ひ、又苜を下げて藥を乞 
ひっ、育てけるに、竹の子のぅき節芘き世の中もしら 
で.つか伸ける。しかるに八歲といふ時、後の母 
來ぬ。其母、茨のいら^^しき行迹 * 山ぉろしのはげ 


しき怒りをも老婆袖となり垣とな0て助けましませばこ 
そ、首 ic 雪をいた r く迄露の命消ぇ淺0て" * 郷の空の 
月をも見め誠にけふの法筵に逯ふことのうれしく、あり 
がたく"かくいふけふをさへ老婆の守りたまふ 1 C や」 

一荼の跛行性は繼母に育てられたからと云ふのが通說 
であるが•蜞ろ生母&り祖母 fe り實父なりが溺愛しすぎ 
た、めで、あまり幼少時に甘い汁5:吸ひすぎたものは心 
理的に大人と&る事は容易に m 來がたい如く、一茶の有 
名な「ひがみ」もその 一 端は前記の人達の負ふべきもの 
でもあるのだ。一茶が母を失つた時は"父が三十二歲の 
時で、祖母は五十を越して S ) た。八歲で繼母が來てから 
十四歲まで、祖母は一茶を庇つてゐたと云ふが、これが 
反つて蚊帳を必要となさしめた因であつた0「親のない 
子はどこでも知れる爪をくはへて門に立つ」と子供等 1C 
はやされ仲 Hi ] はづれになつたのも'あまりに强い近親姦 
的 m 境におびぇつ i ; しか%その M 5: たつ ( C は弱 s 自我 
であつたため子供等にさべ同一化し科なかつたからであ 
らう。だから一茶目身にして a れば*その生涯はまこと 
に辭世の句の如く「恝から盥にうつろちんぶんかん」で 
あつたかも知れぬ。 

一茶$: ょく 知る故老の言に*彼が兩親の墓參り 5:する 
時は「墓の前に彪た5這ひ廻つた多、居ない^^パァを 
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やつた^^泣いたり"笑つたり•まるで三つ子が Ifc 々を 
こねるが如き眞似をして騷ぎまはつたと 。 J (获 nfcmM 氏 
によ* 。氏 U これを 珍型某參 3と 名付けてゐ SJ 村人が面白 
がつてぞろ^^ついて行くと「大恩ある佛たちに"自分 
の赤兒の時の眞似をして見せるのが何よ b の親孝行だ」 
と现屈付してゐたさうである。彼が故もよく同！化した 
のは.€，猫：虱、蚤、厢，蠅、田螺.鄉、猱、蛙，蚊 
孑孑、毛溫郇である〇內にも锥と！1!-|£と猫(八十旬あまり) 
が多 so その同一化も芭菔とは大分驵變 P •まづこんな 
按配「篮どもが板永だらうぞ淋しかろ」「初敬なぜ引返 
すおれ titr よ」"「腔返りをするぞそこのけきりぎ〇す」 
「孑？が天上するぞ三ヶの月」、「世がよくばもーッ泊 

れ儆の蠅 j 等。 

. X 

芭蕪と一茶"猿の句「明神の猿遊ぶや秋の山」、「子 
を負ふて川越す疫や一しぐれ」烏の句「縛の山何を烏 
G 親 1 C あたふ J " 「子骑のきよろ^^父と母かな」天の 
川「我が M はどこの旅寢や天の川」•「うつくしや障子 
の穴の天の川」、「木曾山に流れ人りけり天の川」蜘蛛 
r 蜘の子はみなちり'^0身すぎ哉 j 粽 r 粽結ふかた 
手 1 C はさむ額髮」(芭@「がさ—に粽をかぢる美人 
かな」 a 茶)柳「傘に押分け見た a 柳かな 」 SS 

B 瞌一茶比較考 


「そょくと江£氣に染まぬ柳かな J ( i 炬煃「住 
つかぬ旋？ ゞ ろや®ごた2 S 3 r 大名は濡れて 
通るを炬熥哉 j (一茶〕この一茶が色露觀「苗蕉翁の腿 
をかぢつて夕凉み 」、 rB 蒲忌や鳩も崔も客の數」、「ば 
せ5:忌やことしもまめで旅虱」"「芭燕忌と申すもたつ 
た一人哉」弊であつたことも止むを科まい。一茶の本領 
は「初夢に TU 郷を兑て淚哉」、『いうぜんと山を見る蚝 
哉」.「花見んと致せば下に <哉」"「腿ょ雁いくつの 
としから旅 5 : した」"「むら也さらにまま子は & かりけ 
り」 I 「梅折れや盗みますぞと大聲に」"「垢爪や鞞の前 
もはづかしき」 I 「梅の花愛を盜めとさす月か」等々幼 
兕的な m 純な無技巧な所にあるのであらう。 

一茶も幼時期にあれほど偏愛？れなかつたら"天分も 
才能もうんとのびまた別の昇華の ai もあつたで^らうも 
のを：，.： 〇何としても芭蒲の方が遙かに大人であつた事 
は云へると思ふ。蚊帳と前。いみじくもそれ^^0人と 
なりや生き方を語つてゐて面白い。(終〕 


本誌第二卷第一號(命五十綫郵悅兆) 

心理療法硏究號 

本^本^と W 關マるところ多し〕併^を乞^ 
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意識 s 無意識ごの量的關係に就いて 

——附 •社會經濟組織と心理機構__ 

奥 本島 田 


礞 


本論に於いて意！ i と無意識との置的關係に就いて考究 
し、更に吾人の經濟生活に就いて論及して見たい。 

r 無意識觀察の經濟的見地 

精神分析學に於いて無意識心 g を認識する方法の一つ 
に經濟的 a 地がある。經濟的 ill 地とは無意識心理の過程 
を货的なものと見做し■これに對して經濟學的の R 方を 
もつてする方法である。經濟的兄地による無意！！心理現 
象の認識方法を取るに到つたのは精神分析法による實驗 
の結果によるもので•經濟的見地は、同一化、 y ビドー 
の内向及び外向、快不快 M 則(粘神作 IIJ の#:的調節)等 
を指して言つてゐるのである。これ等に就いて多少の說 
明を加へ•て見やぅ0 

同一化 i 無意識には同一化作用がある。同一化とは 


一つの共通點を契機として一物が他物とその本質 It 於い 
て同一であると認識せらる X ことである。か X K ? 無意識 
の認識方法には三種がある。第一は自己を他人に同一な 
りと する こと-これ 自己投出であり、第二は他人を肉己 
に取り入れてしまふことで、これ自己への他人撾取であ 
る。^三は自巳に關係のない他のものが他のものとその 
本質に於いて同一なりと見做される 匕と で" これ 一つの 
對象と他の對象とを鉛^することである。かよぅに同一 
化は興つたもの、相5:を等號をもつて結ぶ C とである。 
例へば「坊主憎けりや裝裝まで m い」といふことは「坊 
主=袈裟」である。 

現實に於いては同一物は否、 同一と s ふことは 一以上 
はあり得ないと s ふのが科學的な事遛であるので、科璆 
の無上の侍女である數舉に於いても物質の i が同數なる 
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場合に等號を以つて表はすことにしてゐる〇 
料學 r 物質)的に同一性を認識するには f 直的に等しい 
ととが條件で"？:の fr を數字にょ〇て表はすことが m 來 
，るが、 無意識の同一化は異れるものに對する心的態度が 
同一であるために生ずる結果であつて、これを數字にて 
衷はすことは出來ないが、今はその必要もない。俗に言 
ふ「坊主 m けりや袈裟まで m い j is ふことは坊主と袈 
裟と〇同一化である" ti から坊主を殿るかは0 に 袈裟を 
なぐれば氣が濟むわけである。この极合同一で ある こと 
を： 7 K すものは心的に消赀されたる H ネル ギ—である。 

次に類似の一例を物现壤の m 力關係で示せば、五瓦の 
石と鐵とが釣合を保つてゐる場合に鐵の代りに鉛を以つ 
て釣合ぅたとすれば，鉛と鐵とはその箭に於いて同一で 
ある。かやぅに心的同一化も科學的(物 rf 的)同 j 化も 
その裘現形態は異つてゐるが、これを認むるに異らない 
方法にょつて說明することが出來る。 

リビド^-こ、でいふリビド—とは-^汨と勤物とに 

存する性的慾望の事賞を 言 ひ表す精神分析學上の術語で 
ある。性的慾望の事實は多. ft 多樣な形式をもつて表現さ 
れるので、リビドるもの i 意味が非常に廣いものに 
なつてゐる。——このことを物现_的例を以てすれば、 
ガラスを靡擦すればそこに帶 m して輕い物體などをガラ 

溢識と無意識との撒的關係に就 i 11 て 


スは吸 & I する。 t の事赏を言ひ表はすために物理學では 
截氣なる言葉を以てする。だが"この觉氣なるものは物 
を吸引する性質のみを有するのではない◦他に"熱作用. 
化學作用等多種多樣な機能を有するものである。 U ビド 
—なる想定はこれと同類的の言ひ衮し方である。で 
y ビド！は軍に毋女間の性的關係を0み意味するもので 
はないのであつて—男女問の性的關係なるものは一の表 
れである。リビドーなるもの、槪念は、也命の剖造と：史 
新と結合(これ等は「エロス」といふ槪念に抱括される) 
と 1 C 向つて働く葙機體の力を寂哝するので*-る。 

思索に耽つてゐる時•心配してゐる場合などには身脱 
の動作がにぶつてゐること、^の仕事が眠を保護する方 
法で I 夢見てゐる時はそ 0 木人は mBrrKJ である —1 な 
されてゐることなどは H 常吾人の經驗すろことである。 

■かくの如く心を外的對溆から離して自己に引上げてゐる 
心的狀態は y ピドーの內向であり、これに反して現實的 
に外界に興味を问けてゐる心的狀態はリビドーの外向 
(_綿)である"かくの如く無意識作川— JK 的移動性を 
以つて說明し認識することは經濟的見地に外ならない。 

快不快原則(精#作用の量的調疝) —— 精神分析學に 
於いては、あらゆる精神作用は緊張から生ずる不決なる 
狀鹿を避けんがため杧、そ c > if 張は常に自働的に調節さ 
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れるものだといふことを認めてゐる〇そ0結果 t 精神作 
m を說明する上に於いて經濟的見地を取り入れるやぅに1 
なつたのである。卽ち•決感は I i 定の場合に於ける興 
脔#の減少に基き、不快感はその墦加に菡づくものであ 
ると、說明される如きである。 

- r 數學の心理的意義 

以上で大體無意識心理を認識する一つの方法としての 
經濟的兑地に就いて述べたが，この經濟的兒地 とその 槪 
念 方法に 於いて 等しいものは數學であるやぅだ。數聲は 
現 ® 的現象を數觉的に 認識し、 これを數的に說明し取扱 
ふ方法である〇吾人は外界(現赉)を數#化することに 
ょつてリビド—を外界から引上げて しまつて 數觉的思考 
に經綿する。数料, , IL 化されたる問! sl ± 一定の思考經過をと 
ることに& り、兆結果は洱び外界0對象に翻譯されるこ 
とにょつ てリビ ド ー は外的對象に向 ふこと V なる。 要す 
るに、數學が現铿的不可能を可能な代借に轉換する點に 
於いでは.無意識の同一化作用と異るところがない。た 
1?前翁に於いては、その代償が原體に it 元せられて現贸 
的妥當性を^すると云ふ點に相述がある。 

精神分析の實驗によると•夢は規馊的に充足不可能な 
願 M の代 fis 的充足である。前日の規贲生活に於いて充足 


界可能なりし願望は夢に變化される^~こ〇場合のリビ 
ド？は内向的——。さうして一定の夢經過を姐らなけれ 
ば酲められないのである。このやうに夢をして一定の過 
程をたどらしむる心理機制は、數學が！定の數式をして 
進展變化せしめること X 少くともその心理機制に於いて 
は同じで あるら しいのである。 

现寶的に不滿であつた心的 H ネルギーは夢となつて現 
’象し、 その 亢谢が解放せられること U 實驗の結梨無意識 
心现機制は經濟的 Eit をもつて認識し得らる X こと。夢 
の 心的機制は數學的で あると 認めらる i こと。數學は现 
實现象を數に翻譯し逝換へ代惯して說明し取扱ふもので 
あること。以上の諸事贤から浈綵すれば、數學發生の契 
機は少くともそのリビド—關係に於いて [1 夢の如き無想 
_心理 機制と問 一で あり* 困難なる規實 を 自由に取扱は 
うとする顋望の所業としては酷似せる ものと 言ふも誤り 
ではなからう。 

三、 社食經濟生活の心理概構 

次に吾人の社會經濟生活を意識と無意識と. Qa 的關係 
に就 S て論じて見たい。 

都市經濟生活ょりはるか以前の狩獵時代に於ける人問 
生活の物質的資料は私有の必要もなく’人々は地上のも 


m 
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のを自山に攝取して生活してゐたであらぅこと it 想像す 
るに難くはない。 

其後に於ける都市生活の發達は人口の增加並びに環境 
に於ける生活資料の缺乏等の外的原因にょ b 狩獵時代 (D 
生活態度を因難ならしめ、したがつて狩獵時代の生活心 
理は抑應5れなければならなくなつたのである。都市生 
活に於いては生活の物質的財貨は數觉化されて(企)に 
還元せられ資本主_經濟社會を现出してゐるのである。 
物質を數姑：化して取扱ふことは，無意識心理に於いて现 
實的に滿されない願望、 ell ち無意識裡に抑駆されてゐる 
狩獵時代の物質的生活心现で、それは今 D では社#經濟 
生活にょつて m ® 的に充足されてゐるのである。寶本主 
義經濟社#生活は社#的に是認されたるもので、これ狩 
獵時代生活心理の昇華である。精神分析學(深部心理學) 
から資木主我經濟社會生活を說明すれば、現®の困難な 
る中で無意識 ( H ス ) 0願望を充足することを社#道徳 
(超自我〕が承認し、自我がこれを行ふことが可能であ 
つた結姐成つたものである。だが、其後各種の祺惝が關 
係して三つ(エス、超自我、自我〕の調和が困難となつ 
てゐることもないではない。で、苦人は超自我と自我と 
の萊認する生活によつて H K の願 S するところを充足す 
ることが出來れば現馊的快感が褂らる X のである。吾人 


の有搜 ® としての社會經濟生活は常にかくの如き方法で 
快不快原則によって自動的になされてゐるものではある 
が、これは®々涩されることもある。(との無意識心理に 
就いてはフロィドが其著 r 快不怏原則を超えて j の中で 
詳論してゐる)—昭和ーニ、三、一八 
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日常生活に現れれ文化の不安 


土 


屋 


秋 


實 


(( r 不安」の克服))目次 
( 〇序 論 
(二)存 在 
CA 〕 存布の物 K 性 
CB ) 存在の辯證法的 A 己 M 3 a 性 
(三〕存在としての人 f !51 , 

( A > 生物士しての人問 
( Bofi :# 的存在 t し: C の人問 
S 人 na の心理的機碑と神総促 
C 四〕文化の不安 
CA ) 宗 敦 

s 殺 

(c) B 常生活に於ける神經餌 

( C ) 日常生活-於ける舯經症 
人間は本來社會的動物であって，社會的關係を離れて 
は人問は生活し得なぃ。「人問」と言ふ言葉は人と人との 


(以上第三卷第一一一號) 

(以上第三卷餌五 3 D 
C 以上第四卷第一1號〕 
C 以上本號) 


生活關係を表現したも CD である。「禹人は一人のため"一 
人は禹入のため」と言ふ社#生活上の關係が人間の本來 
の姿である"從つて、人間の肉體も精神も亦社#の文化 
も政治も、すべてこれらは一定の時代における人間の個 
體保存本能的，經濟.的、階級的生活關係と稀族保存本能 
.的，家族的，民族的生活關係との m 者にょつて規定され 
てゐる。それ故に，人問精神の内的极元は肉體であり， 
その外的根元は社會生活である"人間精神の不健康な狀 
態卽ち神經症も内的には不健康な肉 ( K 2 にその根元があり 
外的 [C は不健康な社會生活にその极元がある。從つ て、 
健康な生き<とした辯說法的生活をなすためには_糈 
神分祈的觀照にょつて神經症を肉體と社會生活との板元 
に遡つて撤底的に治斑する必要がある。その様な健康な 
精神も肉體と社會生活とに浸撤し切らないならば眞の味 
はひは出來てない。撤底し切つた辯說法的健康の中には 
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宇宙的なリズムとメ 11デ——とがある。 

この論文0テ ーマは， 人間0日常生活を經濟生活、家 
族生活•文化生活，政治生活の 四 者に區 分し， その 各々 
における神經症的傾向の根本的なも Q を指摘することで 

あるひ 

(a) 經濟生活における神經症 
現代を支配してゐる經濟組織は莨木*我的商品經濟で 
ある。商口 1經濟は太杏の原始協同社#が崩壊するにつれ 
て發也したもので’それは奴隸勞働の搾取によつて成立 
した古代社#及び0奴勞働の搾取によつて成立した 中世 
社會における拟純商品經濟の段階を經過して質勞働の搾 
取によつて成立する現代社會の資本主義的商品經濟にま 
で發展して來たのである。その商品經濟においては、人 
と人との經濟關係は商品と商品との交換と言ふ物的關係 
を通路として行はれる。原始協同社#においては，人と 
人の經濟關係は商品と言ふ物的媒介むしに值接の人間關 
係として行はれた〇とれが階級社# i 協同社曾と tc おけ 
る經濟關係の袭異をなす。さて商品經濟の本質をなすも 
のは生靡手段(勞働力、勞磡對象_生產要具)の私苻と生 
產〇社會性との矛屑であるとマルク Kn ェンゲルスは分 
折してゐる。そして-單純商品經濟においては度產手段 
0所有教は同時に生產者であったが，資本主義的商品經 

H 常生活に現れ n 文化の不安 


済においては生產手段としての莨本を所有するブルジ * 
アジーと商品として自ら〇勞働力を齊るとと 1 C ょつての 
み自らの生活を維持する生產者としてのブロレタ yr — 
卜との對立が次第に明瞭になつてゆく。 

• 協同社會 I ' c おいては生產手段は社會の共有であつて、 
生詣手段の私有と生產の社#性との矛质は#冼し&かつ 
た。從つて、そこでは勞働は虫活の手段であると同時に 
生活の闫的であつた。この■な生活態度は怫敎團體など 
に傅統として生かされてゐる。これ 1 C 反し*^^社舒にお 
いては生產手段の私有と生產の社會性との矛眉があり， 
更に勞働は生活の垠&る手段であつて生活の目的とは 
なり沿ない傾向がある。從つて、階級社會の經濟生活に 
おいては、勞働それ自身が經濟生活の自的となり得るこ 
とは極めて 稀で， そこでは常の蒂積と地位の獲得とが經 
濟生活の唯一の目的と&つてゐる。そして、この富の蓄 
秘慾は人 flli の野镫期乃至幼兒期における肛門性感と無意 
識心理的關係があり、地位の獲得慾はそ〇尿道性感と意 
識下の關係があると考へられる。要するに■階級社會の 
經濟生活はナルチス的である。 M に—宵の蓄積慾及び地 
位の獲得慾は性的劣等感を補愤する役割を果してゐる。 
それから甯及び地位には父コムブレクスがある〇從つて、 
富を蓄積し地位を獲得することには父殺しの罪障感が必 
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然的に伴ふ。そして—そ Q 罪障感の晒罪 0 ために自段願 
望が發生し.その自殺願 MI : 昇靡するために宗敎が必要 
，と fe る。この樣な無意識心现學的方怯にょれば、マルクス 
u h ンゲルスが r 實本が作り出すところの生産物たる商 
品の物神性及びそのょり眩恶的な發現たる货幣物神性 J 
と蛰いてゐる こと も容易に理解し得るであらぅ。 

要するに、階級社#における經濟生活は物神化された 
ナルチス的な資本、商品、货齡を媒介 i して行はれるも 
のであ0、從つて、それは極めて宗敎的である。 

そして、經濟生活におけるこれらの矛屉を解決するた 
めには、商品に具现5れてゐる生產手段の私有と生產の 
社會性との矛 fr が止揚されなければならない と 社會珙 は 
說 き、 心现踢はそのためにはナルチスムスを卒業して神 
經症を解脫することが必要であると主張するが、若し現 
實に妥當すれば何れの說も眞實であらぅ。 

( b ) 家族生活における神經症 
原始的協同社會にお S ては■兩銳と子供との關係及び 
妻と夫との關係は極めて純粹のものであつて、その no に 
物神的媒介は存在しなかつた 0 そして、その原始的協同 
社會は母權祉會であつた。しかし，社#の生產力が次第 
に增大する 1 C 作って男性は女性に代って社會 Q 支配權を 
振气 cilc 父權的階級社會が發生し、商品經濟が發達 


し始めた。そして*兩親と子供との關係及び妻と夫との 
關係は、その間に賢本•商品，貨锻等〇物神化されたナ 
ルチス的&媒介物が入込み•そ0純粹性は次第に失はれ 
て行つた。この樣にして父權的階級社會においては兩親 
への子供の隸 ® 及び夫への妻の隸厨は必然的となり、そ 
れは文化的(ィデ t ロギー的)にも亦政治的(法律的) 
にも確立される樣になつた。從つて、男性に對して女性 
は母權社會乃至幼兒期における母親の象徴をなしてを0 
反對に女性に對して男性は野發人乃至幼兒(可愛い坊や) 
としてペニスの象徴をなしてゐる。そして"それは父權 
的抑壓によつて社會的に禁斷されてゐるために、女性は 
男性 1 C 對して表面上はマ y 的"露出症的であるが内 ffi で 
は却つてサド的"见性器嫉妬的であり、これに反し男性 
は女性に對して表而上はサド的、窃視症的で b るが內面 
では却つてマゾ的、去勢恐怖=願望的であり.兩荠の相 
互關係には父權的抑鹏による禁斷のために近親愛コムブ 
1/クスに基く罪障感が發生し"それによつて甘美な情死 
•願望が漂つてゐる。更に階級社#の商品經濟組織©下に 
おいては I 子供は兩親によつて必然的に商品として取扱 
はれざるを得ない。階級社#においては，その經濟生活 
にお it ると同樣にその家族生活においても亦性的生產手 
段(性器)の私有と生產の社會性との矛盾が商口 S として 
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€> 子供に具現される 0 -そして V 性的生產手段(性器)の 
私有とは性器の支配櫬が社會 te あるのではなくして兩親 
のナルチ K ム KIC あることを意味す る。 この樣に階級社 
會 r おいては ■ 子供 は兩 親のナルチスムスにょつて商品 
として 取扱はれざるを得ないためにその本來の潑剌たる 
創造性は抑脈されて薄弱に e れてしまふ。 

家族生活におけるこ0嫌な矛 M を解決するためには、 
扔性と女性及び兩親と子供の各々の肉體的、精神的特殊 
性を @ m した人 In] としての向由•平等な權利、義務が社 
#的に確立されることが必要だと社會學は說き、心理學 
はそのためには人間のナルチスムスや神經症が治療され 
なければならな s と主張するが、若し现啟に妥當すれば 
何れの說も茈鮏たり得るであらぅ。 

( CO 文化组活におけ S 神經疲 
經濟生活と索族生活とが人間生活のすべて L * はない。 
その他に文化生活と政治生活とがある。しかし、 これら 
四芯は抽象的には相互に區別し锊るが、具體的には相互 
に關聯し合つてゐて判然と區別する ことは 出來ない。 

人間0文化生活と言ふのは社#生活に必要な轿學 、科 
學•藝術 、逍徳 等のイデオ ㈡ ギーを坐 鹿し、 - a つそれら 
を贤際生活 1 C おいて適用し得る樣に自己を技術的に鍛鍊 
するための生活である。 

H 常生活に現れ fc 文化の不安 


從つて、文化生活は經濟生活や家族生活と密接に關聯 
し合つて*て、前笤を後卷から引き離して考へることは 
出來ない。そして、經濟生活と家族生活とが根元になつ 
てそこから文化生活が生れ、その生れた子は洱び根！：儿に 
歸命して自らを完成してゆくのが宇笛の法則であると考 
へられてゐる。それ故に、一個ん或は！社#の文化生活 
を規定してゐるものはその一個人或は一社會の經濟生活 
と家族生活とであると考へ将られる。後奔をょり詳細に 
言へば、個體保存木能的、經濟的'階級的生活と種族保 
存本能的、家族的族的生活とである。 

太 ri の原始協 Ini 社會における文化生活には父櫬的階級 
社會における様な生沛手段の私有と生產の社#性との矛 
盾もなく亦父權的抑壓もなかつたので、それは非常に健 
康で 生き < として ゐた。從つ て、 それにはナル チスム 
ス(口#的，肛門的、尿 M 的)や異性親に對する感傷愛 
や或は同性親に對する愛 m ァムビヴレンッ等の嵇な神經 
症的な精神は比較的に少かつた。 しかし、 その後にそれ 
らの神經症的な精神が支配的な傾向に&る M 井がそこに 
あつたことは寧實である。 

父權的階級社#の文化生活においては，一定0支配階 
級0個體保存本能的、經濟的心理卽ち自我リビド—に為 
けるナルチ K ムスと一定の民族の稀族保存本能的，家族 
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的心现卽ち對象リビド—における異性親に對する感傷愛 
や同性親に對する愛 m アムビヴレンッとが支配的な傾向 
となつてゐる。從つて、^學、科學、藝術"道德などの 
イデォ&ギーはすべてこれらの神經症的な心理にょつて 
支配されてをり、 IE にこれらのィデオロギ I は相互にナ 
ルチス的に排斥し合つてゐる。この檄な狀態においては 
各々のィデォロギーがもつ特殊性は生かされず、それら 
の辯證法的相互關聯性は保れない。 

文化生活におけるこれらの神經症的傾向を解決するた 
めには•生鹿手段の私有と住商の社會性との矛盾が止揚 
され•父槻的抑壓が撤回されなければならないと社會峤 
は說き、心现學はそのためには人問の神經症が治療され 
なければならないと主張するが、若し現贳に妥當すれば 
如何なる說と言へども眞實ならざるものはあり得ないで 
あら50 

( d ) 政治生活における神經症 
人間の生活には經濟生活、蒙族生活、文化生活の他に 
政治生活がある。政治鬼活は前記の樑な三つの生活を統 
一し•それらを指導する機能を拱す。 

いま假に個人の精神作用を现性(イデ—}意志 C ヱゴ) 
悟性 ( H ゴス)感性(パトス) Q 四苕に區分すれば"イ 
デォ13ギーにおいては、理性 1 C 相當するのは哲學であり. 


想志に相常するのは道德であり、悟性 1 C 相當す名のは餅 
學であり、感性 ( C 相當するのは慈術で あるが、 社#生活 
においては"理性に相當するのは文化生活であり，意志 
に相當する Q は政治生活であ P 、 悟性に相當するのは經 
濟生活であり、感性に相當するのは凌族生活である。從 
つて， 政治生活とは社命の意忠を遂行するための道德的 
生活であるとも言へる。 

原始協同社#においては、旣に述べた如く生產手段の 
私有と生產の社會性との矛盾及び父權的抑壓が發生して 
ゐなかつたので、祖先達の口唇的、肛 n 的、 M 道的ナル 
チスムスは社會的權力として確立されず、從つて、興性 
親に對する感傷愛や同性親に對すろ愛悄アムビヴレンッ 
は神砰症と現れるこ i が比較的に少く、それは極めて現 
锂的に解決されてゐた。そして、そこ l-cJd 未/ C 個腊保存 
本能的、經濟： T 階級的ナルチ K ムスに基く支配も被支 
配も發生せす1亦女性に對する男性の支配及び男性に對 
する女性の被支配も子供に對する mil 0吏配及び雨親に 
對する子供の被支配も發生しなかつた。從つて、そこに 
おける政治生活は弱笤に對する强#の支配と言ふ樣なも 
のではなくして、當時の知識所有者である長老の經驗的 
意見に基いて行はれたところの、協同社#の經濟的、家 
族的‘文化的事務0交替的共同管理にしか過ぎなかつた0 
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そこには明朗で平和な「一人は 7 r 人 0 ために"万人は- 
人のための J 競爭はぁつたが、暗黑で殺伐な「万人は一 
人のため、一人は一人のため」の闘帝はなか〇た0 

しかし*その後階級 iiLl ; 會においては生產手段の私有と 
生產の社#性と〇矛府及び父嫻的抑歷が發生したゝ め、 
支配階級の M 體保存本能 的、 經濟的ナルチスムスは社會 
的 il 力として確立され、 M にそれは父 Mi として强化され 
た。 そして、人々 はそ 0 mM の下 1 C 神經症 となり、 すべ 
ての生活行動はナルチスムスと興性親に對する感1£愛及 
び同性親に割する愛憎ァムビヴレンッとに基いて行はれ 
た 〇從つて.階級社#における政治生活はやはり社#の 
經舴 的、 滚族的、文化的事務の管理には和違ないが1そ 
れは「 一 人は万人のためノ万人は一人のため」を目的と 
したのではなくして、弱游に對する强黹の支配がその目 
的なのでぁつた。 

階級社命におけるこれらの諸矛®を解決するためには 
生產手段の私^と生産0社會性との矛 Mf が止揚され、旦 
つ父槻的抑服が撤回されて•男性と女性及び m 親と子佻 
のそれ^^の特殊性を尊重した社會的自山、平等が確立 
されなければ&らないと社#舉は說き"心！ f 學はそのた 
めには人々のナルチスムスと異性親に對する感傷愛及び 
同性親に對する愛憎アムビヴレンツとが馓鹿的に治镟さ 

B 常生 fs に现れ T : 文化の不安 


れなければならないと主張するが、若し現實に妥當しさ 

へすれば如何なる說も眞實であらぅ。 

XXX 

東洋原始協同社會〇ィデオロギーを代表する思想家は 
印度に釋迦がをり•支那に老子がゐる〇宠子は「天の道 
は"其れ猶ほ弓を眼るがごときか。髙き容をば之を抑へ" 
下き^をば之を擧ぐ。餘ある^をば之を損し•足らざる 
背をば之を補ふ。天の ia は餘あるを m して，而して足ら 
ざるを補ふ。人の道は則ち然らず。足らざるを m して以 
て餘あ 6 に奉ず、いづれか能く餘ありて以て天下に奉ず 
る〇た ir 有逍の教のみ.是を以て聖人は爲して而して恃 
まず、功成りて而して處らず。其れ賢を E はすことを欲 
せざるか」と言つて階級社會のナルチスムスを銳く指摘 
してゐる。 

若しこの釋迦ゃ老子が說い Tc 前佛の社會 ep ち母櫬的原 
如窃 In ] 社會を社#發展史上の卽自態とすれば"それはそ 
の後に自らの内的發展にょつてその對自態としての父權 
的階級社#に推移し"その繼趟が現代實木主^社#に到 
達したのであると#へられる。そして"それは將來にお 
S て卽 A 對自態としての後佛の社#卽ち人類的協同社會 
に統一されるのではないかと考へられてゐる。この過去、 
現在，未來は永遠に辯謊法的螺旋狀運動を&す物質の流 
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人間ドストイュフスキ—の分析 
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對する想®七"父殺し八、賭罪丸、サド•マゾヒスムス十，宗敎心理十彼の愛阙心 
十一 r 彼の茆 M 惑十三、戀愛及び紡婚の心理十四、貧®と肛門性惑十五_賠博癖十六" P 
#性感十七、®視慾と玆出慾 

ドストイ H フ X キ—の作品分折 

;幼兒性感の描51 二、初期作品中のエディ•ホス三、彼®ニヒ5スムスの分析四、 H ディ•ホ 
スへ0组元 

分析家としてのドス トイ $フスキ- 


辖神分 IJf 術語解說 



れでぁる。その流れの中に立って刹那を迤斷すれば•過 
去は旣に過 r 去りて無く，未來は米だ來らずして無く， 
た^現在の刹那が'氷劫0過去の因綵を受けて永劫〇未來 
を孕んでゐ6ばか&である。だが ia 在の刹那も常に動い 
てその止ると21ろを知らないが故に執すべき刹那も亦無 


い。げに「生死事大、無常迅速•光陰可惜■時不待人 j 
である。從つて、過去5:追ふ勿れ、未來£:求むる勿れ、 
現在に執する勿れ、不執に執する勿れ。 

u 一一 Jr 一一六 x 未完) 




















夜更けてつィ丄ド作、一九一七年) 

岩 倉具榮 譯 
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11 T は遽 aIW 坐つてゐ ao 彼女の外出用の品物類は綺子の上！：投げ山？れ"畏靴 UK 卜—プ閛ひの中でほのか 1 C 描 
氣な立て V ゐる^ 

ヴ 7 — ジ||ア C 手紙を下において：^いやな手紙ね 1 ほんとにいやな手紙だわ。これでわたしをやつ\けたつもりな 
のか知ら。それともかういふのがあの人のやり方なのか知ら。(誠む)「靴下を大變あ〇がたう。この間五足送つて贳 
つたのがあるから、あなたからのを#社の或る友達にやりました。あなたもきつとお其びの事と思ふ Lf い X え，そ 
んなことを誰が答ぶだらう。わざとこんないやがらせ云つて來たのね。隨分、人を馬鹿にして fo る。 

あ X あ，わたし•あの人に氣をお付けなさいなんて、あんな手紙出さなければょかたつんだわ。何とかしてあの手紙 
を取返す方法は? X いかしら。わたしもあれをやはり日晚の夕方 tc 書いたんだわ^——なんて變な運り合せなんだらう 0 
わたしは手紙を〇一の夕方に決して^いてはならないんだわ^—わたしはいつも自分でそんな風 ic しちまふんだ。ど 
うして日曜の夕方はいつもこんな馬鹿らしい羽目になるのかしら.わたしには分らないわ。わたしは K 誰か ( C 手紙を 
@き度くて —— 誰かを愛し度くてたまらないんだわ。え L 、 さうょ。あの人達の事を思ふとわたしは悲しくなる G に 
何となく懐かしいんだわ〇をかしいわ、本當にをかしい！ 

49わたしはもう一遍敎會に出掛けて行かなければ&らない。火の前に坐つて考へ込んでばかりゐるんだから困つたも 
夜更けて 



9 T 丨パ 







50 


のだわ。敎會では譜美歌も聞ける。譜美歌は安心して聞き入つてゐられるわ。- C 彼女は低ぃ座で歌ふ〕「さてまた我等の 
いと も 親しくい とも善きもの、ために」^— (けれども 彼女の眼は手紙 Q その次の丈帝に チヲと 輝く)「あなたが 自分で 編 
んでくれたとは御親切大變有難いことです」本當に！本當に、親切過ぎるんだ！舆達つて憎らしく做慢なんだ！ 
あの人0たら實際わたしが綱んでやつた と 思つてるんだ。だつて、わたし、あの人あんまり ょく 知らなんだのに〇わ 
たしあの人に二三度話したきりだわ。何だつてわたしがあの人に靴下なんか編んでやるわけがあるの？あの人はわ 
たしがあんな風にあの人に苜つたけ だと 思つてるに違ひ.'&い。だつて碌々知りもしない男に靴下を編んでやつたりす 
れば確かに首つたけだわ。半端の5:一足質〇てやるんなら全然別の話だわ。い I え、 わたしもう二度とあの人に手紙 
なんか書か&い 0 . ——さうきめたわ。それに"そんな こ i ic して何の役 1C 立つだら う。 わたしはあの人を本當に しつ 
かりつかまへ度いんだけれど"それな 〇 にあの人はわたし0ことなんかてんで氣にとめてゐないんだもの〇男つてみ 
なさうだ わ0 

ある所まで行くといつも男が私から逃げて行くらしいのは何故•たらう？をかしいわ"本當に！男達は始めはわ 
たしを好くの、そして私が平凡では なく、 獨创的 だと 思ふんだわ。 けれども それからわたしはあの人達が好きだとい 
ふこと を示さう とすると——そんな素振りが見えた r けでも——男達は吃驚するらしく逃腰になりかける。後になつ 
てわたしは それで 悲しくなるんだら うと 思ふ。うんと澤山與 へる ものが私にある ことを 多分■男達は何とかして知る 
んだわ。多分そのために男達はおぞけを振ふんだ。お1''*わたしは誰かに與へたい。こんなに限りない、無限の愛を 
持つてる感じだわ6 . —^わたしは本當に存分に誰か S ことを世話してやり度 S —— 彼等を見守つてゐてやりたい I 
凡ゆる恐ろしいものから守〇てやりたい0 彼等が何槊かをして贺ひたいならわたしこそそれをするために生れて來 
てゐ るのだつていふ ことを 感じさせ度い。 誰か ir わたしを 必要と し、 わたしが誰かの 役に立つ 0 だといふこと を自篼 
するならば*わたしは別人になるわ。 さうょ" 愛されて ゐる ことを 感じ、 M まれて ゐる のを感じ，誰か ir 凡ての こと 
につき全然 -氷 久にわたしに賴つてゐるのを知ることが、私にとつては 人生の 祕訣なんだ。 さう すれば私は强<て 
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大抵の女よりも、も 0 と"もつと富んでゐる。きつと多くの女は自分を——^現し度いといふこの强い旺んな渴望を 
持つてはゐないんだ。わたしはその渴望が"き〇と"花を開くと思ふ。わたしは閤の中に全く包まれ閉ぢ込められて 
誰も頓着してくれないんだ。私が植物や病氣の動物や鳥に對して「こ0旺んな愛情を感じる0はその爲なんだと思ふ 
——それはこの富、この愛の®荷から逃れる一つの道なんだ。それから勿論，植物や動物はいろ <而倒を見てやら 
なければならない無力なものだが_-それは別問题なのだ。けれども若しも男が a をしてゐるとしたら，彼も亦やは 
り人を賴らねばならない無力なものであるといふ感じがする。さうよ"きつと男たちも本當に人の力に賴らねばなら 
な VV ものだわ：-:〇 

何故/ C か知らないが、妙に今日は泣き度くなる晚だわ。確かにこの手紙のせいぢやない。こんな手紙なんか何でも 
ないわ。併し何とか事惝が變つてくるか、それともわたしが年取る迄こんな風に求め續けて行くのかしらと云ふこと 
をずつと疑つてゐる。私は今だつて前ほ t ' 若くはな S 。 皺が出來て、皮碑だつてもう今迄の樣ぢやない。わたしは決 
して本當に美しくはなかつた。普通の意味で美しくはなかつたが、愛らしい皮膊と愛らしい髮を持つてゐた1步き 
振りもよかつた。私は今日鏡で自分を一寸のぞいて見た——腰をか r めて足をひきづ i て：：：私はだ k しなく老けて 
見えた。い i え、多分そんなには惡くない、私はとかく自分のことを大裝级に^へる。けれども私との頃は物事に飽 
きやすくつて——確かにそれは年取つたしるしだ。風も——わたしはもう風に吹きつけられるのに堪へられない、そ 

して足がぬれるのはたまらない。私は之迄そんなことは氣に止めなかつた^ —私は殆どそれ等を樂んでゐ大-それ 

等はとにかく自然とびつたり I つになる感じであつた。けれども今は反對になつて泣き度くなり"私を忘れさせる何 
かを求めてゐる。女が酒を飲むのはそのためなんだと思ふ。木當に變だわ" 

火は消えようとしてゐる。こんな手紙なんか燒いちまへ。こんなもの私にとつては何だ。ブッ！てんで氣にもと 
めない。黏にと0てそれが何だらう〇他に五人もの女が彼に靴下を贈つてゐるかも知れない！それに彼は土蔌私0 
想像した様な人間であつたとは思はれない。 

夜 le けて 
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「自分で編んで下さつたとは本當に御親切で有難う」と。云ふ彼の聲が聞こえる。彼の聲には魅力がある。彼が私 
を引きつけたのは、聲のためだと思ふ—そして彼の手、それは大變强さうに見えた I それは男らしい手•たつた。 
お、^當に、をん fe ものに感傷的になるな〇燒いて了へ ：：： い X え •私には今は燒けない1火は消えて了つた〇癍 
るとしょう。本當に愛想づかし X ょうと思つたのかしら〇あ i あ、疲れた〇寢る時には始終頭の上から着物を引つか 
ぶつて——そして泣き出し度くなる〇本當にをかしいわ！ C 完) 

礞 

讀後に——よくも女心か描$出しれものだ〇轉嫁神經症的な，郎ちヒステリックな女心を瞄いてゐる O alfFlm 総の熾烈な 
耍求があつて而もその對象なく、而 t 益々老いて行つてその蒂紫が反比例的に滅少して行く悲刺"老舲0悲刺(1まれ t や彼女の 
作に表11れて來れ。主人公の名なヴァーデニァ(處女>とは何れろ皮肉0マンスフィールド的皮肉！「夜ふけて」の「ふけて」 
はまれ年齡の「ふけ」たるな浓徴的に盘味するを见袼してはならゎ。 


岩倉具榮譯 c 定 ml 冏 八十錢•送料共〕 

理想の家族』マンスフィ—ルド短篇集 

▼美しい 珠玉の短篇小說集數篇とその分析鑑賞案內とを お 味 ひ下さい。 彼女の傳記 もあります。 
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文藝學ミ精神分析 ( 3 £ (Co 

武田 忠哉譯 


これらの、大部分翳學的な敎養を持つ著#たちは、设 
初から"彼答の侵害をジャスティフ/するために、いは^ 
辟 n の文藝學の傍らを通過して文擊游そのものを引 IIJ し 
た。例へば、夢の硏究が精神分析の主要な關心を要求し 
た瞬 [ nj から、彼等は、それに對する共感0說明 Iおょ 
そ考へられる限り谈も適切な^—を文舉漭の口から集め 
得たのであつた。 

つぎのジャン_バウルの言葉はこ0場合 ItM し、 すでに 
シ n テ—ケルにょつても引用され たもので ある0 

「小兒•黻•狂人•さらに，文學者•音黎家*女性 • 
彼等における無意識的表象過程の硏究のために，何故、 
夢が爪ひられ&いか、私は特にそれを怪しまないではゐ 
られたい 0 J 

ジャン.バウル、リヒテンベルク、へッべルの R 記。こ 

れらの31合からは、同じやうな說明と豫感の#■富な收瑛 
又热舉と精鉀分析 


が運び入れられた。それら tr 結局"その總和に A いて" 
槪念的に公式化された夢の分析の m 曲をひ i : かしてゐる 
のである。 

靑年ケーフーはおよそ】八四六年から一八四八年まで夢 
のノートを記した。それは新しい解釋容にとつて一つの 
铙庫を形づくつたが"特に，つぎの一つの主張をより鞏 

固にするための他の支柱を意味する tc いたつた。-か 

つてこの主張は"フロィドによつて彼の同僚の與門宗に 
對して擁護されたものである I 。 

r 夢は 10 の生々した意昧を包含する。したがつて、 
それは眞而目に關心されなければならない J 

以前にフロィドがィュン*センの短^小說「-クラデ—ィヴ 
I 」に對して適用したのも，やはりとの同じ見解であつ 
た e 

古代_未開民族•耥神分析の創始者，彼等のやぅ K 丈 
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學者ィユンゼンもまたずベての近代科學に反對しながら" 
夢に對して一つの意味を容認した。さらに•フロィドは 
少しも saM することなしに、彼自身この文學漭と連帶資 
任を食ふことを聲明した。同時に、彼は2つの精神病 
學的テーマ t を文學的に取扱ふことにょつて、全く美を 
損はすに正確な結梨を生じ」得ることを決定したのであ 
30 

現代に於ける擀神分析の雜誌は、新しい小說を分析的 
觀點の下に檢閱し■たえす文學と他の諸藝術の領域を通 
じて敁も多婊な侵入を試みてゐる。かぅして、最初に M 
始#ァ&ィドにょつて生みいだされた•文學に對するい 
ちじるしく 1常な諸關係は•今日までこの祺說に保持さ 
れて fc るのである。 

しかしながら•これらの初期の主張に對して、 さらに 
. 一歩を迆めた一つの主張が附加されねばならない。すで 
にき わめて久しい以前から一般に知られてゐるや ぅに、 
精神分析は"いまや生成のコースにあるわれ <の時代 
の文學——かならずしもイドツ文學に限らない I に對 
して一つの直接的影聯を作用する。例へ ば、 ドイツ衷現 
主義の專門家は•この文舉時期がフロイドなしに考へ将 
られないことを知つてゐる。この時期 1 C おいてドイツ語 


の領域に出現した、最も重要な二人0物語作家が示され 
る。その一人のチ？ク人フランツ•カフカ—は I 九二四平 
に殁したが、彼の優秀性は，夢の生活のおどろくべき文 
缪的適用において見いだされることが出來る。おそらく 
それは、精神分析なしには殆んど不可能であつたかも知 
れない。他の一人のアルフレ—卜•デブゾ1ン*は"彼自 
身神經科の髒者であるが、畏敬にみちた言葉にょつて7 
ロイドを保證したのであつた。 

* 彼の「ベルリ！ン.アレクサンダー跋楹」(7ランツ•ビ J 

パ I n ッグの物1〇 (一 九三0〕は*銳化3れれ神經险的咬赀 

と* ノイザハ vtu 型式化5れた表現を隨所に閃め*-してゐ 

3a 

トーマス•マンとヘルマン•へ，セは、彼等0、精神分 
祈に對する驚歎と八彼等自身の作品がこの學說に卽して 
ゐる斟實を、公然と戳明した。 

アルブレヒト•シ5ファーのほとんど浪費的な才能は 
フロイドのいちじるしい 尊敬を招い ^ が"彼の ライフ • 
ヮ ー ク「へ ー リア>卜」* お ょび 他の 作品からは、 强 い 精 
神分析的特徴が示される。例へば，彼の、 ライナ！マ 

リ I アー•リルケに關する評論^-ィ■てセル書店から非資 

品として刊行された——は、つぎのやぅなデディケーシ， 
ンを持つてゐる 0 
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「畏敬と感謝の念 において、 幼年時代の發 見者、 か ir 
やける 人格、 ジ I クム>卜 • フ〇イド敎授へ捧ぐ 0 J 
一般に文學容の、 同じ やうな 躲歎は 、今日•他の國々 
f —特に*7ランス——においても指示され得るであら 
う。フランスでは、7&ィドの名がすべての文學グルー 
ブの合言葉になつたのである。 

かうして，彼0番物はわれ<の時代の多くの文蜞教 
を明かに力强く感動させた。したがつて"それは少くも 
現代文擧の發 M 過程における酵母として、文珙史衆の關 
心を呼ぶにいた〇たのである。 

* 「『へーリアシト I (1 九ーニ〕良 m 小說。北 K ィッ平野出 
身の現代人。彼猙の虫活から®びいだされた琺而〇內的に I 
外的1-も偉大な型の國比的樣式か t つ名作〇一つが"モスメ 
,ンタールな敎育小說。それの充實した思想と深い感情は"お 
どろくべく成热し fc 樣式において、ゲーテの規範に向つて努 
力を示してゐ s OJ (クルト•マ/^テレス〕 

卜—マス•マンは、「發髂な認識 I 特に、链術と藝術 
家氣 fxK ついて I 」を論じ、それは^神分析にょつて 
彼自身へ導かれた、と云つてゐる。1方‘デブリーンは1 
彼の，七〇歲の敎師 (7 P イド)に對するスビーチにお 
いて、つぎのやうな說明へ誘惑されるにいたつた。 

「こ V で私は自分の念頭に懸つてゐる一つの意 51 を特 

文藝學と精神分析 


に話したいと思ふ。 それは、フ e イ ドはすでに文學 忆 對 
して影鹰を興へ た、 あるひは、將來與へるだらうといふ 
意見である。 

かつてフロイドの深部心理學の結姐として一つの深部 
文學が生じるであらうと云はれた〇しかし，これは一つ 
の全き不合理にすぎない。 

ドストイ f フスキーはやはり7 a イド以前に生き、4グ 
センとストリンべ y はフロイド以前に■いた〇いな、眞 1 C 
われ^^が知つてゐるやうに、むしろフロイド自身が彼 
等から ^び、 彼等にょつて馊證したのである。 

深部文學容と平面文學盎ではなしに、優秀な文學若と 
劣憇な文學漭，それが差異の•ホィ>卜である。 

優秀な文擧荠は彼等自身0 K 觀を持つてゐる。それが 
すべての外部からの借入を不要なも0にする。これに反 
して> 劣惡な文舉者はそれ-^直觀にょつて抉助される 
ことが m 來ない〇」 

しかしながら-苡の文學若の影鄹はけつして直接的な 
借入〇コー X においては生じない。その點を深く考へる 
ならば、デブリ—ン0言葉が完全な眞理を含むものと決 
定されるためには多少の議論を要するのである。 

結局、こ X には現代の全面的な恐怖あるひは希望が明 
かに反映されることを記愤しながら，われ^^-は精神分 
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析學葱の側へパ/したいと思ふ。 

一般に糊神分祈學衮が文學に對して注意を向ける®も 
深い原因は、勿論、一つの漠然とした愛の感情ではなし 
に、すでに分析的に規定された一つの觀察に基づいてゐ 
る。それにょれば、文聲衮は彼自身の精神的態度におい 
て、 神經病^!精神分析にょる治療の E 1 冇な對象 —— 
とおどろくべき一致を示し、この類似性から> 1つの相 
互的說明が猓き 出され， 可能にされるのでぁる。 

したがつて、彼等は文學を夢と同じ根源から抽出する。 
何故なら、文學は意識の撿閱を、無意識的なものに有利 
なやぅに制限して示すからでぁる。 

——そして、無意識的なもの V 研究•それは精神分析 
學者にとつてアルファ—とオーメガー を 意味す る -〇 
彼等の文擧評®は、作品からでも文學贫の個性からで 
もなしに■一種の心现過程 I (藝術家において，特に 
有利な條件の下に硏究され得るところの〕 I に對する 
科 S 的洞察から行はれる。何故なら"文學音の 陳述は、 
特殊の範豳に おいて、 特に確實に、常に無意識的 &もの 
を包括するからで ある。さらに、彼の全 存在は ..重大& 
結猓を生じる’無意識的なもの i 抑應と*それの間接的 
支配 » s 甚づくからである。 


[但し，後者の場合、交斟者の存在は•神經病者〇 
存砣とはまた別な方法においてそこに根を持つてゐるの 
である—。 

精神分析學背等は、かつて彼等が神經病者と夢におい 
て決楚した稍神的形象を、いまやはじめて文學容の作品 
の中に再發見するに S たつた。最初•シュテーケルはこ 
の一瞥によつて生じた熱心に® られ 、その結果、文學器 
を神經病若と金く同一視する誘惑に抵抗し得なかつた。 
しかしながら•かやぅな觀點は、职に獨 A 物として彼に 
委ねられたにすぎない。むしろ、今日，精神分析學者を 
文學史家から分つ最大の距離は、一つの他〇側面、すな 
はち.盤數的•創造的人格に對する侮蔑、といふサィ K 
に M かれてゐるのである0 

眞に、精神分析學著が常にかやぅな(盤數的•創造的) 
人格から取上げるものは、沒人格的•精神的な態度形式 
であり、け〇して天才に對するユ11丨クな性格化ではな 
い。完成された作品では なしに， そこに遮蔽されてゐる 
この作品の成立の過程と理由が彼を誘惑するのである。 

■むしろ11つの文學作品が より 朱完成であればあるだけ、 
それは_分析學衮に對し て、 より大きい刺戟を提供す 
る。何故なら>1つの形象の構造は、切斷丽、あるひは 
生長の畸形&部分 1 C おいて最も鮮明に認識され得るから 
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である〇 

したがつて•斷片•誇張され、あるひは、未完成に抛 
枭された處女 作、 翻案あるひは飜譯された外國作品 I そ 
れらは、彼が最も强い關心をもつて考察する資料 1 C 他& 
らない O i 方，彼が少しの 缺點もない完成品に 出逢 ふと 
きには、 彼は あたかも存在しないもの V やぅにそれを無 
視する。 何故なら. 麩術 的な 質の認識は かならずしも 深 
く彼を感動させないからである0 

彼は•形成されたものを解體する。 一般に、 通常の 美 
雄によれば、 象微はそれ以上解體され えない 一つの要素 
である 1 C か X はらず、彼は、それが より深く 分祈され得 
ることを 主張す る だけではない。 さらに 彼は眞にそれを 
外皮と 核に打ち碎い てしまふ。 そして、 た^これらの 後 
者"無意識的なもの、區分だけが彼を眩惑す るので ある。 

藝術とディレタシテ1 スムの決定的な境琚。藝術と祌經 
病、/ —マルな精神と病的な精神、それらの nn における 
決定的な境界。それらはいづれも精神分析學者によつて 
拒否 C れる。個々の天才0文學作品ではなしに、一般的 
I —少くも集國的—現象としての"文學することその 
ものが彼自身©考察の中心に外ならない。 

7 ロイドは 彼の評論 「文學諸と ファンタジ IJ 2 九〇 
八) において、 明かに彼の HI 的のために"「かならずしも 

文®學と嵇神分析 


批評家によつて最も高く評價される文學者ではなしに、 
より地味な長篇•短篇 • スト！リ|の作家^ —(その代 
りに、最も多數の•最も熱心な男女の讀胬蜃を持つてゐ 
る)^を選び出した」のであつた〇すなはち、彼にと 
つては•文^の生産と享受における集國的現象の理解が 
問題にされねばならない。例へば，彼の學徒の一人は • 
靑年の文取を論理的に正確に編基したが，こ、でも文學 
の美的*形而上的祕密ではなしに•その心理的祕密を探 
しいだす目的によつてリードされたのであつた。 

そこで tr 例外は、假令それが天才的なものであつて 
も、あらゆる點において相對化され、あるひはさらに" 
平凡なものに飽する標準へ近づけられる。何故なら、精 
神分析原者にとつて、文學胬は無意識的&もの i 內部に 
生活してゐるやぅに映じ•しかも、この無意識的なもの 
は集國的に規定されてぬる。彼(文學者)がこの暗い精 
跡領域の神祕へ■より深く溯航すればするだけ、彼は、 
彼自身から、とにかく彼の存在 CD 要素 I (恐らく一つ 
の、意識的に行動する個性の槪念5:與へるとこ6の〕— 
, I から遠ざかつてゆく0である。 

精神分析はけつして氣紛れな精神的衝動を認めない。 
したがつて，また■術のいかなる場合にも. I つの偶然 
な、た ir 個性的に條件づけられた資料の選捭とモティ— 







5S 


フの形成を肯定しない。かぅして"文學過程 1 C おいては • 
無意識的な精 Mr 活動0「メヵニズム」 が、 一見自 m な7 
ァンクジ ーの遊戯を支配することになる。この7/ノタジ 
—の君臨が强力であればあるだけ、それは無意識的なも 
の、强制作業をより明瞭に提示する。そして，天才的な 
作家 ば、 他の表現形式 —— (この無意識的なものによ〇 
て、より精密に知れわたつてゐる神經病背•精神病者. 
神話.夢〕——に對してきわめて周知の關係を示してゐ 
るのである。 

一方で文學作品の解釋に從事する精神分析荖述家の同 
じ人々が•また他方において，神話硏究の問趙に沒頭ず 
ることは けつして不思議ではない。 

この神話の成立と發達においては、眞に、それを規定 
する文珙漭 Q 映像が全く缺けてゐる。こ i では*すべて 
e 人 fi ] J が無名かつ集_的である。一般に無意識的過程の 
心理學1 r 文學の现解の場合と同じやぅに：神話0把握 
に對しても決定的に m 要なのである0 
f われ<は、類型的な夢の形象 —— 例へば，裸態およ 
びェデ1ホスの夢——によって、民族のファンタジーの年 
代と內部構造にまで結論を_くことができる。何故なら 
本来•民族フア\タジ|は同じやうにこれら0夢の形象 


のモテ" I ブ Q 极柢に描つて S ) るからである。 

かやう&方法において.夢の解釋が神話梁と•神話の 
解釋が文學の解釋とそれ-^混合してしまふ。さらに、 
例へば、龍の形體、あるひは、「不和な兄弟」に對するか 
やうな說明は文^史家にとつて輕視されることができな 
い〇何故なら•それらはすでに資料的に•過去の文學の 
テーマーと接觸してゐるからである。勿論、これは必ず 
しも精神分析的解釋が試みられてから始めて生じた狀勢 
ではない。しかしながら、三つの分野(夢•神話•文擧) 
が唯一の研究領域へ融合されたのは、かやうな試みにお 
ける新しい冊面に M してゐる。この融合によつて1特に、 
神話硏究の問題が OT 接的に文蓊擧へ吸引されるのである 

——すべてこれら三つの分野は-人間の ファンクジ— 

の活動と’それによつて生じる稍々の創造物を說明する 
場僉に*それ^-相亙扶助を提供するものである IO 

眞にこれらの 結合に よつて、またフ〇ィドの 文擧心理 
學は從來の他の心理學よりもいちじるしく挑戰的に文藝 
學に對して切迫するにいたつた。 もつとも、 從來の心理 
學においても■文學の美學的問魈の硏究によつて多くの 
收葰を生じ得たのではあるが。 

その結果として，7 T ンタジーの活動を促す一定0無 
意識的衝動力，この活動の成立 K : 關與する一定の精神的 
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メカーーズム•それらが導き出される。さらに•活動は一 
定の象徵的表現形式において反映し，かやうな形式は解 
明され得るものであり"またす - C - に解明されてゐるので 
ある。 

例へば、ラ"クはこ©コ1スにおいて、現に通用する 
學者の見解とは反對に、ヒルデブラントの歌*の終局を 
つぎのやう 1 C 再構成するにいたつた。すなはち•この場 
八 1-1 には子が父に對してキリ>ゲ•パンチを浴せたに相異な 
い、何故なら， H ディ.ホス莴藤の E 下の湿座から—同 
時に、世界文^におけるそれと荷緣な鬬案を比較するこ 
とにょつて—— I かやうな結論は殆んど自明なやうに思 
はれるからである。 

* ドイタの英雄傅耽。い fi^SVOIksdichtung の現存 L て 
ゐる ものと して、菇も十 1:1 い記念碑的作 rtlrlo 八 ilt 紀吸の t のと 
いはれてゐ£0ゴート族のデイートリッヒ傅說の一部を耿ひ、 
頭劭句法 & IH ひてゐるために"詩形の酤からも多くの問題性 
a - 合んで ゐる 毛のでわ S 。 


文银壤と精神分析 


フ B イド先生 

額面用肯僳頒布 

フロイド傅士から本硏究 ml - c ^ 贈せられまし 
た大肖惙挑を縮 B して"誠者諸賢にお頒ちしま 
す。そ Q 銳い服光と、离涵な額と，力强い热梁 
とに於いて、ょく碩斟の性格とその珙風とが象 
徴されてゐます。 

品 種 ——^眞(シユムツ T 1 KC 作胳。立派^ t ので 
あ5ことを信じて下3い〕 

用紙 ——上質寫眞用紙 
大きさ^ —縱九寸五分"描七寸五分 
代價！一圓五十錢〔法料共.但し特別誌友に 
は一割引いたします。 

注意 I 額に入れる際，褒而に新聞紙を揷入 
しますと印刷インキがしみて黄色くな 
ります御注意下さい。 











嵐 


山 


榮 


三 


研 T 市の郊外 
時初秋の夜 
人中堞校敎5 i 
その妻 
その子 
その箱© 
その姉 
そ〇弟 


木杼邦雄 
良江 
勳夫 
さ•た 
木村鹿子 
吉本次郎 


C 三四裁) 
(二九钕) 
C 六歲) 
(五六歳) 
C 三六歲〕 

SIS 


舞甕中學校敎師木杼の家。庭に0«した茶の間。向って左 II 
玄關。右は蔣室と一一階に！ i する襖。中央1^長火鉢。畏火 
鉢の左は蝥所へ通ずる捵、右に茶 m 笱その上 J - 木济の亡 
父の翁^等 2 部 Mtx ょく片づいてゐ 
淼叨く \遠くに郊外1 I 1 L 取の雜が谢え"それが閲え a 
{な S と隣家のラデオが微かじ聞える。 

3だは县火鉢の前11ゐ X 鹿子と話してゐる。少し、離 
れて良江が坐ってゐる。勁夫は良江の倾で玩典の汽耶を 


锄かして遊んでゐる〇 

慶子そんなわけですからどうか御願ひします。 

さだ——0 

慶子 C 良江に向って)良江さん。こん度はいつもと違つて 
明日までにどうしても nillc 合はせないと困るんで 
す0 

良江 さう ですね。わたくし. …： Q 

c 動夫"汽取か泐かして璲子のそばへ行 
動夫ボッボ—。伯母ちやん，敷かれるよ。 

C 座子"うるさそうに一寸、よけ S ) 

良江坊や■伯母ちやんにうるさいことしちや駄目よ。 

ハ璲子5わたくしは：：：〇 

さだ(良江にめ<ばせ L て)まあ•兎に角、邦雄が歸つて 
来たら相談して置き i せう。だけど邦雄はあ\云 
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ふ風でなんと言ふか分らないけど…•：0 

慶子い V え、邦ちやんには言はないで下さい。あ0人 
に言つても無駄ですわ。妾達は本當の姉弟であり 
& がら 唯の 一度 だつて あの人社弟らしくしたこと 
が fx いんですからね。あんな弟が一體、 lit の中に 
あるでせうか!? 

勳夫(子供らしく怒つて〕们母ちやん。弟つて家の父ちや 
んのことかい？ 

良江坊や。 

さ tf それぢや，妾達ではどうすることも出來ないでは 
ありませんか。 ：;;, 
慶子 . —0 

さだこの家は邦雄の家ですよ◦この家がどうにか立つ 
て行くのは邦雄がゐるからですよ。 

良江母さん•姉さんの方の御都合も色々あるんでせう 
から……0 

さだだつて良江。 . 

lii ix 母さん。よろしいではありませんか。少し，宅は 
姉さん達に冷淡だと思ふところもありますわ。 

さだへ li 江と度子に)さうかしら!?妾は出來6だけのこ 
とを邦雄はしてゐると思ふがね0 ( 廋子だけに〕先 
月なんか•ラヂオが古くなつたからつて個人敎授 

親 子 


〇月謝を持0て質；5に行かうとした還へ太柠が來 
て泣きついたもんだからみんなやつて終つたぢや 
ありませんか。 

慶子木村がと V へ来たんでずつて!? 

さだえ先：：： T 來ましたょ。 

良江御存じないんですか？ 

^子知〇ませんょ。ちつとも：：* o ( 3 / CICW / 本常 fe ん 
ですか？ 

さだそんな m を噓言ふわけはないではありませんか0 
慶子(さだ！ I 對す S 怒0と木村に對すろ怒〇で興裔マ Krlff 々 
して1;スチリックに)さうですか0ょう御座います0 
どうも失禮しました0 C そんざい K : お t : ぎなして立 

3 

良江まあ。 

動夫伯母ちやん、歸るの？ 

r 痠子、缺つて玄關の方へ行く◊良 In 、 仕方^<。立つて 
胧子について行く〇觔夫も行く〇 5だ、坐つ t : 吏、でゐる 
JiJd " 廋子のぅしゐから济ちさうになつてゐる瘐子の顼〇 
ビソをさしてやる0 

慶子 C 口さきだけで〕どうも有難たう。 

良江(玄關の間で手平 CM 布から金* f 出して慶子に握らせる) 
ほんの少しですけど文子さんにお葉子でも•：： -0 
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慶子い i 克〇い、んですよ。 

(その時"玄關の戶が幻く。晓子"悅て、良江の手から命 
をとる〕 

どうも荷難たう。 

バ泐夫、飛んで行{。：> 

勳夫父ちやん、お歸りなさ S 。 隨分•遲いね。 

良江お歸りなさい。 

(鹿子"出かねて玄關の叨に立つ。〕 

邦雄*ウン、只今。今日は母ちやんを困らせなかつたか 

い？ 

勳夫ウン。だけど一寸：：‘〇 

邦雄(靴をぬぎながら〕一寸？叉•おやつの時，泣いたの 
だらう？ 

iJJ 夫今日は泣かなかつたの。 

邦雄ぢや、どうしたんだい？ 

良江喰嘩をしてお隣 D の 三 m さんを泣かしたんですよ 
邦雄フン、坊やが泣かしたのかい？ 

動夫ウン"偉い/<:らう？ 

邦雄偉くもないよ。 C 靴か»ぃで)おや、お客さんかい 

? . ' 

良江一寸前*姉さんがいらしたんです。 

(邦雄、默っ—0:> 


慶 - TC 玄關へ出5邦ちやん•今晚は0 
邦雄(ぶぁいそ5今晚は0 

C 座子、そ、 くさと下駄 ^は V 'て J 
麼子では良江さん。 さやう &ら。 

岛江さぅですか。では皆さんによろし<0 
勳夫伯母ちやん•又いらつしやい。 

邦雄坊や、子供のくせにおせじなんか言はなくつても 
い i んだよ。 

動夫ぢや、伯母ちやん、艰なくつてもい i よ。 

良江(た L なめて〕坊や。 

(唆子、可成リ荒く戶をしめて行{。三人"茶の R へ遺八 
つて來る〇〕 

邦雄母さん•只今。 

3だお歸りなさい。遲かつたから先に食べましたよ。 
邦雄 t ' う；て。 ， 

C 洋服か谙物 Li > s 代へる。動夫"邦雄 CD スプリングコ I 卜 
をさぐつて) 

勤去父ちやん"なにか隱して仰居るでせう？ 

邦雄莫迦•母ちやんの眞似なんかするんぢやない。 

(動夫"•ホケットから甘粥の袋を出す) 

動夫(良江5エペへ，母ちやん*これ！ 

良江いやな坊やね〇工へへだつて D 本當に贵方そつく 


翥 
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む！1。もう寢るんですから明日 1 C しませうね<> 

C 良江、勑夫から袋を取 y ぁげてお,立てをす S " _夫" 
口を尖らし -C 0 まら*55 な钮をす 5 0邦雄、飯か食べ出 
す。) 

動夫戴きます。 

良江坊や、&にを言つてゐるの？ 

動夫父ちやんの代り 1 C 言つたの。 

さだ&に、坊やは甘栗が食べたい〇だらう？ 

契ゥン 

さだ良江，二つ三つならい i だらう〇 
良江仕方のない子ね0 ( 二つ出してやる0〕 

夫勳おばぁちやんが二つ三つと言つたから三つ ]15 戴ょ 
01夫、手か出す Q ) • 

良江(笑ひながら t う、二つやる。動太"みんなボケットへ Lt 
つて又"手を W す。&江その手を輕く打つて〕この慾張 

り坊ゃ。 

(動夫、？だの膝 II 腰をかけて粥 ^ 兌 V る。) 

邦雄良江。 

良江ぇゝ？. 

邦雄今枝のこれは(お總菜を栉し S お前が作つたのか 

い？ 

良江え X 。さうょ。どうして？ 

现 子 


邦雄7ゥ n お前 1C こんな 氣の きいた 物が 出來る〇か 

广？ 

良江いやね。見拫つては困0ますわ。 

邦雄見損〇たわけではないけど… 

良江感心なさつたのでせう。 

邦雄莫迦、感心なんかすろもんかい0 
良江それぢやどうなさつたの？ 

邦雄 一寸•氣がきいてゐるけど餘りうまくないつて言 
はふと思つたんだょ。 

盛江まあ、本常に貴方と言ふ方は仕方のない方ね。な 
んとかかんとか文句をつけるんですもの。まるで 
文句ばかり言ひに注れて來たやうね。 

邦雄 さうさ。 

良江あら"さうだつて…，：〇威張つてるわ〇僧らしい a 
•邱雄威張つてなんかゐないさ。 

良江威張つてなんかゐないけど：：：。2寸後の言萊な 
考へ5 

邦雄威張つてはゐないけど&んだい？ 

良江知らないわ0 (との時、良江、立つて) 

さう^^今夜は漫談があるんだわ0 C ラデォのス牛 
ッナをつける0〕 

漫談家の猙そこでそのなまけものは：：：。 
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動夫父ちやん、なまけものつてなぁに？ 

邦雄なまけものか？なまけものつて言ふのは 丁度、 
木村の：：.。 

良江ぁなた、子供にそん&他人の惡口を言〇て聞かせ 
るもんぢやぁ b ませんょ。 

邦雄別に惡口を言ふんぢゃなぃょ。事賞を祺衩として 


良江第實でもそんなことはいけませんわ。 

動夫父ちやん"それから？ 

良江坊やは默つて仰居い。(良江\立つてラデォも消す。〕 

邦雄0だ！ i 〕 姉さん，又ですか？ 

さだあム。 

邦雄姉さん夫婦もいつまでも© X では困るなあ。 

さだあの人達にはいくらしてやつてもきりがないんだ 
からね。良江が餘り親切にするから此處へ來れば 
なんとかなると思つて來るんだょ。今口は幾位" 
やつた？ • 

良江ほんの一寸ですの。 

邦雄 . M 江、お前は俺の氣持ちが分らないで困るね。俺 
が姉さん夫婦にそつけなくするのは姉さん夫婦を 
あんな風にぶら-—させて镫くのは可哀さうだと 
思ふからだよ。お前がそんな風にして il いつまで 


經つても姉さん達は救はれないぢやないか◦働か 
ない背に姉弟だかつて lurts をする必要はないよ。 

良江でも—： 

邦雄でもぢやないよ。 

§ 

さだ(この15には掛 D 合いに t £ り?:くないと S ふやぅな風で〕 
今日はお寺へ行つて疲れたから先に魃るよ。坊や 
はどうするの？ 

動夫坊や、まだ起きてゐるの。 

さだまだ•甘栗に未練がぁるらしいね。 

勳夫ウウン、さうぢやないの。父ちやんと角力をとる 
の0 

さださぅかい。(皮江に)い V 加減に寢かしてやつてお 
吳れ。坊や、溫かくしてねるんだよ。 

1 to 

さたこの二三日、急に冷えるやうに&つたからね0 
良江お休みなさい0 C 3 K 、 二階へ上つて行く。邦雄"愈 
取か濟±す^ 

邦雄良 江、 どこまでだつたかな。 

良江なにがです？ 

邦雄說敎さ。 

良江知®ませんわ。贵方のやう ic 文句許〇言ふ人の相 
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手にいつまでもなつてゐられません。坊や*父ち 
やんとお遊びなさい。 

(崁江、お膳を片づけて、銮所に立つ Q ) 

邦雄坊や，さぁ來い。 

勸夫ゥン 

邦雄さぁ、力一杯やるんだよ。 

(邦雄、仞め负けてや5。二叫：：1から何卯やつても乜けて 
やら^い。？1夫、怒つて祁她の頰を■匕シャンと打つ。) 

邦雄ォヤ-こいつ、锐父をなぐつたな。 

動夫だつて父ちやん、负けないんだもの。 

邦雄负けないつたつて’お前が11いからぢやないか。 

動夫-0 C 惡かつた t 云ふやぅな M & すろ、 

(この時、 -H 江、级所から炭つで來 i'o 
邦雄 A 江•お前のしつけが惡 S からこの坊由、親父を 
なぐつたぜ。 

斑江あら、坊や，そんなことした6:。いけませんよ。 
おあやまりなさいリ 

動夫(かしこまつて b ? ココン i おじぎかする J 

邦雄ハハ、よし勘辨してやるよ0 
良江こん度からそんなことしたらおきゆぅですよ。 

動夫ゥン。 

隣家〇ラヂオこれで今夜の放遂を終ります。皆さん、 
親 子 


お氣嫌よう"お休みなさい。 

(良 a:、 邦雄に夕刊、旌す。邦雄"夕 m を見なが£>庭の虫 
の iawl: 去、入る。風が出 r: らしく51の45残 W の風鈴が鳴 
る。 ®itc の猱がは.つき 9 即える 0 > 

良江靜かね。 

邦雄ゥン。 ■ 

A 江秋は矢つ張りい V わね。 

(動夫、斑江0-膝で敍か VS 0) 

邦雄今 H は舊の何日だい？ 

良 tx さあ0 

邦雄十五祝はいつだつたけな。 

良江 C 立って M を 瓜ゐ)二十五日よ。 

邦雄フン。二十五日の天氣がよかつたら何處かへぶら 
ぶら行かうか。 

良江え i 、 行きませう OOJ の時、玄關の外で「今晚は」 
と云ふ琛がする。)今頃、誰でせう？ 

那雄こ〇問みないに門の戶を明け放しにして m3 いたの 
ぢゃないかい？ 

良江だつて、お巡さんにしては丁寧だわ"貴方出てよで 
( 邦雄、立つて玄關に行く。)坊や。さあ、ねんねしま 
せうね。まあこの頃•急に m くなつたこと。 C;# 
夫を抱いて娆适へ行く。邦雄と次郞登場 C 二人"無苜で 
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坐ろ。次郞は失業者タィ r で m 末な洋服を TEf てゐ SJ 

次郞今晚は。 

邦雄やあ、今晚は。 

§ 

次郞皆？ん，お變&ありませんか？ 

邦雄ウム‘御蔭で：：：〇 
(良江"赍場〕 

y 良江あ X 、次郞さんでした0。暫くでしたわね。 
次郞御無沙汰致しました。 

(良 tr 坐蒲 [ II を次郎にす i めてか&長火鉢の前へ行つで 
お茶の用愆かす a 。〕 

邦雄踣分1暫く來なかつたけれ^なにをこの頃してゐ 
るんだい？ 

次郞相變らず：：：0 
邦雄相變らず？ 

(直江"お茶4-次郎と邦 ilEll 出す。：} 

良江お母さんは■御丈夫ですか？ 

邦雄—。 

§ 

邦雄丈夫なんだらぅね。 

次^^ 

(尨江、次郎の斜め背後に邦雄に向ひ合って坐リ錄物を始 


めろ^ 

邦雄何故、默つてゐるんだい？ 

次郞病氣なんです。 

良江まぁ，それはいけませんね〇どこがお惡5んです0 
邦雄(疑って)木常なのか S ? 

次郞(反抗的な眼をしズ)-〇 

邦雄——。 

次郞兄さん。少し"お金を貸して下さい a 
邦雄何にするんだい？ 

次郞(盆々反抗的な眼をして；> 長くないと思ふんです。 

良江まぁ。 

邦雄誰が？ 

次郞 。 

良江(邦雄^眼で r : しなめ f £ がら)今•病院にでも……。 

次郎病院なんつて .. 。ろく^^ •释容にも^て M へ 

ないんです。 

邦雄成る程。 • 

良江貴方 I 

邦雄 c 良江に〕お rj は人からかぅ^-だと言はれると直 
ぐ信じて終ふん/ C ね。莫迦な女だな。 

次郞僕©云ふことを噓だと兄さんは思ふんですね。 

邦雄無條件では信じられないょ。 
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良江そん fc 事を言つて贵方は ：：： a 
邦雄人の言ふことが本當だか噱だかを判斷するのは。 

その人の今ま T の行ひを考へなけれ li 駄目だよ。 
次郞僕は今まで兄3んに噓をついたかも知れません。 

併し，なんにだつて例外はあ〇ますよ。 

邦雄これが例外だと云ふことがどぅして言へるんだい 
次耶親が死ぬか生きるかと云ふ時、子としで嘘が言へ 
ますか!? 

兄さんにとつてはなんでもない、只1生んだと言 
ふだけの人ですが僕にとつては大朮な母です。 

邦雄フン。その大祺な母を獨0ぼつちにして今まで自 
分勝手なことばかり、何故してゐたん•たい？ 

次郞- 0 

邦雄工、!?何故、おつかさんのそばにゐて一生懸命 
働かなかつたんだい？お前が大阪へ行く時、俺 
はよく言つたらぅ!?俺! C は雜理の母さんがある 
し、木村の姉さん夫婦はあん fe 風だしするからお 
つかさんの而倒を見ることが出來ない。だからお 
前がよく兒るべきだつて：…〇それ&〇におつか 
さん獨&殘して行つて終つたんぢゃないか。そし 
てなんにもならずに m 京へ歸つて來てからも相變 
らずぶら^-してゐたんぢやないか。 

親 子 


次郞後悔してゐます" 

邦雄後悔は先に立たすか。 

良江 貴方、 次郞さんが惡かつたと思つて仰居るのに そ 
んなことを言つては辛いと思ひますわ。 

次郞兄さんは母が病氣で死にさうだと言ふのに、本當 
の虫みの親が死にさう ff と言ふの 1 C 念んとも思は 
ないのですか？ 

邦雄-0 

次郞少しも思つてゐて吳れないんですか？ 

邦雄 思はないことはな VV さ。併し、俺等の親父が死ん 
だ時とは一寸、逆ふね。 

次郞どうして ir す？ 

S 

邦雄今までの親子道德は親は親たらずとも子は子たら 
ざるべからずと敎へてゐた けど、 俺はそんな親の 
方に都合のょすぎる道德には"疑ひを持つね。親 
は親らしくして、初めて子 (1 親としてうやまふべ 
きぢやないかと思ふょ Q 子に對して親の義務を^: 
してゐ&い0に親は親としての椴利は也じない0 
ぢやないか&!?: 

次 M ぢや、兄さんは親から+の物を1つたら十の物、 

一〇しか貰はなかつたら一つしか返さなくつても 
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5 i と言ふのですね。隨分、打算的ですね0 

邦雄 iff : の中の^つて煎じつめればみんな打^的だよ0 
打筇的と云つて語弊がぁるなら> 經濟的だよ。投 
資のないところに利澗は上らんよ。 

次郞それぢや、兄さん id : 敎育なんかも打党的な氣持ち 
でしてゐるんですか？滯山月給を貫へば一生懸 
命やつて、月給が少なかつたらい X 加減にやるん 
ですか？ 

邦雄誤解してはいけないよ。打鉻的と言つても物質的 
なこと許りではないよ。精神的打笕だつて ぁる さ0 
俺は生徒達を敎ヘて屯徒達に少しでも幸福な生活 
を送れるやぅな力を與へてやる と言 ふ 己と が何よ 
りの俺の給料&んだ。月給なんか第二だよ。「幸 _」 
はやはり打算的ぢやないか〇 C 話か元へ 01 LVO 昔の 
武士達が自分の由君 0 爲めに死を辭さなかつた わ 
けを深く鞀へて II 給〇幾代も自分達の血族が幸 
福に生活が出來るだけの祿を實つてゐた殿樣の思 
——と言つて惡ければ、殿樣によつて象徴的に代 
表せちれてゐる藩の生活 CO 大きな恩 —— に對し報 
いるために打算的 ic 死んだんだ。これが今の#社 
の S 役と社員と言ふやうな單なる M 傭關係で，社 
員達のやうに何時なんどき首を切られて自分達の 


宰 . i を恋はれるか 分らない 狀態だつたら虫人に 命 
をさしぁげなくつてはいけないなんて言ふ道徳は 
決して虫れやしないよ。それと同じ 1 C 親を よくし 
ろ、そして親に惡い感じを抱いちやいけないと言 
ふのは親から子が受けてゐる恩が大きいからだよ 
併し•親からうけたものがなにもない時、それで 
も親孝行しなければいけないなんつて言ふのは親 
には都合が si かも知れんが、子には都合が惡す 
ぎるよ。俺は生れると同時にこの家へ來て終つて 
生みのお母さんと Hr 沒交渉だつた。俺は次郞のお 
母さんからなに|つと してい、 事を敎はら ない 0 
本當に俺を生んだと 言 ふに過ぎ rx いと俺は いつも 
思つてゐるんた。 : 

次耶兄さんは生れてよかつたとは思はないんですか？ 
邦雄よかつたと思つてゐるよ 0 
次|1[;それでは生みの親に感謝してもい•でせう 一 
抖雄今は生きてゐてもい思つてゐるさ。 併し •一 
時は何故*俺は生れたんだらうと思 〇た。 そ 〇 時" 
俺は他人からは色々 と fill 接、直接に稷助$: うけた。 
fif し親からは何の援助も受けなかつた。自分の 
力と世間の人の力でぎにか藎に生活 出 來るゃ 
う 1 C なつたんだ 0 
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次郞惱み5:解決する力の元は誰が吳れたんです？ 

邦雄亡くなつた親父さ。 

次郞お父さん一人で兄さんが生れたのですか？ 

邦雄生ん ff のはおつかさんだょ〇ょしてくれ"お前と 
議論してゐるのは馬鹿々々しくなつた。 

次郞生んだのはお母さんですつて!?兄さん！それ 
では；… (激筇か U つ i 堪へる J - 
邦雄親父が俺に二人のお母さんを持たゼて平氣でゐた 
のは惡かつた。併し1親父は惡いと思ひながらそ 
れを解決する力がなかつたのだ。あ、言ふ風に殆 
ど無一文からた\きあげた人には寂庭を盤へ.2>た 
けの力がないのだ。併し"親父は t 通の商資人に 
ょくあるやぅな原顏なものではなかつた。隨分" 
それに就ては苦しんでゐた〇そして、きまりをつ 
けたい<と言つて居る內に死んで終つたんだ。 
だから親父には俺はなんとも思つてゐない。親父 
の氣持ちを港へるとせめる獄はしないんだ。 
次耶お父さんの話をしてゐるんではありません。お母 
さんの話をしてゐるんです。 

弔 i 生理的にはなる 程、 お父さんとお母さんが造つた 
のかも知れない。併し，励物ならいざ知らず、人 
間の親子關係とは愛情あつての親子關係だ。肉髀 

親 子 


だけ〇親子なら恩も森もない。 

次郞分りました。兄さんの氣持ちはよく分りました。 

結局、兄3んは血のない人なんですね。 

邦雄血があり過ぎるからこんな- C とを言ふんだよ 。 m 
に角"俺は血緣だからと W - つて用捨はしない m り 
だ。 • : 

次 M 僳は兄さんと議論をしに來たのではありません。 

お金を借 DIC 來たんです。借して下さい。 

邦維货5ないこともないさ。併し、本當のことを言へ 
よ)， , 

次郞お母さんが死に さぅ& んです。 

邦雄本常なら何時です贷すよ。 

次郞 C 激昂して)本當&ら噓ならつてこんなことを嘘が 
言べますか!? 

邦雄いつか fe I さんが怪我をしたからつて醫盏代を持 
つて行つた事があつたね。. 

次郞(少し、考ヘズ〕そんなことがありましたね。 

邦雄あの時、二三日して木村の a 兄さんが來たので訊 
いて見たら，お〇かさんに昨 tj 逢つたけどそんな 
風の様子はなかつたと言つたぜ" 

次郞あの時はあの時ですよ。今度は絕對に本當です。 
邦雄一體、幾ら位欲しいんだい0 
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次郞五十圆です。 

邦 M 五十圆1? 

次 M そんなに驚かなくつてもい X でせう。生みの親を 
一人、助けるんですよ。 

邦雄本當でぁればね。 

次郞未だ、そんなことを言つてゐるんですか？ 

(邦雄"仕方なく立つて奧へ命を S がし P 行く。} 

次郞〇 ii 江！ i ) 動坊は元氣ですか？大きくな0たで 
せうね。 

良江ぇ VO お蔭で-0 

邦雄 C ： 奥で邦雄の膝がする〕良江。 

(_4江■立つて行く，邦雄 i 良江の話琛。やがて二人、登場〕 

邦雄 今ね。そんなにない よ。 二十 M ならぁるんだけど 
:: . b これで我慢して興れよ。 
次0(邦雄をじつと见て〕_— b 

邦雄ね。い i だらう!? 

良江相憎く昨日，家質を拂つたもんですから f : 0 • 
次郞(邦雄をにらんで〕母親が死ぬか生きるかつて言ふ 
のにそんなにけち張ら&くつてもい i でせう。 

邦雄 C 怒って)ないものはないよ0 
次郞それだけぢや、ないも同じです0 
邦雄それなら持つて行くな。 


良江费方 I 

次 m 持つ X 行きませんょ。そんな冷血漢からはびた一 
文•贳ひません。(次郎立ち 上る 0〕 

邦雄その言葉を忘れるな。(邦雄、立上る。) 

良江®方1 C 良 iT 立上る〕 

(この時、二階からさだ 0良江を睜ぶ驿。〕 

良江はい。あ i " 母さんが持つてゐるかも知れない。 
01人 U ) 待つてゐて下さ VV ね。 

次郞フン、兄さんをちつとも可愛がつて吳れなかつた 
義理のおつかさんを兄さんは大事にして生みの親 
ボ死にさぅな時なんとも思はな s なんつてこんな 
不孝な子があるか？ 

邦雄大事にした？俺は、あの母さんに相當なことを 
してゐるだけだ。俺は不公平なことはしてゐない 
!今の母さんに子供がないし、俺は長男だつた 
からこつちへ來て生活するやぅに&つた。お前と 
姉さんはおつかさんと一緖にゐる。それはみんな 
運命だつたのさ。俺は我现の母さんから成る程* 
可愛いがられなかつた。併し■いぢめもしなかつ 
た。俺は今の母さんを母として考へてゐやあしな 
いんだ。三十年来の友達が同居してゐるんだと思 
つてゐるんだ。だから俺達夫婦が母さんと一緒に 




ゐるのは他から見るやぅな母子水入らずの生活で 
は決してないんだ。 

次郞歸ります。 

邦雄これ、持つて行けよ。 

次郞入りません。 

邦雄 I 〇 

(次郞"愤然として退勘。邦維、何か 1 r はふとして次郎0 
あ i を a ふ。件し友四主で行つて M つて來る。火鉢の前へ 
ft ぐら^ かく OA 江、二階から降 y て來 00) 

良江次郞さんは？ 

邦雄歸つたよ a 

良江あら"いつ？(外へ出て見る。〕 

邦雄 ( 獨 Dfr -) 本當に病氣なのかな。今日か明日、死ぬ 
, んだと次郞は言つたが ：：。それが 木常なら俺は 
親不孝かしら？金は木當になかつた。それでも 
やらなくつてはいけないのか!?(火鉢に頰杖をつ 
いて目をつぶる〇良江、稍々して灵つ^來る0> 

良江©方、 ir つちへ次郞さん•行つたか分りませんよ。 
邦雄 —— 。 

焱江(ぉ金が济ちてゐるのを见っけて)あら、次郞さんこ 
れを持つて行かなかつたんですね。 


£江、邦雉が餘” K つてゐ〇ので竹く邦雄冬見〇/てし 
て奥へ行つてどてらか持つて来る 0 J 

邦雄本當に病氣かな!? 

良江(登提、邦雄の何か首つてゐるのか聞いて〕久\?何 
を言つて仰居るんです？ 

(どて 6 か邦雄にか 11 てや£。問 0 戾江"邦雄の氣持ちを 
察して〕贵方"もぅ十二時半ですょ。御休みになつた 
■ら？……。 (幕) 



〔雨後 E リビド t の經濟砘係"蔣逍德の形式主義への懷 
ST 生母への反抗"傅統遒徳代表莕 iL ての超自我〇苛55 
など、この作*は分析^徒で II ないが屯人公の心 pa をょく 
描筠してゐる。心 P 8 劇としては見る Y きも〇がわると思 
ふ0 

作者の個人生活をょく知つてこの作を m む tr ^ ial ::」 
i の 腿保が とて t 面白い0だが、その生活 II 就いては こ、 

に御報*出來ないの( I 逍憾でわる。作者の生活と主人公の 
生活とが令：然反對に尨つてゐると t ろがあるかと M ふと" 
作莕 ti 來た子佻に H 化してゐる。作者はかつての举鬪遝 
手である。子供に父か殿らせてゐると； KT 作奔のエディ 
ボス • n ムブレスの表れだ〇 § 
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{ 理硏究 ノ^卜 S ) 

長谷川誠也 


■ (二十一)笠女郎の歌 

萬葉集にある「笠女郞贈大伴宿禰家持歌之十四 IrrJt 
いふ中に、 

劍 太刀、 身に取り添ふと、夢に見つ。なにの しるし 
ぞ も、 君は逯はむため。 

といふのがある。夢に現れる象徴5:解說する場合の例と 
しては^分ないものだ。わが國においては*北 U から 言ひ 
傳へてゐる"女が夢に刀劍を さすと 見るのは 吉事である 
と。笠女郎は好い例を逍したものだ0 

(一一十二) H マスンの夢の說 

H マスンの精神法則と題する k ッセイの中に，夢に關 
する觀察が ある。 

「夢は赀醒時の知識の繼續である。夜の視费は•笠 


0視覺に對して或比例をもつてゐる。忌はしい夢は， 
迸！！の罪の過大化である。われ-—-は自分の惡い性 
情を不正な姿と具 fs 化して見るのだ〇アル ブス 山脈 
屮では，旅人が時折自分自身 Q 影が E 人と 鏔大 され 
るのを見、自分の手の動き悉くが恐ろしく 感ぜられ 
ることがある0」 

なほ、大靈(オヴ7ソIル)論中にも■われくは夢 
の内に、假裝の自身を a る、その變妙な姿は、ほんたぅ 
に存在する性質の擴大であつて、特にわれ/、の注意を 
促がすものである、 i いふ意味を述べて ゐる〇 

H マスンは夢に含まれてゐる敎訓の意義に®きをおい 
たのだ。これにユング說を加味するならば*一種0夢判 
斷が構成される^らぅ。 . 

(二十三) ヵーラィルの夢 
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力 i フィル 0 名著「フラン K 革命」第一卷〇原稿が、 
‘哲學者ミルの家において*過失のため•僅かに四五枚$: 
殘した i : けで"他は悉く燒かれてしまつた、といふ話は 
廣く傳へられてゐるが"それを知つた日の力 I ラィル0 
夢については、語り傳へる人が少いやうだ。 

幽靈〇やうに眞靑で•口もきけ&いぼどに&つて"茶 
時に災難を報吿に來たミルは、おそくまで居たらしい。 
その夜の力 i フィル0苦惱は一方ならず、夢に■父と妹 
とを見たといふのだ。二人とも生きてはゐるが"ねむ3 
う ir 沈んで醜い樣子，死のやうに鈍く祖れてゐる、さう 
して見知らぬ荒れ地で死ぬと VV ふ恐ろしい、いやな夢で 
あつたと。 

この時"彼の父も.妹のマーガ1/ブトも共に世にはゐ 
なかつた。心血を注 S で書き上げた彼の原稿が、尊敬す 
る父と"愛する 妹、 しかも共に iri 死 0 相貌である二つの 
姿と割れて夢中に現れたのは、極めて自然な心现過程で 
ある。彼は"この夢を記した後に、•かう書いてゐる。资 
めた時の苦痛は頗る甚しかつたが、予は寸時も沈蒞を失 
はなかつたから，不可見のものに感謝すべきではなから 
うか。汝〇祌と北ハに歩め、へりく tf りて〇予は口にのぼ 
せ得る諮美歌または祈轉を欲した。愛する者が予と共に 
あらんこと&欲した。しかし、誰れもゐ&かつた。?1默 
心理研究* N 1卜 


は予〇言葉たるべきであ0たと" 

謙遜して神と共に歩：©、といふきろに彼 S 理霪 
Q 核心があるのだ。さうして父の姿はこ0信念の象徵で 
ある。彼の言ふところにょれば"彼の父は不言®行の人" 
活動の人、誠實な努力にょつて貧苦のうちから浮び上つ 
た人である。いかなる國王とも換へ難い蓉はわが父であ 
る、農夫のこの父を持つたことは予〇神聖な誇りである， 
とは彼の言だ。この m 敢な"眞實の人の姿が"ヵーライ 
ルの大苦難の際に•夢に现れたのは■この文豪の意志そ 
のもの X 復活と見なければなるまい。 

(二十四)力1ライ，夫人の夢業 

夢のうちで、數珙の難問越を解いた、といふ例は.さ 
ほど^らしいものでも&いやうだ。ヵーライル夫人にも 
同樣のことがあつた。それは夫人の少女時代の話であ 
る0 

rlt クリ 7ド〇問越が、どうしても解けない' 夜おそ 
くまで考へてもわからない〇で，惱んだま X 躂 m に入つ 
た。ところが"夢のうちに解答を見事になし遂げた〇翌 
朝、目覺めた時には’この夢を記慌してゐ&かつたが" 
机上のスレ—卜には、答案が立派に faS いてあつたと。少 
ヶは夜中に起き出して解答を醫いたのだが—夢の仕事で 






% 
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あつたから、役 m 時の意識は"これを知ら & かつた 0 だ。 

夫人は勝氣の I 我馒强い女性であつた。少女時代に 
は"學校で、自分ょりも大きな男の兒の顏をなぐりつけ 
て、#血を出させたことすらあつたさうだ。氣むづかし 
やのカーライルと結婚してから後の彼女の生活は、忍従 
の標本であつたと〇力 I ライルは、夫人の死後、その日 
記を見て*夫人の】生に幸福な日の少なかつたことを知 
り"後悔のあまり"「回^錄」中に夫人のことを' こまご 
まと傳へたの/ C と言ふ。力 I ライルのやう&變りもの 
を•妻として世話したジュ—ン女史もまた變りものであ 
つたらう0 

(二十五) ソ P モンの夢 

バイブルの列王紀略上第三#に " y ロモンの^といふ 
のが傳へてある。和譯バイブルの文牮は讀みにくいか 
ら"次ぎに大意だけを揚げょう。 

ソロモンはギベオンといふ高地に往つて、神のために 
祭檀を設けた。こ i で神は夜の夢 m ソロモンに顯れた0 
神は言った、何を汝 I'c - ila (ふべきか、汝•何か求める所が 

あるかと。ソロモンは^!へた〇神エホパよ，あなたは我 
父ダビデに代 P て私を王となして下さいましたが，私は 
小さい子で"前後もわきまへません。あなたの選みたま 


うた民の数は弈常に多く、私はその中に居りますけれど 
も' その數を數へるとともできません。そこでお願ひい 
たします > 私に M き別ける心を與へ、あなたの K を霧判 
し、私をして#惡を辨別し得るやうになしていた r きた 
いのですと。こ Q 返答は神の心 1C かなつたので•帅 はソ 
ロモンに言つた。汝はおのれのために長壽も、當有も- 
敵の生命をも求めないで"た V 訟を聽き別ける才智を求 
めたから，かれは汝に賢明聰銶な心を與へ る。 これによ 
つて"汝の先には汝 S やうな背なく•汝の後にも汝のや 
うな衆は出ないであらう〇なほ汝が求めなかつた富と费 
とをも與へるから•汝の I 生涯中、諸王中に汝のやうな 
索はなからう。また汝若し汝の父ダビデの步いた通〇 
に•わが道を涉みわが法憲と命令とを守るならば、汝の 
日を長くしてやらうと。 

バィブル中には*神人會兒の話が多く傅へ られ てゐる 
が、ソ a モンに關するこの話は-夢の中の こと X してあ 
るだけに特に注意すべきもので あらう。ソロモンが 本當 
にかやうな夢$:見たのか， それとも 作り話であるの か 0 
それは今 さら 穿憨 したと ころで，わかり もすまい し、よ 
しわかつたところで"骨折損のくたびれまうけとなら 
う〇われ^-は"かやうな話の f * へられてゐることは、 
ソロモン〇優越慾が S かに强烈であつたかを說明するも 
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のだと思へば宜しいのだ。この慾に基づく生活計刻を椿 
成してゐたソ U モンは、かやうな夢を本當に見たらうと 
も想燬される。なぼ附け加へて匿く。この話に辍いて、 
二女の赤ン坊举雜に關ずる朽名なソロモン裁判が KE 述し 
てある〇 

(二十 六)結萆の故事 

「結草 j といふ熟字には「報恩」0贲義がある。その 
rll 來は，左傅の宣公十五年にある記事である。 次ぎに要 
點だけを描げろ。 • 

秦と晉とが戰つた時， IMI 氏といふ地で、晉の魏颗とい 
ふ武人が、秦の力人社回といふものを捕檢にした。さて 
話は旣往に溯る◦魏顆の父魏武子 fc 妾があつた。しかし 
子供はなかつた。武子は®病に罹り、再起はおぼつかな 
く思つたので、子の顆に遗言した。あの妾を必ずかたづ 
けてやれと。その後，病が愈々 m く&つた時に、改めて 
逍言した。妾は必十殉するやうにと。父の殁後 • 顆はこ 
の妾を他に嫁せしめた。その理由はかうだ。病が m くな 
れば心が亂れる。だから’病がさほど m くなく •心が正 
しく働いてゐる時の言に從ふべきであると。 

さて戰岡の時、どこからともなく老人が m て來、草を 
結んで杜回を遮った。このために杜回 {1 倒れ、遂に顆の 

心理硏究ノート* 


ために 捕へ られ てし まつた。その夜•顆は夢にこ 0老人 
を链た。老人の 言 ふには、 私は、あなたが 嫁がしてくだ 
さつた婦〇父であります。あなたは御先代のお心が正し 
く働いてゐる時のお言葉5:御採用になりましたから、そ 
の御禮 1 C 今 B の事をい fc したのでございますと。 

物語はこれだけである。そ^おもしろい所 {ci 魏顆の心 
理である。彼は知性を中心とする心理によつて、父の病 
HO の心から發生した遺言を採つたが、 fe ほ心の一隅には 
疑惑が殘つてゐたに相違なかつたらう。病の m くなつた 
時の逍言が、あるひは父の本心では&かつたらうかと0 
自分の實行したことは、倫理上少しも非難さるべき點は 
ないが、父には不滿足の感をおこさせはしないかと。彼 
は日夜この疑惑に惝ませられてゐたと見てよからう。た 
ま<戰鬪の時に、妙な老人の拨助によつて强'敵を獠 
た。われ^^はこの老人が婦の現實の父であつたか、あ 
S ひは亡靈であつたか"また、結^は艰して報恩のため 
であつたか，それとも偶然の仕 m であつたか、そんなこ 
とを考究する必要はない。要點は顋の夢にある。夢に現 
れた老人は"顆自身の父の分身であると E なければなる 
4 S 。 逝ける父は、妾の父と姿を變じて顆の夢に lii れた 
のだ。顆につ S て言へば、彼は CH 分の爲したことを;11£當. 
と說明し、疑惑を除いてくれる何物か i * 欲しかつたつ 
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だ o その何物か妾であつた婦の父、卽ち自身の父の かぅ考へてくると、結草の故事 tr 倫理上の疑私を’基 
變裝した老人 i なつて夢の，中 t ' c 具體化したので あらぅ 0 想によりて解決した一例である。 

少年期の自己分析斷片 


少年期のある思出——お江戶名物の空ッ風が吹く火事 
の季節に fc ると i 母年一度は父から r お前はお隣の火事0 
時すつかり狈て i 了つて皆が一生懸命逃げ支度を して 居 
るのに障子なんか外してたのを^えて M るか」と冷やか 
されるのであつた。それは夕食の 41 を國んでの眾なる笑 
ひ話に過ぎな S 少年時代の思出であるのに、その都度私 
はどぅしてこの 話を父が特に而白さぅに語るのか、叉何 
故それが自分に一種言ひ難き不快な感情を起させるのか 
と淡い疑問を抱いたのであつたが、今迄はその場限りで 
濟まして來た。入院中の私を父は時々見舞つて吳れるけ 
れど—今年はその話が出&かつた。先日看誰婦と色々な 
話をして居る內興に乘つて自分からその話をし始めた。 

「僕が小學校二年生の頃だった。生垣を境に三米と離れ 


齋藤多 喜 男 

て居ないお隣の風呂場の火が傍に積んであつた薪に燃ぇ 
移り，火は忽ちお隣の家を包んで了つた。まだ夕傲前で 
明るかつたが，その時の物凄い焰が今尙侯の頭に殘つて 
居る Q 大人 達は到底助からぬと烧悟して、大事な物/ C け 
を纏めて逃げる fi : 度をして®た。恨も子供乍ら何か手傳 
はねばならないと•一瞬^へた。不思議と氣持の落付い 
て居た僙には"自分の家が燒けるとは思へなかつた。然 
し火の粉は猛烈に降つて來る。燃ぇ易い障子をその儘に 
して瓰いては危 S と考へ橡側〇障子を直ぐ外し始めた。 
結局は發見が早かつたのと、消防署が目と界の所にあ 
り•風もなかつたので、僕の家は破目板を少し焦した丈 
けで類燒 5 : 觅れた。侯は內心得意だつたが、騷ぎが納ま 
つてから「あんな取込の最中と云ふ0にこ0子は障子な 
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んか外したゎして」と大人達 IT 笑 f ± れると、どうにも辯 
明出来ない0であつた。今でさへ若し障子に火が涪いた 
らど■うなつて居た，か判らぬと漠然と思つて居る位で•當 
時〇自分としては天晴れの名案で、當然赏めて貰へるも 
のと_負して居つたのだから、父の言葉には心中大いに 
不滿であり、大人達$:堂々說得し得ないのが情なく M は 
れた…1 J 

話賴ける内、：御び澳いて來た不滿不快の侦が朱熱な私 
0分祈心に觸れた。最初0、然し偶然の自己分析ではあ 
つたが—私は慄然とする位の衝 i / Js : 受けた。 

私の放火願望 I 火事に際して何故陣于に聯想が及ん 
だか、今の私には直ぐ判つた。私の父は肛門性格者で、 
潔癖と短氣が殊に著しかつた。 • s の上へ¢1か JC 鎞轉んだ 
P 柱に党れたりすると忽ち叱られ' 廊下はスリ，パなし 
で 步かせなかつた。而もその廊下を #/: 朝拭くのが私の登 
校前の役 E で、それ辻踣分膝の痛い脈な什事であるし， 
學校が迎れさう tc なつても濟ましてからでなけれで fii 褂 
けられなかつた。緣側に何か落して小さな痕でもつける 
と丸で家を半分叩き壊した櫧に怒る父が，子供心にどん 
なに恐ろしく又憎らしく思はれた事か。そんな時•子供 
と家とどつちが大切なのか知らと父の心中を推測して死 

少^-期¢>£1己分析斷片 


にたくな0た 4 i もあつたが、多くの提合父に對する憎惡 
が加拉る許4、そ Q 憤惡は父の愛す桑へと轉位せら 
れた〇家に對する嫉妬や父への復縷心から放火顧 M が生 
じ*旣に具 jft 的方法を考へる迄になつて居た。石油やガ 
ソリンを知らぬ子供に"一番燃え易いと考へられろのは 
障子であつた。租にとつて障子は放火願望の誘惑であつ 
た。所が隣からの出火で火の猛烈さ恐ろしさ又放火の結 
架の餘りの m 大さに M き.且つは恐怖心や罪障感から放 
火願望は救助願望に變じて、危險と思つて居た隙子を外 
したものと思はれる。此處迄分析して來た時1私は又ゾ 
ッとした。私の放火願望の Hyl 機は金く父に對する佾恧、 
復韃であつて、益々强くなる可きものである。若しあの 
時實際に火事が起らなかつたら > 後0放火を窗-行して居 
たかも知れない。あの火事があつた爲に救はれた樣な氣 
がするのは私の放火願^の存在を^喪するものではなか 
らぅか。それが mfc る附侍でな S 事を立證するに適しい 
統計がある。(金子準二蓊『犯郞潘の心 PJI 學 b チ r ビンゲン 
のクラウスは r 犯罪の心理』(一八八四牢〕に放火の動機 
として、 

(一)復饕。 0 0 嫌懕〇 5 恐怖。(四〕不滿。 C 五) is 鄕。 

(六〕離埤 V 七}利慾。(八)嗜火慾。(九)火災の泥雜に 
依る快感。(十)犯罪の豫謀並に隠蔽。 










を琛げて极る。メン V メ—ラ ー がその著 r 放火背の心理」 
CI 九ーニ年〕中に取扱つた放火犯二四九人の動機は I 

復 '製 . . . 九一 C 1 H ハ•五^) 

衝動的行爲. ... 七四 a 一九*七^) 

動機不揭賊. . . . 七一 — 

嗜火慾 .. . . ■二三(五1 一^) 

で、雨者共に復铹がその首位を占めて居る。是を年齡別 
にすると 

十一歲未満，. .. ：••；：〗〇(四•二^) 

十二歲より十四歲迄： . ••三二(一三•三^) 

十五歳より十七歲担 . ：：四七(一九•六^) 

十八歲より二十一歲 . …三一(一二•九^) 

以下は年齢の增加と反對に漸減して居るので略すが. 
フィンケンブルダは獨逸の一九〇九年中の放火處刑客四 
四 六 人中の 一三七 人 (三〇 •五^)ウルフ"ンは同じく 
一九一一年の四三五 人中一 五九 人 C 三 六 •五^)が十二 
歲 以上 十八 歲未滿の少年でぁつたと發表して居る。當時 
の私は苗分率に 於ける猫 二位の年齡で 、笫 一位の 最も危 
險なる年齡に & る前に あつた。 放火犯人が年少#に多い 
理由に就いて犯罪學漭 は、 (一 T 年少者は智力に乏しく 
結梨の m 大性を 判 斷し犸ない事、(二 y 體力のない 爲他 
の 暴力行爲に出られない事* (三 y 犯行に當つて自身に 


危險性の少な s 事•などを擧げて®る。或る心輝+學者は 
定律的に励描する火焰は腦に輕い [ fit 液循環の異常を起す 
結艰、微醉又は舞踏した後の如き快感を M へろものであ 
り、 細胞は無意識に熱に犖 51 される が， 年少荞は特に此 
の傾熱性が强く、それが嗜火慾を誘引するのであると云 
つて居る。ハンス*グ&—スは傾光性は蟲類の或るもの 
が發情期に發光するのと同じく性慾に關係が あり、 性的 
緊張惑に依つて感情が動搖し 易く、 そ CO 刺戦に依る不平 
不滿から遂に放火を犯すに到るのであると說 5 て®る。 
放火の15機は多く自己中心的不快感惝の放 m であるが、 
その原因たる沈 ㈣ 、 不^ r 不安，嫌 厭、 怨恨は總べて性 
慾に關係がある。精神分析學に於ても火と性慾(殊に M 
道性感)との關係は旣に問明せられて居る所である。•瑞 
典のキンべルダに依れば、一九〇一年から一九〇六年迄 
の放火處刑漭一四一人中四〇人(二八•四钤 ) が精神病 
教であり，テツべンの一九一七年の調荊に依れば五七人 
中一一人(五〇■三^)は犯行前からの精神病^■二九 
人(五〇 •九妗)は粮神變質辤 で、 c その内一二人(ニー 
妗)は行刑後發病し犯行當時から釋放迄精神狀態の尋常 
であつたものは一七人(三0%)であつたと發表して居 
るが、 利慾のみを動機とする放火と雖もその犯行の瞬間 
は盡く 精神狀態が異常で あると云はれる 。放火狂(ビ n 
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ガ S — ル)が獨立した一種の精雨：病とされて居た〇は過 
去の察で•放火症はルゆる精神病君精神變質贵に起る一 
つの症狀である事が立證3れ 、又 稍神健康衮と精神病若 
との 木質的差別は精神分析學に依つて取除かれた。本文 
には恐らく不必要と思はれる統計等を揭げたが之に依つ 
て「自分は粘神病盏ではないし-米だ少年であつたから 
放火等する^がな S 」 と云ふ私のナルチスムスは根柢か 
ら破壤されたのである0 , 

對象の n ムプレクス—私に取つて母は感傷愛の對歙 
でなくして、父と同じく悄惡の對象であつた。靴の儘走 
〇廻繩跳びでも球投げでも自 Ill に m 來る學校の雨天 
體操場と比べて、同じ m - 物であり乍ら我が凌の m 屈さ" 
それを强ひる父母、背くと叱る父母、常然反抗心は勃發 
する。夕方歸る父に留守中の集を言ひ付けて二 mfcnfc ら 
せる母•過ちを父に庇つて驭れない母への憎 M の方が寧 
ろ大きかつた。父への m 惡 tr 僧い母を愛せと强ひられ 
る事に對する反抗であつて、母への佾惡が稂柢をなして 
居る。故に私のエデ"ボス • n ムブレクスの分析は W く 
預つて fg きたい。 

對象のコムブレクズ〇一つとして说漿コム r レタスが 

ある。私の家は近所で一番大きかつたが、その家の子供 

少年期の： mei 分机斷片 


だと云ふ事を人に誇りたい氣持を持つて居た。 他から 玆 
る時 等、先の 方を人が歩いて居る と， 丁度門の前邊りで 
追ひ越して衆に人る樣な事があつた * 〇板摒や門に樂書等 
されると自ら進んで消したし、度々惡戯されると板摒の 
穴から贶いて居て下手人を探した。凌が私に役立つたの 
は唯こ0虛榮心の滿足のみであつたが•それには門と辦 
と屋枧丈けがあれば s ゞ ので、その爲には家の中の生活 
の不自山さは餘りに大きな逆负擔であつた。私のこの n 
ムブレクスは母の虛榮心と或る lyi では 一 致して、漭物等 
は何時もキチンとさせられて居たが，それを鲂屈とは感 
じなかつた。私の宗 tt 衣<此住に於てバランスが取れて估 
ないのではなかつたらぅか、衣、住と違つて食には大い 
に不足を抱いて®た。他宗に招ばれた時のお膳と比べて 
毎 B のお聰菜の劣るのは當然であるが-私は出分の家ょ 
り小さな atc 住む人々があの位のものを食べて居るの 
に、母は少し苔過ぎると思つた〇恶人の^る爲予佻の喂 
好は腿々無視されたし、旺盛な愈慾をお上品さで制限 VJ 
れたり、叱言の飛ばつちりでおやつを止められたりした 
琪からも母への反抗は壻して行つた"然し此の！ SS は後 
に述べる。放火願望の對象である竅、部歷等が女性.殊 
に母の象徴である事が、常時私の無 PH に珂解されて® 
たかどぅか判らないが、母への t & •惡が拊すに從つて自分 
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の部屋を亂骚に扱ひ出したのは事實で、中學時代私の部 
屋の廊は手魏劍の嵇十 n 臺となつて穴だらけであつた。放 
火は母殺しと云へやぅ。 fl 陀の時代、印度の阿阁世王は 
隣固 1 C 連戰連勝しつ i ある時、提婆に敎唆されて父を幽 
阳し「我母は是賊なり。賊なる父王と伴れなればなり」 
とて母をも殺さんとした事から，古滯博士は阿間世ゴム 
ブレクスなるものを說 S て居られる。(本誌第三卷第二號 
所載、同氏稿)然し之も矢張り母を愛する故に殺さんとし 
た精神病-^に與へられた名稱で、私には=ディ，ホス • コ 
ムブレクスが その 儘では適用 出來ないと同じ程度に"不 
通であると M はれる。 

對象のコムブレクスとしては求だカイン"コムブレク 
ス"破壊 II ムブレクス、自我のそれとしては去勢"ダイ 
アナ’誕生等のゴムプレクスがあるが，私には大した關 
係がないから觸れぬ m にする。 

父を殺しても尙生命の木源は殘るが、母を殺す事は人 
生の根本問跑である纯命の本源に向つての反逆である。 
最も原貼的なサディスムスは口愛サディスふスである。 
嚙み碎く事、 V てれは何ものにもまして原始的な骚虐であ 
怖ろべき罪過である。私が母の愛に不感であり■か 
くも激しき m 惡を抱くに至った原因はこの口#期に與ヘ 
られた外傷である®が想像される。自己と對象〇區別を 


認識し将なかつたこの時期に耩成された コム プレクスを 
說明する のに對象の n ムブレクスは 稍々 m 色が ある。 

最幼兒期 記憶！猫は生後十ヶ月.朱だ母の懷にある 
時•遠殺に當る今の齋藤家の養子となつたが、父の職務 
上少年時代の大部分を地方で過したから、親兄笫や實家 
の親戚とは殆んど接觸する機會がなくて十八歲になる迄 
全くこの事實を知らずに居た。冷い父母の態度に之が粜 
して木當の親かしら等と時には脔へた事もあつたが、そ 
れは所謂「衆族 P マ—ン」であつた。であるから餿の父 
が突然危鴆に陷つたとの電報が來て愈々父から「お前は 
實ば •：… 」 と 改まつてその第を打明けられた時，社#的 
に兒て少しく優越の地位を占めて/ 3 る父母が本當の親で 
あつて欲しい機な氣がしたのは養子瑢想の幻減とでも云 
はふ か、 突然現はれて突然死んだ裡の父の死を直ぐには 
本心から悲しめなかつた◊私の三歲の頃は山形縣の新 m 
町に伐んで居た。當時の思出は幾つかあるが、それ等は 
皆後になつても父や母がょく話す所から見て現®の記慌 
であるとは斷定し 難い。唯一つ 父母が一度も 口にしない 
でしかも私には 最も印象的な 記憶が あろ 0 C れが恐 らく 
私 1 C 取つて股初 CO 記憶であるらし5。勿 lit その記憶には 
前後の 連絡は 全然ないが。家の庭 fc 相當大きな浊があ办 



81 


そこには潭山鯉が飼つてあつて、それを私はょく一人で 
見て居た が、 或る時向ふ岸の石 CD 上に何處からか白い猫 
が”現れて首を水面にさし仲べ鯉を■つて居るのである。 
私はその前に猫が鲤を取つた SS : 知らないし，果して鯉 
を取りに來たのか水 S : 呑みに來たのかも判然とは知らな 
かつた し、 唯何となく11の危險を 感じ， 早く誰かじ來て 
猫を追ひ拂つて lln 犬れないかとィラ^-した氣持になつた 
のであつた。卽ちこれは私が獨りほつちの淋しさから毎 
日舰を眺め彼等を唯一の友として居たので、见知らぬ猫 
への恐怖から舰 Q 危險に對する救助願 M と同時に■と同 
一 化して居た肉分®身への被救助願望を起したが、誰も 
來て吳れないので 一 人イラ<して居たのだと解せられ 
る。この 被 救助顧望は私の若き燕 n ムブ V クスの源と な 
つた様である。 

叉池の上に仲びた猫の rf は私には乳 ® [C ょく似て居る 
織に思はれた。1¢の母の谈から引き離された私が乳を求 
めて泣き叫んだ時、切めてもの慰め 1 C と母は乳の m ぬ乳 
房を常てがつた^だらぅが、乳の出ない乳房を與.へる事 
は却つて殘酷な行爲であつた。對象を認識し#なかつた 
乳兒期の私は恐らく二人の興ふ母の乳房とは知らなかつ 
たらう から*同じ母が突然乳 5: 拒絕したと思つたに違ひ 
ない。これは非常な心的外傷である。私は si 在でも猫、 

少年期の自己分析跻片 


殊に白い猫を非常に m らしく思ふがそれは乳を拒否した 
乳房への悄惡〇轉位されて今 fc 殘〇て居るも0ではない 
かと思はれる。殊 M に異性親を斥ける思滞期 lr 至つてこ 
の傾向は益々增大し•中學入學の御褒美 ic 賀つて贳つた 
空氣銃で盛に方々の猫を打つた都を思ひ出す。部屋で手 
3 E 劍の練習&んかしたのもその顷であつた。 

ハヴロック • Hy スの「幼年期の記慌は屢々我々が普 
通信じてゐるょりも遙か (: 遠く遡つて居る」との主張に 
嵴示されて此の記慌から私は CI 已の胎內空想を發絶し得 
た。池は胎内であり•私は M と同一化して居た。猫の魔 
手を逃れて池の中で安金に箱したいと云ふのは乳の m な 
い乳历を避けて以前の乳の出る母の懐(胎内)に歸りた 
SM 望であつた。 

幼兒が镟初乳房に吸ひ付く0はヱ n ス左攻擊慾とのァ 
ムビブレンツ，であるが、それが必然的に滿足を得ずして 
引极げられねばなら時に木能の危機が起る。殊に乳を取 
込むと云ふ攻擊本能が滿足されなかつた場合、それが母 
から來るもの K 如く投出的に考へ、母を「危險な」もの 
と空想するに至る。母の愛に對する私の不感的態度 並び 
に母に對する憎 M は實に此の離乳の際の外傷に 戡 くもの 
である事は明らかであるやぅだ。反 M 又引場げられた 愛 
愦の投出に依り又拒否せられたものに對する執涪等から 
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非常に我が俊に&つたのも琪贤である。猫を見て泣き出 
しもせず唯 ィラ/ \氣を揉んでゐるの は 此の「苊險 な」 
母への恐怖から幼い私が旣に神經衰弱的硓狀を呈して居 
た事を示すもので自分乍ら隨分いぢらしい氣もするが、 

1方 W 兒の經驗のない若い母がこの小さい神經症者に如 
何に當惑し、失望し、無意識に憎惡を抱いたかは想像出 
來る。 

態度の nA •フレタ 叉——本誌第三卷第一號に於ける紺 
田！！志氏の紹介に ょると， 佛のシャ—ル•ボ ー ドゥ アン 
は對象を獲得せんとす る 個人的追求である對象のコムブ 
レクス， 自我の主張としての攻擊的表出で ある 自我の n 
ムブレ クスの 他に•多くの事物、生活それ自身に對 ずる 
態度0 コム ブレクスなるものを說き 、これに 顧す るもの 
として 左の二つを擧げて居る。 

1、離乳コムブレクス。之は母乳を引き離された時乳 
を求めると云ふ對象獲得の慾望が阻止せられた後に殘 
る.執着の態度に依り生ずるコムブレクスである。 

二、 逃避 コム ブレクス。之は離乳 コム ブ V クスから派 
生す る もので、 乳を取り上げられた後に殘る渴望が何時 
までも 赤ん坊で居たい心を起させ、その結果悔恨、退行、 
內向の傾向を生じ、現赏を逃避して隱れ家を求めんとす 


る 態度が現れて來るのである。' 

n ムブレク K は又相互に交錯して新しい特殊な n ムブ 
レ クスを 生ずるものであるが、私の場合第三の「態度の 
n ムブレ クス J が凡ゆる方：而に顯著に現れて居る嫌に思 
はれる。 

離乳コムブレクスは私〇嵴好に影^して貝類、一 JSL 腐、 
麵類等乳房の如く柔い食物は絕對に僉べ将なかつたが， 
殿、チュ—ィンガム、肉の類を非常に好んだ。これはゴ 
ム製の乳首でミルクを與へられた爲であるらしい。爪を 
嘯む癖も激しかつたが*中梁11¥頃013 ni ® を^ぇ段々そ 
0誘惑に魚ける様に rxD 常に心に惱んで居つたが、或る 
日同級生が「爪を嚙む奴は错 oliie をやつてるんだ 」 i 
云つてゐるのを傍で聞いて自分の惡癖を知られては大變 
と思つた瞬問からビタリと止つてしまつた。 i ルクで育 
つた爲か私は、呰通の牛乳を少しも美睐 S とは思はない 
が•コンデンスミルクを飮むとその獨特の香りが丁度赤 
ん坊の甘い乳提の樑に思はれて、何とも云へぬ感傷的な 
氣持になるのである。今も M 日山举乳を飲んで居るが、 
砂雛の代りに^5ルクを飲んだりして居る。母乳で育つた 
ものは肥つた婦人を奸み、ミルクで育つたものは瘠せた 
女を好む と 云はれるが’私も その 通りである。私の母は 
幸ひ瘠型で あるが， 若し肥滿型であつたら母への If 惡感 
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情はもつと激しく刺戟された事と思ふ。離乳 n ムブレク 
ス m 基く執清の態度は凡ゆるものに轉位され•玩具等一 
度欲しがると何 B でも M つて赏へる迄ねだる事を止めな 
かつた。その癖 M ぐ飽きて了ふのであつたが、それはそ 
の際玩具は眞の0的では なく、 仰乳卽ち母09ビド—を 
c 己に纏綿させたい慾望の代僧であ〇て、決して木當の 
滿足を#られな S 願 M であつた。先に述べた機に引揚げ 
られた攻擊慾を投出して母を「危險な」も0と空想する 
事から被密荽想を生じ、常に不滿と JK 抗心を抱いて居た 
私は何事についても母に對して感謝する事が出來なかつ 
た。食物も態と嫌ひなもの許りにして好きなものを食べ 
させないのだと思つたし，何か質つて贳つても安い惡い 
も0)だと思つて大切に扱はなかつた。然し私の生涯に最 
も大きな影餿を與へたのは、母が私にリビドーの一種と 
も云ふ可 t 言葉を與へなかつたと思つた事であつた。何 
か母に頤つても、機嫌の惡 S 時は諾否の返事 S 代りに默 
り込んで了ふ。女の子等が^陣をした扣手と口をきか fe 
いのはょくある事であるが、生殺與弈の權を持つ母に默 
られて了ふ程悲しく又淋しい事はなかつた。肝心の返祺 
はしないで、今迄の事を繰返し<叱言を言ふ。散々叱 
つた揚句，要求は刎ねられろのが普通であつた。母から 
は我が儘と见えても私自身には必要不可缺な要求なのだ 

少苹期の G 己分析斷 K 


から•斯う云ふ事が度 M な〇と快樂胺則と現馊原則 i の 
葛藤に堪へられ t 遂に現實を逃避する樣になつた。私 
0實家は關西であつたが、養子と&つて最初連れられて 
行つたのが束北の小さな町であ父は苋京辯、母は鳥 
取訛りを殘した恐ろしい早口であつた、今でも新らしい 
女中等 r 英樣の仰しやる事は H 本訊か英語か分りませ 
ん」とこぼす位で、丁度言葉 s :^ ぇる tji の私がこの問に 
S かれて M 喰つたとしても無现はないであらう。恐らく 
この爲であらうか、私は小さい時から仲々口が 1 E かつた 
さうである。物心ついて以來采だ自由に口を利いた經驗 
を持たぬ樣に自分でも M ふ。小學按も段々上級になるに 
從つて敎室 での 質問應答で自分の吃る II ?が判り、■友速か 
ら笑はれたりして金く發音に 自信がなくな P •加速度的 
に m くなつて 行つた。言葉を鹽ぇる のが ii かつた のも逃 
避 n ムブレ クス l-r 依る もので あり、又偶然吃つた 事から 
向 分は 吃音だと云ふ恐怖觀念に囚はれて了つたのも、同 
じ n ム.フレタ スに起因して居る〇 であ 〇が、母に對する 
被蒂妄 S から自分の吃音は母が 言葉を 敎へて吳れなかつ 
た故で; & ると して、 その資住を 母に 轉嫁し.私を吃背 ^ 
にした 母は 私を特に擁護すべき であるのに 却つて冷淡で 
わざと人が吃つ X 苦しむ機に色々用事を させたり するの 
であると 思つた。 
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然し M と考へた所で•實際に傲も困るのは自分自身で 
あつた。父母に願つて黎校の S 休みに何日か熠 IE 所に通 
はせてもらつたが。無意識心现1€觸れない口先許りの發 
音練習では、その都度高い H 謝と無駄な焚力を跋し一勝 
の失望と落瞻に陷るばか〇であつた。父母から「これ迄 
にしてやつても治らないのはお前の心掛けが惡いのだか 
らもぅ今後は知らぬ」等と言はれると"絕望と罪障感か 
ら本當に死にたくなつて了つた。 

何かの本で「人間と動物との扪異は言葉の有無であ 
る」 と云ふ燄な m を讀んだ 時、 人間としての資格がなく 
て唯一 個の動物に過ぎな s 自分を暗黑の內に發 a して氣 
も狂はんばかりになつた。電準の中で II 啞學校0生徒達 
が手 ut 似で菩❖として語り合ふのを見て.寧ろ啞になれ 
たなら等と蔣へた0.口答試問の時の自分の醜態を想燉し 
ては、父の望む萵等學校人學等到底 a 込はなく尬强は腋 
にな極度の劣等感から學校の成織等顧る餘地なく、 
啦日々吃管の苦みを逃れる努力丈けで精一杯 t ? あつた。 
遂に「私は吃りですから敎室で一切指名等しないで下さ 
い」と敎師に申出るに至つ て、 內向リビ F 1 の築いたナ 
ル チ K ムスの 城砦は礎を脅かされる 樣になつた。 斯く迄 
の苦しみも父母には解って貫へず•父の前等で吃ると叱 
られるので成る可く物を言はぬ樣にして居たし*小さい 


子供にでも出來る m 事も吃りには非常 & m 荷なので，つ 
ひ言ひ付けに背いたり? I を言つたりして了ふ。そんな# 
障感から出來る丈け避けて居た。殿格な父を私の無意識 
は何時の間にか取込んで、峻殿な超自我を形成して居た 
し，冷た s 家庭は現實ょ0の逃避を許しては吳れなかつ 
た。この機 ic 内外から贺められ乍らも對象範圃内の狹い 
私は堪ヘ難き憎：惡を他に轉位させる事も•何物かに#華 
させる S もなし得ず、唯父母のみに向けて獨り惱んで居 
た。或る時等一寸した事から母と爭ひ私はビストルを持 
ち 出して母を殺し"自分も死なぅとした事があつたが" 
今にして思へば母に對して何故かく迄深い僧惡を抱いて 
居たか不思議であり、妙から醒めた樣な氣もするが，事 
實極く最近精神分析が少しづ i 分つて來る迄そ〇傲持ち 
續けて居たので&つた。 

私の家庭 i 赤ん坊の時から W てられ•啞を羨やむ位 
m い吃音に惱まされ乍らも曲りなりに大 S を終へ、就職 
したが問もなく罹病し爾來足掛け四年 RI 1 病院に入れても 
らつて居加之些かの自己分析に依つて從來の病的憎 
惡感情を殆んど解消した今日、恩_の深い父母のコムブ 
レクスを明るみにさらけ出す事には•超自我の禁制が働 
いて殊に病麻での笨は滯り勝ちである。 


« 
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然し成長の過程にある子供の自我は極めて薄弱なもの 
であるから，兩親並びにその身邊の指缭容は充分の愛 
情，理解，献身を以て支持すべきものであり"啓へ「兒 
宽〇敎 W を m 生の策一日より始め」「幼兒期に，分析を施 
して跡經症になるのを防ぐ」等云ふ祺は^際不可能であ 
つたとしても、木能生活又は感惝生活に於ける障寄に因 
る性格構成上の誤謬5:些かでも訂：止する事なく反對に梢 
强せ しめ、 私をして社會生活への適應を不能ならしめた 
m に對しては、父他の側にも分析學を知らざるが故の過 
失が在る事を認めぬ譯には行かない。 が、 とれはそ X な 
事への無; FJ な抗議でなく、自己をよりよく分析する爲に 

冷 靜 な科學〇メスを父母の コムブレ クス© 上に 禪ふもの 
である。 

祖父は貧しい士族、その三男一女の長子として生れた 
のが父であ6。祖父は衷面お人好しであるが仲々頑固で 
强慾•そして全く無能な人であつた。故に父の少年時代 
の生活は隨分苦しかつたらしく、父が小學校だけ終ると 
西學 し、 夜1111の實業壤校を卒業して就職する頃は旣 IC 1 
家を支へ、弟妹の敎 W 迄负擔させられて了つた。その上 
祖母は金く無學、 HK と自我の M 別さへ疑はれる位獸的 
な人で、 m 惡の總ベてを一象の働き手である父 1 C 向け" 
父の世訊になつて居る末娘を溺愛した。畏子に對する疎 

少年期の自己分析斷片 ， 


隔感や母性感情の內に潜む m 惡$:粗母は非常に is 骨に示 
した0 

父が地方に赴任する時、祖父母は M 京の便利な生活に 
執着して、父母と一緖に田舍に行く事を決してしなかつ 
た。これは父母の側にも亦•不愉快な祖父母から離れて 
二人丈けの生活 t したい氣持がぁつた V めとも思はれる 
が、之が祖父母の無意識に自然に感ぜられ，：兩者の H . O の 
溝を益々深くしたらしい。慾の深い祖父母は父が段々出 
世ずるに從ひ昔の貧乏を忘れて资滯な生活を好み•弟妹 
をもつと厚く待遇せょみ要求する〇自分には殆んど親ら 
しい事もして吳れなかつた祖父母の、こ〇機な態度に對 
して父が快く思はないのは當然でぁる。 

贫乏〇苦しみを充分に味は•された父が.金錢を尊んだ 
の も 不思議はない。 而も、 少し財産が出來ると周固のも 
のが何かと純り付いて來る。大切&,ものを恶ひに來るも 
のを辞戒する心现 から， 祖父母は素ょり親逋 ，社 會に迄 
も被窖妄想を抱き排他的な吝裔となり、獨力自成の人に 
荷り勝な强いナルチスムスは、祖父母から父が相賴した 
唯一の ものとも 云 ふべき® 督敎の信仰に依つて强化さ 
れ•遂には或る毬の精神病衮に於けるが如 t 獨離症的な 
傾向をさへ生じ*親戚*友 A 等との交際を好まなかつた 
爲.周圍からは可成り非常識に兄られる事が多くなつ 
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た。 . 

然し他の人はそれで大して困りもしないで あらう けれ 
ども、父母以外に賴る所のな s 子供の私には色々と迷惑 
な問题が迮ずるのである。ァーネスト*ジ"1ンズの所 
調「時代逆轉の空想」なるものに助長されて「チ供と) M 
父母との同〗視 J が起る。卽ち子供の時分に親に對して 
抱いた敵意 S: 子供に轉位する。この傾向は貧しい家庭に 
於て殊に著しく、その親達は子供が自分より良い生活を 
する時があらうとは決して思はず、子供は大人になつた 
ら 自分の子供に同じような辦をして やらう と考へる。そ 
こで木當は祖父母が惡いのに子供を虐め叱り飛ばして子 
供を哀れな犧牡にしてしまふ事がある。私の父はその肛 
門性格による過敏な&心とこの「子供と祖父母との同一 
視」 i から必要以上に嚴格であつた。私を養子に迎へる 
訊に嵌初口を出したのが祖父母であり、血筋も祖父母の 
方に近かつたから•この錯綜的同一視は一勝容黏に行は 
れたものと思はれる。 

父に取つて子供の養 W は彼の從事して®た土木®業と 
同じであつて、最少の費用で倚短期間に竣 H するのが理 
想であった。又それは一つの投簧でもあつたから、猫の 
將來に餘り大きな期待は持てぬと悟つてからは、拂込を 
餘り喜ベぬ e は.人情であらうし•段々財産が磓えるに從 


つて‘相續人たる私に H 澤を錄えさせま S として銳小限 
度の小造しか與へなかつたのは、自分の^;子である財產 
の#人たるべき私を、せめて續さなくとも減らす事の少 
い人 [ lili'c したかつたのであらう。 

私を祖父と同じく無能と視た事と■順調に社會盐活に 
成功した父の自信とは、自己の力を子供の上に振ふ事を 
無意識に菩'ひ•子供自身の力にょる發 M を好まない。か 
うした 指碟识 縛は子供の自然的發達に就いて充分な法意 
を拂ひ、必要な範阐内で行はれたとしても尙僧惡感淸を 
起させるも Q であるが、前述の如き_己苹位の大人の立 
場を「子供を强くして浮世の荒波 ( cm れさせる爲 J 等と 
现屈附けした0マ y ヒスティシュな信仰の强制‘に依る自由 
の 刺帮 は、 3うでなくても 離乳、逃避 コム ブレクスに依 
つて神經症的になつて居る私を益々その深みに追ひ込ん 
でしまつたのである0 

母は勝氣で、然し惡く云へば强愦である。事業、蓄財、 
宗敎等 i : リビドーを分けて居た父には子佻のない家庭が 
別に榊しくはなかつたらうし、却つて邪魔な消费者の居 
ない方がょかつたかも知れぬが、母としては pcllisneiclo 
代®、母性感愦 S 對象として、見つ又意識的には周圍に 
對する虛榮から子供をもらつて育てる®を主張したらし 
50 
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結婚後數年を經ても子供の出來ぬ資住から，他人ので 
も立派に育てゝ見せますとの意地を持つたであらぅ母 
は、先に 述べた父の嚴格さに手加減を するどころ か益々 
酷くそれを贤行した。昔氣質〇武土の家庭から基督敎に 
入つた母は丸で融通のきかない冷い感惝を持ち績け、^ 
猫に關する限り父に絕對服從であつた。私は子供の時か 
ら無理に日瞄學校に通はされ*链 H 學跤から歸ると外に 
遊びにも出られな S し、家に友達を連れて來るのも禁ぜ 
られた。しかし母は私が^の中に思れば安心して©るの 
で遊び ffl 手、話枏手なんかには滅多になつて吳れなかつ 
た。 ra : は總ベての娛樂'スポ ー ッ迄罪惡の樣に恐つて居 
たし、昔の小學校を出た ir けなので參者臀の必耍を知ら 
ず、それは怠け奔が使ふものだ i 者へて容易に S つて吳 
れなかつた。況んや外で何か飲んだり^ベたりする事 
は、絕對に許さない。許さないから小遣は與れない。 

母は何らの趣味を持たず、人との交際も好まず、唯蒙 
の中をキチンと片附けて奥機然と振舞つて®るから，客 
があつても少しも面甶くない。親類の^が遊び ic 來ても 
却つて迷惑さぅな顏をして御馳定もしないので皆段々足 
が遠くなり、來ても隱居所で時を過して歸0際に】寸換 
拶すると云つた具合であつた。私は成るべく母を避けて 
隱居所で遊んで® たが、 そとでは常に祖父が「枠夫婦は 

少年期の C 己分析斷片 


资澤をして居りますが私共は貧乏で:…ことか何とか盛 
に父母の惡 n を云つては人の同情を寅ふ様な態度に出て 
居て、一寸したものでも貫ふ i 丸で乞食の植にべコノ\ 
頭を下げて居た。その癖突然入つて行くと臼で茶を引い 
て^たり"^繪の E 箱$:撾げて上®な^葜や餅葉子5:食 
ベて®て，とても惜しさうに薄い一切を炎がたりしたも 
のである。私は大きく&るに從つて祖父母の M い所が分 
つて來たが、どちらかと云へば祖父母0味方をし‘典に 
母から虎待されて居る0だと思つた。母が親類の^を餘 
〇瞑くもてなさないので、私は親類へ遊びに行つて御馳 
走になる部がとても辛かつた。稀に&達が來た時も同樣 
である。咨嵛の爲もあつたが、自分達は偉 S から人が张 
るので.何も接伸する必要はない と 云つた氣持が多分に 
あつた機に思はれる。 / 

さうした態度$:私にも採らせやうと云ふ CQ であるか 
ら、與へられる小遣錢が少 S のは當然である。而かも 相 
常の家の 子で あると云ふので交際 ^ は 一層 必要な場合が 
多 かつた が， 無情 & 母の爲に「咨ン坊」の汚名に甘んじ 
なければならなかつた。その卜：私は吃音の爲に•大きな 
劣等感を持つて居たから「『吃り <』 i 揶揄かふ奴等 i 
だつ て、 汁粉の一杯づ V もおごつてやれば {4 好しになれ 
るのに」笠と考へると_ 口 惜しさ. ilsi 立たし 3から 無性 
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母が僧くなるのであつた。母は父から预つた金を皆自分 
の臍繰りにして"祖父母や自分には僅かしか與へないの 
だと思つたが、これは我々の mM から逃避して母をその 
矢表に立て i 居た父の肛 n 性格を、母が馬鹿正眩に實行 
して居つたのであつた。母は父の子供時代の話に感激 
し' 貧乏の效用を過大に評して、現在の生活程度を考處 
に入れず> 唯小遗錢を制限する m に依つて•貧乏と同じ 
效果を取げ得〇と信じて居つたのであつた。 r 现實生活の 
如何なる場合に於ても、子供の攻擊に對して父親を護ろ 
ょり、父親の怒りに對して子供を庇ふ方が遙に大切であ 
る」と言はれて屈るが"これとは全く反對な態度を採つ 
て來た私の母は所期の目的とは凡そ懸け離れた結艰を生 
じ，をの上父に對する私の僧惡迄一人で引受けて了ふ事 
になつたのであつた。 

私に於て幼兒性感、露出慾、窃視慾-サド•マゾヒス 
ムス等の發現は相常顯敦であつたが、今は觸れぬ事にす 
る0 

以上、相前後し， m 複し、迂回した長たらしい文章に 
依って私は漸く私の「逃避コムブレクス」卽ち「母に對 
する僧惡 J を語り得たと思ふがその内容たるや愚な EU 金 
老人の返ら，ぬ繰言の域を出な so 茲に私は潔く「自己分 
祈」の題5:撤回して、本誌前號に於ける諸先生の玉稿に 


.依って「不良少苹少女の心理」を硏究された陳者諸賢 (D 
分析俎上に■自己を資料として捧げること V す■る。(完) 
附言—なぼ木誌第五卷第一號所載拙稿中の正誤表を 
左記しておく。 

一一〇页下一六行「彌太夫 Ji 「孫太夫」に。 

二 三 K 上二 0 行「禪吟」か r 婢吟 JI : 。 


畐一 一苜 

大阪在住硏究贫良廣井靈一 

講寶僉の衧探か t > 連名にて御鄺 1 R な御鱧狀を苽き 
誠に右難ぅ存 ci した。挫剜匁贈り物- U 針して菩ん 
で下さつ fc だけで I 滿足い n します0 
一 r 新し一立身篮』本日を以て M 了い?:し乏しれ〇誠 
1-辟發ぜらる、ところ m る多く盛謝桃え.ません。附 
錄の葸義も m 大なるも CD あるか感じ i し fco 小生近 
來 a 蛊に速去かってゐましたが"この wfc けは食る 
やぅに拜讀いたしました。 

フロィド先生肖像も確に拜受いれしまし no 立派 
な額面 T 御座います。±づ御鵲旁々御挨拶までに。 

四月十四日 
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「死なう 團」事件 ミ 所謂國民性 


延島英 


所謂國民性占死の禮說 


日本の位股が國際的に重要性を楷すと共に，外國に於て口本硏究熱が旺盛 
となつて浓たことは煳知の通りであるが/外阈の口本硏究容の眼に日本人© 
國民的性質として筇一に映ずることは，口木人け死5:頗る禮證する阈民であ 
るといふことであるらしい。口本人といふものは恐ろしく死を尊び"神聖視 
する國民であるといふのが、彼等の日本人に對する槪念であるらしい。彼等 
は此日本的性格を理解せねば、日本の政治上の動向は全然分らぬといつてゐ 
るのである。 

か X る見方の I 例として*私は二月二 H のジャパン•アドヴァタイザの「日 
本の輿論」と題する社說を靡げて見たい。此英字新聞は米國人の經營する も 
0であるが I 上海のノ —スチャイナ•デーリ•ニュイス i 並んで、極 511 に於 
ける最も權威ある新冊と世坭的 1 C 認められてねるも〇である。同紙の右の論 
說は、宇垣氏の組間失敗、軍部の主張：撤に關聯するものであるが、日本の 
輿論の性質に就いて次の如く言つてゐる。 

r 日本人の判斷の規準は.氏主的傅統と訓練を持つ國拔 o ' それとは相逾す 
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時計の夢 

不老泉院主 

前號本 _ I : r 時計の子』と題して—子 
供の時計に對す Sr I !ミスム K (沉崧柯 
遒础}か W 究し X おい T : が-:一 In 四 H 都新 
聞 3 C 越.稲には丸山^氏が『時 th の夢』と 
駔して"幼兒期の思 CA 出か骆つてゐれ。 
問じくア11ミスムスの思想が描寫せられ 
てわつて私|:は而由かつた。初めの方に 

「子供の®、昨計といふ t のが不思齡 
L 1 S へ?:。意思^ t つてゐる贤物のやぅ 
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る。日本人は主張に判斷を下す場合•典爲に死を辭せぬ^のある主張 5 :死を 
附する衮のない主張より茁視するのである〇日本の全歷史を通じて、斷乎た 
S 少數弈が死を敢てして邦主張を K いた例は牧擧に逞がない〇例へば德川時 
代の^苽一揆の歷&を見よ。 一 揆の首領は、错抗議を表明するに自らの血を 
以つてし、共力で輿論と政府を動かして遂に主張を貫徹したのであ o ot s 1 
殺のテ-；、^！的た f 私的/ (:'?; と5: '??: は t '$^: s ; ぎ t ' c " 配 o ' で W 
る。卽ち死を辭せぬ容は至誠であり、至誠の人は正義だといふ兒方である0 
B 本の輿論と典動きを理解するには、此事を先づ必らず知つて逍かねずなら 
2 

此英字紙 © n 本人觀に、不服を昭へる日本人は餘 0 多く & いと思ふ〇 日ド 
人の flntc 最も弘布してゐる西洋輕蔑の感情は，西洋人は 日本人よりも故を昔 
むといふ槪念が极據となつてゐる。同じ珂山で日本人は支那人を 兎角蔑視す 
KQm 木人自身 • g 本國民の優秀性は、死を恐れぬ(菩んで死ぬ) といふこ 
とにあると大多數信じてゐるのであるノ卽ち H 本人肉身-日本人の國民 fi は 
死の禮譜にあ P と信じ"それを誇つてゐるのである。 

二、 r 死なぅ圈」事件と輿論 

上に擧げた英字紙の社說が未だ私の念頭を去らない中に、卽ち兆十五 W 後 
の二月十七日に"所謂「死なう團」事件と呼ばれる狂信事件が東京に起つ 
た。此「死なう圓」といふのは、「死と S ふ事を整願とし、諦觀とする」宗 
敎幽である。「直參ノ滿足•アラウレシャ"實行ノ貫徹"アラウレシャ•掏 

敎ノ成就* 了ラウレシャ"アラウレシャ、アラウレシャ，死ナウ!!死ナ 


にも思へ T: し、大勢 0 倭人達か寄ってた 
かつて何事か策謀な凝らし- C ゐる玩具の 
國のやぅにも枣へられた〇時計が時刻を 
示す機械だといふことは敎はつて識つて 
はゐて4、その機械といふのが大骹不狃 
钹だつたらしい。何故か、時訐を見芯と 
そんな聯想が说然4伴び"時計を觀念す 
ると人の m や偎人の幻影がちら/、浮か 
んで<るのは饰妙だつ r : 0」云々 

死神時計 

時計はそのやぅ U 虫きものとして诹念 
せられ*のであるが"その生® t の V 原 
型は子供にとっ- C は CZ 分 A 身1:非ざれば 
母であ S ? っ；^で、懷中時計の如き小 
さ ti 器械に對してはハ前號の子供の話の 
場合の如く〕自已か投出してこれか子供 
t して見るが、大き tc 昨計1:酎して It 母 
親"殊にフ17ィドの所 M 第三の母(「筲 
選み の 蝕機 j 參照) i し乂，氣哝惡 
併しなつか LS 死神 W して觀念ゼられる 
らしい〇その好逾 例；： r 同じく 丸山 氏の 
文中の 技き に fll てゐ る〇 日—— 
f 一つ、枢ほどの大きさ0あるボンボ 
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ウ !! 死ナウ!! J といふことを信條とする宗敎運動である0 ciR 京朝日新聞 
二月十七 H 夕刊にょるじ 

上に墩げた英字紙の0本人觀に不服のない人々にとつては、此宗敎團體、 
此衆敎巡動はI日本の國民性の純粹〇發 ir n 木の民族的性格の正統的表現 
と無條件に受容れ られさうなもの だが、 S 實は輿論は これに 對 して意外な 反 
撥 S : 示したので ある ◦私の知る限りでは、此郡件を 一 種の 狂信的行 励と 兄る 
以上に評 M した新聞はIつもない。此を戯靈化しなかつた報道機關は一つだ 
になかつた。卽ちアドヴァタィザ—の所見は515全に菸切られ、日木人必中し 
も 自殺を以て至誠，正蕺の行爲とのみ見ない ことを 明 ^に 示したので ある 0 

しかし n : 木人が一般に死といふことに興常な昂密，感砌、共感を示す靳寶 
がある以上、我々は何故「死なう團」が國民の!10に當然の昂葡、感動、典感 
を惹起しなかつたかの原因を探索せねばならぬ。共原因は「死なう固」の敎 
義の低調. he 檩の愚劣 • 愆識め狹隘なことが、「嵩高な死」と餘 D に釣合を 
失してゐたこ ilc ある。從つて其知的水準が「死なう^」以上 1 C ある人 m あ 
つては，典行爲は f だ狂信の所席-興常粘神の I 發作としか感ぜられ&か〇 
た0である。此事は，日本人 oIfnJC 於ても、死が「抑壓されてゐる」 M 望で 
あること 1: 明 ^ に示すものでなくて何んで あらう。 

三"死の願蹵の糨神分析 

精神分析はV精神作用に劣一兀的動機を認める。長い進化の過程を經•又現 
に邦過程の中にある人 [IJ1 の粘祌作用には、種々機々&本能的顧袈が働いてゐ 

るが"典中现在の自我と調和せぬものは"篮識[¢1に於て抑舰’蒙ると"それ 

時 評 


ン時 It といふ就が"ひと頃•家族0 1 a 
のやうに加はつ?:ことがあつた〇父が铱 
々方々の赏舍な移り住茨はなければなら 
なかつ?:ので、たぶんそれらの家の一つ 
U 備へ#けられてゐたのだらう e それ (I 
日木問から洋間へ 1 !! 1 5角の-廊下 0 突常 
りに立つてゐ no その方へ近#いてゅく 
と、おのづからその m 于の扉の中へ吸ひ 
込 泛れさう であつ?: 。もし3 うなつ ?: 
ら、 それ こそ二苽と M つて こない時 n !] の 
卜} v ネルの 中へ拖み込 i れて しま ふぞ i 
いふ 怖るしい 氣持- かして V お; J 採の餌® 
やうな振 y 子がゅら y と窓叨 P の方へ彻 
くのも不氣味だつた。」云々。 

「時 n ! l のトンネル」 ili 面&い表現で 
はないか〇丸 Elf 氏 illtss 管川產扭想があ 
5らしく思はれろ。班^-にもその空恝は 
相常 II 强いらしいのだが：…，〇出產空想 
のあ S とこる，死の沒想も同一の形態か 

フロ4 ドに代 0'て 

文齡#秋社發行 『文 BM 信』 三月號 1: 

「70ィドへの锊叫」と題して石川逑三 
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は敎へるのである。自我は抑 m によつて統一を保たれる。そして精神分析の 
最大發兑の一つには"死の本能及願望が精神作用の中に演ずる®大な役割が 
數/られる。フロィドは此死の願望を以て、安定への本能と看做してゐる 
が，典發源は恐らく 一 切の生物の KI 始狀態たる無機的狀態にあろのではない 
かと想像してゐるのである。(『快不快原則を超えて』) 

死の本能は、生が初ると共に生じたも CD である。從つて生の本能と表恶を 
なして居0、生の發展と共に益々强まらざ6を得ぬ遝命のものである。其故 
に又死の願望は、精神作用の意識 M に於て最も强い抑踱を受けざるを^ない 
のである。然ねとすれば"此齟望に出口を與へるものが"人 IHJ に最大の昂密 
と感動を與へるのは犖も不思議とずるに足りない。それは何も0本人に限つ 
たこと ではない。有ゆる民族に共通に11られる現銳である。唯だ日本に於て 
は、 此舶望の 出口として 與へられるものが歷史的條件によつて特定されてぬ 
るのである。此歷史的條件の 中では、 宗敎及地理的環境の 他に、 日本^民が 
共政治生活に於て、畏く武人(死—業的幾榮 f する)の指管受けて 
來たことを 1 K 犬な耍素 と考へ ねばならぬであらぅ。 

生と共に發生し、生の本能と表萬を成して發達し，しかも生命と砬も調和 
せぬものとして•最も力强く常に抑 JM されてゐる此死の木能及願望は•しか 
らば何によつて骹も端的に 41: 出口を與へられるか？死は個人の生存と不諷 
和なのだから、其願望の爆發の契機は、個人以上のものとの結合によって捕 
ベられねばならぬことは理の當然であらう。卽ち個人的存在の意識よりも高 
次な意識と結びつかねば，それは抑赃を狎退けることは出來ない。此珂由に 
よ 0阈 家的*政治的、社會的な意識及行動、缪問、藝 術， 宗敎、戀愛等は， 


氏がそ〇初懋か街白してゐる〇氏はフロ 
ィドに質！：してゐるのだが、私が代つて 
お答へして;1ょ.つ。氏は肾頭にまづかう 
云つて raso 

r 小彤校へ行く前"六谈か七歲の時分 
1T 近返にゐた少女じ特別な關心か持つ 
れ事はあるが、生 S かそれまでも戀愛の 
中に數へることは出來ない〇どんぐ0は 
樫の木ではないの•た。」 

この I 仞なか —- WP い。 S 分で自分 
か反馼してゐて氣がついてゐない CD だか 
ら M 白い。石川氏 S 身が幼兒期戀愛と思 
帮沏戀愛との關係からどん C 5 と徑の木 
との關体か聯想してゐるだ IT で十分で tl 
ないか。こちらが逆に©:問して a て t ょ 
い〇「どんぐ D は ts か樫の木と共に植 
物の中 ！ i 包含せ&れない w は云へまい」 

と. 0 どん r りと格の木ミ全然同じものだ 
と云ふならば"それ It 鹋馬か、狂人だら 
う。併 L どんぐりと經の木との [!:) に、必 
然的關係を認め得ないやうなら It 低能/: 
らう〇石川氏 UM けてかう詰つてゐ 

「それょ9も興味のあるのは" i だ六 
七 a のころ"母の實家へ法唞に呼ばれて 
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極めて死の顋望と結び付き易いのである。 

しかし此髙次なるべき意識が•「死なう圈」の場合の樣に低劣であると、 
そ n は人々の精神內に於て抑！；を押返け、死の願望の煬發を助け得る程强力 
になり得ないから，何人にもそれは一目瞭然，狂信的徵候、異常精神の發作 
と映ずるのである。だが此結び付く^識が實際高い場合には、死の願 a と髙 
次意識の結合は’異常な昂帝 r 感励-衝動等を人心に與へることが決して稀 
でな s のである。 

四、 精神分析的敎育の必耍 

「死&う® Ij 事件が新聞の三面を脤はしてゐた時、私は此辦件を以て日本 
國民 1 C 對する释世の資とする具[ III の士の出ることを私かに期待して tfb た。何 
んとなれば近來國 K 生活の各方 M に WI つて r 死なう•死なう」の聲が極めて 
喧すしく、井爲に國民生活の健金な發達が少からず阻碍される狀態にあつた 
からである。 

此四五年來の新聞に眼を通すと•政治家にして「死なう、死なう」と叫ん 
だ評は決して少くない。廣田弘毅氏は，「 I 死報國」の決意を以て M 閣した。 
所謂革新派靑年將 校は、 「人柱」となる決心を以て行動した。無虛政 E の指 
導容大山郁夫氏は，「我等の行手は墓場である」と絕叫して，人心に絕大な 
感動を與へた。演口雄幸氏は、菜京驛頭に於て一暴漢に^擊された折扔 
子の本懷」と吱いたのである。其他「 XX の前にこそ死なめ」とか、「政 m 
政沽死守」とか•「切股」とか、兎に角「死なう•死なう」の醪は、荷ゆる' 

傾向の政治的指鸹莕にょって羅げられてゐる0でぁ6。所謂「死なぅ刚」事 


時 


評 


行つた記饱である？ K 家は、田舍 G 豪：水 
で"廣い^漿と脔い硌があつたノ土叩は 
表通りから袈通 yi で通リ拔けの出來 S 
ものであつた0 =の家の:4*中がひど < 私 
な - MX 愛がつてくれれ蠑 1 C 思ふ。そして家 
へ歸つてからもの女中の^が忘れ L>n 
ないのだ Q ( 不宠銳院 m く"母と女中と 
が M 給されてゐ dJ 殊に夢に出て來る 
それが56ど银 U 々々の^に出て來るので 
あろから幼少の私 U びど <潘まされ T : も 
のらしい Q C 不老染日•惝みが其びで幻 
3ことは，ドィッ語 2 :401>がそれ*.證 
す〇〕その夢の®而が母夜^まつてゐろ。 
場所は"母の K 家 S 例©大きな土間でわ 
る0他に人 M はなくて、この女中が语 
る。(不老敁日"家の中 60 土即が母4女 
i に錯綜せられ"同！化せられてゐる J 
居ると云ふのが"15-が切£>れて店て、手 
足がばら^-になつてゐて * 胴(1箝物を 
5 rr てゐない。而 t どの部分もが生3てゐ 
る〇 3して苦痛な樣子もないし血も沭れ 
てゐない。彼女の首[ X 私をふり向いて Its 
しさぅ1:笑ふのだ。それが私1: は、 いれ 
生しくてた主らなかつたものであ5®- 
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件の發生は、此 一 般的氣流と切離しては考へられない。だから若し具眼の士 
があれば、當然「死なう MJm 件を斯る一般的氣流と關聯させ"其一つの表 
現、一つの戯锻として.發世の資に供しないではゐられなかつた普であると 
思ふ。 . 

然るに事實は I 政界に於る「死なう*死なう j には昂铤し、感動し*衝動 
を受け.それを禮諧してゐる新聞や所謂輿論指猙者は、例外なく「死なう 
園 j に對しては、好奇心以上の興味を示？なかつた。前# i 後盏の基礎的關 
聯に注意さへもしなかつた。これは日本の輿論指溢者及製造者が、精神病理 
に關して迎しく無關心であることを示すものでなくて何んであらう。 

精神分析は、意識の高いこ精神的健康とを混同しない。意識は極めて 
高くとも•精神的 1 C 不健康な例は多々あるのである。死の本能に對して抑壓 
を失す K . こ J とは•共抑鹕を炎する熨機の如何と關係なく、立派な精神病现的 
現象といはねばならぬ。 

死の本能に對する抑蹈を失し.死の願紫に精神作用の支配を委ねること 
は’個人生活のみならず、社#生活にとつても極めて危險である。死の本能 
は高い意識と結び付く場合•それは病现的現象と見られず 1 C ’ 一秫崇高なも 
のと映卜 r 非常な快感を人心に起させるからである。 

又それが高い意識と結んで、一般人の精神に昂密 、感動、 共感、衝動等を 
傳播すると、其病现的現象は菝延し/傅染し，社會的精神狀態に一種の歪み 
を與へ、集圈生活の健全な進步と發達を阻碍する危險が多分に生ずる。外國 
人のみならず日木人の多くも，现在日本の一般狀態が焦燥氣分に驅〇立てら 
れてゐることを認めてゐる0これに關して tr 多くの說明が與へられてゐる 


哉後のと、 I ろ iT 分折公式で解釋すれ 
ば去勢恐怖 T あるが"やは B この公式解 
粹を下して差支へなからうと思ふ〇 A 由 
聯想を i & なければ確實なことは分らな 
いが、象徴が公式で出てゐ S から盗支へ 
ないと思ふ。これが象徴 r ある(手足そ 
のもの、切斷でない)ことは血が流れて 
ゐず、切られ r : 各部分か獨立的に動いて『 
ゐること"斗つ彼女が全裸1:なつてゐる 
ことで分^。母親のベ t ース缺如に對す5 
同 tf / t 憐愍とと•かかく 0 SH き夢か砗成さ 
せ n もの i 思はれ50 3うしてこの同情 
i 憐愍とは直ち！！「救助 M 繫 J i なつ - C 
表はれてゐ so 日く—— 

『こんな悲慘な姿 U なつてゐる彼女か 
誰一人助けてやらうともしないのを見5 
t 、 私 uiRr んでそばへ寄9、ねえや！ 
と耷つてその竹を抱いてやる。彼女は坊 

5やんミ答へ弋はら-4淚をこぼ' f の 

である。ひや\かな土 nil に轉が3れ n 彼 
女の手足 i 首も®もが、い f : ましくうど 
めくのであつ7:。その夢が银夜々々镝い 
て、私は阏をどき/\と波打 f : せて眼を 
S 主し、而 t 今一度その場面％見 T : く - T 
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が•そして其說明 0 或ものは眞理を含んでゐるが•し* V し培神的傳染病に對 
して適當な處置が取られて居らぬことも亦、共理由の一つに數へられねばな 
らぬと思ふ。 

然るに實際は適當な處置を取るどころか、園を擧げて傳染症に感染し•其 
發作に陶醉してゐるのが現狀なのである。「死なぅ、死なぅ」の聲が至ると 
ころで擧つてゐる時、それに適確 - fe 診斷を下し-それが病理的現象であるこ 
とを指摘する代り！： r 却つてそれに品蒎し、感励し、共嗚して、病勢の■一層 
の亢迆と型延を促逃させてゐる形があ V ?。所謂焦燥氣分とは、抑壓し適當に 
處銳すべきものに對して、適當な手段を誤つたことに少からず原因があるの 
である。此爲に R 本の國贝生活は、どれだけ順調な發達を阻碍されてゐるか 
跫り知れぬものがあるのである。 

「死&ぅ圈 j を變態心理的現象と感じた人々は、更に其服 S : 廣く轉じて、 
此變態が、今日本の諸般の生活を深く犯してゐることを認識せねばならぬ U 此 
病症に一度罹ると、死の禮諧以外のものは一切耳にも入らず、眼にも映じな 
くな P 、 愤値が感ぜられなくなるのである。 Is に死と直接結びつかぬものに 
對して一切興味が減退する結®，國民の政治的、經濟的、社會的、文化的， 
精神的生活と發翅が荒廢に歸せしめられる恐れが少くない。 

此點 r 於て、 精神分析的敎育の必婴は益々高調されねばならぬと思ふ(7)で 

ある U (四 li 五日〕 


念いで眼を RI ぢる S であ0れ0 J ia 
母のベ缺如に對ナ5救助靱萤とな 
つて表れて*)る母_定敢、而 t それが女 
中 n ムブレク K と笫三の女としての死神 
(土問)と錯綜してゐるところに石川氏 
の犓死餌绍•か、瑰見乜られてゐる。この 
「い T : ましい J 、 「汹ましい j 夢が如何に 
本人に快樂であったかは，彼が急いで眼 
を m ぢて？;びその极 M の人とならぅとの 
願望を辟骨 K 示してゐる t こみ fc 注意す 
れば自ら wfr ゼられるであ fv ひ。 

投資と回收 

十肋や二十盹の投资で瓦葙〇窩を一锻 
にして獲得することが全然不可能事であ 
ることは誰 fc •てもよく分つてゐるが 、V 
ビド！投资1:恐るしくヶチであぃながら 
相手から弗常に大きな好尨^期待してゐ 
S やぅな蟲のい、人があ so 義務を來す 
C と^せず權利ばかリ主跟してゐる . H 已 
中心的な人がある。尤も、本人はケチな 
位だから" - H 分の做かなリビド—支出に 
對して K - 大な勸念支出^!人でしてゐ A 

か t 知れない。そ ct :ナルチスムスの， TTT 


時 


評 
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已苜 0 性がある〇ゎ己分析もこの自己 13 
HWI (スコトミザチオン)の^壞 It 吏 T 
逹マるのは界及なことではない〇最小限 
の投資で说大 Bi の回収; V 許してくれる 
(と妄想せられてある)のはれ^神輯や 
邯樣だけだ。一錢のお涟錢で^も、家內 
安全、商資繁昌"済 ja 滎達、子孫繁榮の 

大四次を與ヘてくれ S さぅ t :' から-_ 

人 ra は神 m や佛榇と ll / k れが1$ってゐる 
t 云 ふこと か忘れないやぅにし?:い。 

|&|名稱のぞ記 

田中虎男 

私は商工竹特許 M へ名稱登紱笫二麵を 
調洗する;1]件があって t 藥品资薇等の名 
稱かニロが、 P で^®;し支したが、相常 
變つた名稱が登錄されて K るのです。，# 
許か受けるホは做占欲から來る^でせ5 
が、#許請 m 赤句身の無览識心理 t 伺は 
れて面白いと患ひ上して、問 KM か Dm 
t £ ものな M 付いた丈拾って列記し"御參 
考 U 供す〇次第です。 

一、月に E する t の—月の母。月の苹- 


月の友。 

一、母 Li 關するもの一母 S ん〇生命の 
母0 n の母。熟0仰。性母〇痫めろ 
母 ( K ヒテ 9 — 藥〕 

一、宗敎的なもの I 3 A 法天 nil 行脚ハ^班) 

滿 me 大阪： T 神の玉 c 廣烏^ ナム r 
ミダ(岡山 ゞ 眞首ハ大阪^やぐみ(大 
阪〇人の逍〇 

■;性的なもの—處女(久留米}。®の痛 
手(大阪 )0 カルメン"恩愛 S 愛 ife 堂" 
r イジン〇ゥイツク〇俄老同穴。性 
拯。ゆめとの。性母" 

一、 思想的む L の1 マ 少クス。レニ 〆 。 

赞 M - インテリ。ヨ。ン。左 E (火 
芷十叫年九月、中山太陽^〇 右贸 
(同 V 

l 、 Mm ょ y なるもの— < te の沿金狨。 
金沭。寶船印0パス〇オーカタビソ。 

モテ nyo ヨカロ loH スオ I H ス a 

I 、其 Q 他—葸外」アペ T 1 ベ。轉宅、颔 
磨の灰。禁洒"禁煙 om 殺"のばす 
そ〇1脱み C 親玉> キングオブキン 

クス」 U マツタ， 

一#多いものは天、金】夭は何百とあ 


so 弦敎的な t のは關两方而に多く " M 
想的なものは大都 frLi 多く、中山太限觉 
主の如き鹿業資本家が、馆時すで K 斯の 
如み文字商揺5?錄マるが til きは興味ある 
卟と思ひ主マ0 

思出の解決 

犬槻岐美 

今から It - 一一;年裎昔のこと"私が冴常五 
牢生の秋の連 ® 曾2時であつ?:。その顷 
としては、新しい試みであ <? t : のであら 
ぅ。 ffinf 「ダゾス」3 S つて Ar : が、あ 
るリズムに架つて規則的な®動か繰返す 
逝^をすス•こ i になつ' t ゐ t : 。とこ^が 
一3日"愈々「ダ y ス J にとりか i つ/:時、 
KrM ひ t かけぬ大浞 ml : 陷拾收す 
可からざる狀逋|:立至つて了つれ。今ま 
T t の時にはオルガンか ffl ゐてゐ t : の 
に突然、何の前ぶれ t なくクラリネット 
0-っのかん萏，い調子の架器が出現して柿 
々を贤かし n からであつた。 t は云へ" 
昔樂は才少ガンの咔と间じであリ、生徒 
た? IX 來许の手前 L つ rs ^ ff ^て出來« 
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い課もなから分 ife 9 はしれが、何 
ともい TC し方 t £ く轱； llt , めちゃ—- ti 
「ダンス J %; 5して恥さら L をして跄け 
た0 

裂！！：學校で受持ちの先生が敎壇の上か 
ら云ひかけた。「？て、昨玎のダンスに 

(1 . 」すると生徒は！齊にガヤ*^と 

騷ざ立てゝ先生の首葉を消して了つれ。 
然 L Y そのガヤ-^が何^怠味す石か生 
徒等もわからなかつ' r : こ i なのだ。すろ 
と先生は一段と篼勵まして叫んだ"「みん 
む靜かに f •先生が惡かつ?:んだ 
ょ。ぁん txffi なんか急に吹かせて)みん 

txlt 惡 くない!!」 

その瞬 nil 騒然たろ敎室は一時 U ひつそ 
n i 1て了つ?:こ 

XXX 

此の小さいボ件な今に至るまで私が紐 
えてゐると云ふの tr 增へて見ると5:か 
しな話でわるが、今思ふにこれは未 M 決 
のため忘れ徘なかつれものであら3。そ 
れは mr 缏器の迎つた、めにぁのやぅ 
* 大馄亂を/ k じたと Sr ふ一つの不思 M に 
S へ?:亦焚 i 、 先生の甘槳1:依つて生じ 
4 評 


た級全體〇沈默〇寂哝について〇不恩韁 
4でめる0然し"笫；0は本誌本號十四苡 
「一定の條件剌戗の中 U 別の刺戟が A る 
i 禁制が生ず* J と云ふ條4-參照して見 
5と、立派にこの説 1 JJJU つく。全くあの 
失恧は私速生徙の货任ではなく、强いて 
云へば先半て U 條件反射舉的敎狻が無かつ 
?:ことにその致めは歸せらる可きでもつ 
む。つまり無智の結果であつて、先生が生 
徙か货めなかつたの( I 通解ある M 度であ 
つた0けれ典、赏咔私速生徙|1、これも 
みな2分铥の乜いであつれ1、超0我の 
苛贺 UU 惝泛されてゐた〇 ( これから笫 
二の？ U 入ろのである) i ころへ© p ; i 我 
のシムボルでゐるところの先生からその 
上 t だ n め立てられ6らしい t 取吞込み 
C 投出)をやつたので、 C れ U かなはん 
A ； 苦しさ (: 耐え熵ねて、今生で B I : 向い 
てゐ t ; サディズムが、果然先生1:向けて 
防禦的に働き出してガヤなつたの 
である。とこるが、先生は货めるどころ 
か却って失敗を慰め，先氓の手袼ちであ 
ること、して認め石您度でぁっれので、 
サ.テイズム II 三柳し^又 CI 巳11もど P 、 


弗常な移ひで邡隨感と合泷してガヤ广、 
な止めさせ"その現れとして IX 先生への 
惑傷愛となつ r : T っである。 

本號の#輯胆0と鞞係が*るので"思 
ひ出す ivll # いて見 r:o 


長谷川誠也著 


近精神分祈 



3 K 西文學傳說の分析 
學的硏究として必讀文献 


定價二圓三十錢•郵十四錢 
岡愈寄房版•本硏究所取次 
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新刊紹介 


▼「禪のある人生』石丸梧平著——怫敎 i 粘神分析學とは 
幾多の類似 Ki を持つ- C ゐるが Y 佛敎諸宗中でも殊に禪宗とは 
そ©類似 ly ,- が多いやぅ II 思はれる。禪の說く i こるはなかな 
か心理琪的である。殊に無意識心理への洞絡を示しマゐ S 點 
が多い。蕺漪は P 學游ではないが、〇家の人生创造 W 班〇立 
揚から_宗を極めて Amir m 造的！一把媒してゐる。「旣成 
宗敎家"怫权徒 T : ちからは氣 U 人られないか t 知れないが」 
敢えてそれ U は介窓せぬ iKff 日してゐる。分析逛徒もこ©# 
‘ M んで見る i " 科學な實踐に應;1]す S に就いて溶.考にな A 
點敎へられる點が少<ない0 CH 次大婴 I 神とは何ぞや、 
怫と[I何ぞや。呰憇と M 定*解脫 Q 逍。也禪と公案。#と人 
生劍选赀學 e 隨所 W 脫の逍 ) ——和勘党發行/定價 llnl 三十 
錢 - 

▼ r 人は何故に失敗するか j 久野®彥_——「無意識が 
生活を決定十ろ」と糨祌分析战の立描から言ふ 3 f が出來ろ 
が、それを痛切に悠じ5せ5のは货-し本梆である 0 原菸辨、 
w , A . ホワイト傅士は米阈の粘神分析琪珩として一流の描 
威。數々の分析? T 例を壻げて、廣く具體的1-失敗漪〇コムブ 
レク K を抉 y 、 如何にして人生の倚费れり得石かか平易に通 
俗的に說ぃてゐ so 本誌の fa 者諸氏には特によく理解され得 


るであらぅ, 0 (日次大要 U 失敗 II 设防 m 來るか〇失戕老の兩 
親。社貧に出て初めての仕祺。性愛はビジネス界 [: 爆彈か投 
じ|;。夫を失敗させる逛。變人なろが故の失敗啬。空想家と 
虚勢家。®锶祸〇家庭で作られ ?: 失敗。性に合は JQ 仕事、 尨 
ど〕忻成社發行、定 mllratl 十錢" 

▼「パヴロフの思想と業績』 —— 福岡 Tf ? 屮4町の科 m 文化 
協#發行『科學評論 j 三月特輯號。内綷は「バグ P 7 Q 思想 
と舉的桊銥」象植秀臣。「バヴロフ iy 職©心 M 棋 j 山略末 
彥。「パヴロフの思恐」大行廋雄。「條#反射雄の社命學的愆 
殺」商宵太郞。「バヴロフ小傅」石田守1"「バヴロフの横 
瓶」小崧幹、など U 一部二十錢〇 

▼ r 日本讀書新聞 j —— 我が阈の文化が旣 liitt 界的水準1: 
主で通步してゐるのに"文化新聞といふものが未/; I つも存 
在せず*多平文化人の1!!1|:この種新即の出現が耍漭3ゎてゐ 
れが、* A 三刀一〇遂一 I この時代的袈求^充す新聞が) Ji 京神 
m 小川町通 P 株式分社 n 木誼琺新聞社から創刊され fco 
一日，十一日、二十一 B 發行の句刊紙で、新閲半锒型、诲號 
十六各分野の栩威密を總動 UL - C 文化賭斷而に生彩潑潮 
た£報逍と解說の陴を趿リ、殊に諝讲人のれめ1:货益と興味 
か嫌ねた讀裨文化®記事か滿載してゐる。今日の文化生活渚 
には最も相應しい文化の新聞、總饨の新聞、敎费の新1 g であ 
5。(紙代は一部三^^1送料五孤、半ヶハキ送料典五十五錢、 
ーヶ年送料共 1 W ) 
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探| 

£木村簾吉)神經科 

訪 

來中姆驟艰口を出て南下し^^屋の灼を曲ると靜か& 
M 敷町風の小路に入る。遠くから01ぐに「木村祌經科」 
の馄球入0の大きな猾板が兄える。赤屋根のモダンな^ 
物で， 新築であるから如何にもすが<しい。玄關に入 
つて聲をかける婆やさんが出て來て.やがて主人ハム木村 
m 吉博士が出て涑られ•玄關脇の應接错兼分析室に招ぜ 
られる。分祈室は西洋 [ ii ] であつて、窓邊の力—テンには 
弈ののどかな11ざしが■かに句ふてゐた。 

X 

主人公は人々も知る如く tJli 北帝大丸井滞泰門下の俊 
才であるが、久しく#随ヵリエスを病んで臥啦してゐら 
れたとこ6、この度快癒したので*跺校の勤務を辭して 
上 ilc し"二ーヶ月前からこ X に分析醫として開業してゐ 
られるのである"久しく肉體を病まれてゐたせ S か•何 
虛となく身體は則 さぅ t :' あるが、併し Ml 朵は堂々してゐ 
るし人 nl はょし、同性愛でも異性愛でも m 漭のユ—ベル 
探 訪 


トラーグングは相當なものであらうと云ふ感じがす〇〇 
が、分析苕としては人柄が如何にも淡々とし過ぎてゐて、 
患者0 n ムブレクスを飽くまで執拗に追及し剔扶する根 
氣に缺けてはゐないかと云ふやうな感じがないではない 
が、その铠健正常な人格には人々を信賴せしめるに十分 
であらうと思はせるものがあ5。两渾の分柝雖徒の間で 
はアレ キサ ングー に 特別の興味 t 持つてゐられるが、如 
何にも氏にふ e はしいやうに思はれる0 

氏は元、河上博士の活動 m やかなりし頃、京都帝大經 
濟學部に在籍し、 mlc 經濟學士の稱號を併衔してゐられ 
るが、後，生寂の業に綠の深い胬學に轉ぜられたのであ 
ると云ふことである。氏の故娜は岐阜縣である。去年十 
一 ET 「精神乖離症の1 g 神分祈的斫究 J と題する論文 ic 
伎つて聲位を褂られた。卒業後十年目であると云ふこと， 
であるが、非はまだ存外に若くて三十代である。併し見 
かけは四十四，五歲に见ぇる。 
x 

分析室 1 C は喫盤と椅子二脚と小^とが蹬かれ1壁問に 
はレォナルド•ダ■呼ン宁の『モナ • y I ザ像』の寫眞 
が揚げてある0「は k ァ、母ィマゴ—がありますな？」と 
記蓉は笑つて云ひかけたが、氏はや X 神經質？うな服で 
額面を仰ぎつ-^「いや別に意味はない0で"た ir 昔か 
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ら手許にあるものだから」と^明せられた。 

待合室と診察室とも見せて H つたが、そこは共に日本 
nil を改迆したもので、椅子、^ 子、 寢蔹，木箱など舞蔹 
装置の如く配遛して fe り、また廊下の押入は M の試驗室 
として改造せられ、洗面器•試驗管 I アルコールランプ 
などが適 S に©かれてある。 

X 

まだ開業早々であり m 茗は多くないが、氏の姉さん妹 
さんたちが近肌に潭山居られるのでその方の紹介だけで 
も*多少はあるとのこと。ヒステリー;患教が比較的多い 
と云ふことである。學生などが來ることを希望してゐら 
れる〇學生に對しては分析料を多少御引してもょいと 0 
こと。殊に兒宽の敎育相談に特別の關心を寄せてゐられ 
る0 

永く學校に勤務してゐたので，開業醫としての商賣氣 
が一向になく*廣吿や看板を出したりするのも恥づかし 
いやぅな感じがするとて、實際に初心な眼色で記^を見 
られるのであつた。 

X 

氏は趣味としては芝居を見るのが好きで—學生時代に 
はよく芝居5:見て劇評をあちこちの雜誌に發表してゐた 
と云ふことである。近頃も歌舞伎座を訪れて1場內で宫 


田義介氏に龠公たと云ふことである。やがて氏の分析的 
剌評が木 誌 時評擱上に現れる ことで あらう。讀者は樂し 
みにしてお待ちあらむ ことを希ふ。 n 繪 に氏の肖像を揭 
げておいた。御參照 を 乞ふ。(記者) 


T ブフウブ(拳圆の心理分析) 

本 MU 戯曲 fe 寄 t £ てゐる元规閼家 mul 計の云ふ i 
ころ1:依ると、举冏 1 IM 國 R が强い2、フ T ある。 そ 
の [59 带力に復镂慾 が M 人す 511 封し、 r: 服闲 K I: 於 
いては趄台我の苛寶がハンディキャップとなるのでわ 
らぅ〇黑人の大選手ジョン y ンの如きは永く rj 人な 
rnj ふに ML て選手權を保有し 、 i t : 白人婦女を妾と 
して取换ヘること 三十 餘人1:及んだ ilK ふことであ 
る。そこに H デイボス•コム.フレクス的® W 慾•征 
服慾を練 想する ことは許 3れな いであらぅか" 

C 不老/ A 院主) 
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講 座 

術語の邦譯に就いて 

大槻蓊二 

科樂〇術語を邦譯することは一般の人々の* a ふょ D も® 
雖なことである。而も同じ學問に携はる人々の間で^語 
が區々であると云ふことは驻だ不便であると共に、また 
後迪に對して遊だ不親切なことでもある。我等は先筇の 
用ゐた譯語には差支へのない限りなるべく從順であらぅ 
と云ふ態度をとつて來たが、また自分等の用ゐ始めた譯 
語に對しても常に批判的な稗考と改正とを怠らなかつた 
つもりであるが、またあ，まりに氣まぐれなやぅ&朝三藉 
四はこれを恥づべきものとして來た〇 

譯語はまづ祐 一 に 1H 確明瞭でなければならぬことは申 
すまでもない。原語の^含する槪念内容を能ふ限り全.的 
に"！®不足なく，傅へ#る如きものでなくてはならな 
い。第二に，その！ t 語が日本人の傅統的語感に翻へて正 
常なもので&くてはならない。滑稽な感じや•不&豁な 
感じや、無用な感情5:附隨せしめたりしてはならな S。 

m 痤 


例へば我等が今日一般に「抑陋 Ji 譯し慣はしてゐるも 
0は、その原語は V0rdriiu^m4 であるが、或る人はこ 
れを「排斥」と譯した。併し「排斥」と云ふ語は惡人や 
惡事に對する語で"そこ 1CM 値感情が攛想せられてゐ 
る。が、科舉は M 倘感惝には無關係であるし*またあら 
ねばならぬものV,。「排斥」と云ふ如き語は、從つて科 
梁用語としては4£だ不適當である4抑踱」の方が遙かに 
適常である。但し•語學的に云へば「排斥」は決して誤 
譯ではない。第三には、眼で 見、 耳で IIS て ' [BE ちにそ 
の意遜を大體 m 碓に把握し得しむる如き語でなければな 
らない。例へば、「轉換性ヒステリI」と云ふ譯語は， 
IcouvergisltaenQ' の譯語として中分ないが、これが 
r 廠廊性ヒステリー」と誤聞せられる M のみが、この譯 
語の缺陷である。併しそんなことを云へ ば、 完全•な譯諧 
などは殆どな S と IK つて過言でない。 -M 所の比較的多 
く. 短所の比較的少いものを以て、ょき譯語と認めるょ 
り外 1C 途はな S であらぅ。 

これ等の見地からして、我等及び同珙諸君の用ゐて來 
た分祈擧關係の諸 1 is: 批判して ii ること も、 後進諸君の 
ための講淼として意遜がないとは云へないであらぅと思 
ふ0 

一、我等が從來「蝿綿」と譯して來たもの、原語は 
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Eelg であつて、これは恐らく？1!:氣舉の m 語を借 m 
して來たも©と思はれる。 m 氣擧に於いてはこれは「充 
電」と譯せられてゐる。分析學に於いてはとの語は心 H ! 
エネルギ—が I 定の心的裝愆に充娌せしめられることを 
意味するもので、柬北帝大精神科に於いてはこれを恐ら 
くは登服獨和字典の譯語を採用して「備給 J と譯してゐ 
られるが"これは直譯として正確であるかも知1ない 
が"目で M ても坪で聽いても直ちに我々の明確なる SS 
を豫期し難いと思ふ。「縲綿」と云ふ語は日本語史上に 
於いて愛^ EH 關して用ゐら公佛統的©，あるから、 
その槪念は It ちに容易に人々の心理に泛び易いが、如何 
にも表而にまつ {'1 り附いてゐる感じで内部までは浸透し 
ない感があり* BcBetzuug の本來の觀念とはいさ、，か隔 
た P があると S ふことは、我々もこれを承認するに=1?か 
でな S 。 併しフランス語の譯語は illvestklt となつ 
てをり"これは木來「着物を着せる」と云ふ意であるら 
しいから"わが「纏綿」(まつはりつく) i 殆ど同^で 
あるから、この^語も*不適當とは云へないかも知れな 
い。恐らくは インヴ k スティスマン 1C もわが「纏綿」の 場 
合と似たやうな傳統的な背景があるのかも知れないと云 

ふ感じがす K ?。 盖『盖」 AJS 涅 f かと云ふ說 

も出るであらう 0 さうして實際この語を用ゐ た A もあつ 


たと 記 It して t が•これは何か固形髑〇ものに就いて 
云は れてゐ る やうな 氣が して-エネルギ ー やリビド fo 
やうな目に見えないものに就いての語のやうな感じがし 
ない 缺點が ある。併し何れにもせょ、 分析 學の川語の多 
くはフ d ィド tr 於いても旣に初めから隳喩的表现 であつ 
たこと は， 屢 々彼自身の吿白して ゐる通 A であるから • 
どうせ3的屋ならば 人々 の耳に馴れた.入 i い言 
葉を 用ゐた方が却つ て 誤解を 招くことが少い であらうと 
考へて、我々 は 今 H まで この「編綿」©語を 用 ゐて來 
た。 それを 優初に用ゐた 人は’恐らく矢 部 八 ®: 吉氏 であ 
らう。 

一次に「轉嫁 J であるが*その原語は 1? bortraguug 
である。こ CD 語の譯 としては 丸井淸泰氏の「轉移木 
村廉吉氏の「轉付 J など あるが、 何れも 結糨である。 t 
V 難を云へば，「轉移 J は「轉位 j ( vilflg ) と同 
苦である上に、 「引越し」 の意の「移轉」の語の逆#で 
あるために妙な感じがする(私だけの語感 かも知れない 
が)のと， iu 上の理由のために か何となく_励詞 の感じ 
があつて他動詞の感じがないやう [ C 思はれ6〇これはリ 
ビド—を對象に「交付 J すると云ふ意味の 語であつて y 
ビドーを交付せす自己に引揚げるナル チスムスと 對立す 
るものであるから*必ず他動詞としての語感が そこに 其 
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はつてゐな<てはならない1そ0點「轉付」は他動詞感 
を具へてゐるが、かう云ふ語の成立した習111がないの 
で、あまりに造語^の個人的仕業と云ふ感じがするのが 
缺點と云へば缺點である"言葉は必ず個人的の仕業であ 
つては ならない。 そこには必ず社#感役が豫想せちれ、 
要求せられ、期待せられねばならない。それならば一庇 
の事「交付」と S ふ方が、^ろ判然してゐてょい。た/ 
「交付」と云ふと何か Mi 物か文酱に就いて云ふやうな感 
じがして、リビド— 1 C 就いて云つてゐるやうな^がしな 
いのが迫 M である。さう評して來ると r 轉嫁」だとて決 
してい i 譯語ではなく•殊にその m 大な缺點 は、 この Iff 
に歷史的背最があまりに濃职で • r 實任轉嫁 j と云ふ成 
句を直ちに我々に想起せしむる點にある。た V この rv は 
跑迄も他励詞である點と，如何にもリビド—に就いて云 
ふに適してゐるやうな氣がする(私一人の語腺かも知れ 
ぬが)のとがその取柄のやうに思はれる◦この語は矢部 
氏と私とが相談の上定めた語であつたが、あまり自信 は 
ない。誰か\^>知懸を借して下さい。 

i 、それから「超自我」であるが、その原語は clrber . 
ぽ 11 であつて、 311 北帝大精神科では「上位^:我」と譯し 
てゐられるが、これは超-； I 我0方がどうしてもい X と私 
は信ずる。 r 上位自我」と^すと.自我に上位と下位と 
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の別があるやう 1 C 聞えて而白くない。自我は鉋くまでも 
自我であつて I 超自我は「自我を-超えて」作用する一つ 
の心理部袈であることは明かだからだ。超自我を上位 
自我と譯すならば1 H スは下位®我と云はねばならぬこ 
とになる。無論、さう呼ぶならばそれも却つて而白い 
が、7 a ィドがこの語を用ゐた木來の意味は「自我を超 
えたもの」であつて、旣に自我 T ? はないと云ふ意味が强 
かつたのであらうと思ふ。それは丁度，「快不快原則を 
超え J たものが旣に快不快原則それ自身ではないのと同 
じである。 v £; tilllprii § i §5: 「後期印象派」と譯すべ 
きではなく T 印象派以後派」と譯すべきであると同じで 

蠢〇 

ス n ムブ V スタ"アムビフ T レンツ"リビド 1 などに 
就いては通常原語のま V を用ゐることにしてゐるが•已 
むを得ざる緹合には、笫 lilr 沒合 j X は「錯綜」，第 
二は「相反並存/第 H は「愛慾」など X してゐる。笫 
二はまづこれで si としても(木村廉吉氏も賛成せられ 
た。〕第 K 第三は不十分、又は適當であることを私もよ 
く潑知してゐる〇「復合 J や「錯綜」には「定着」の觀 
念が缺けてゐるし、「愛慾」, 1 C は t 的 ii 念が表れてゐな 
い or アブレアギーレン」も心的又は行動的「再經驗によ 
る發散一とでも、喪たらしく！ S すより外に途过ないらし 
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く*これも令む & く我々はなるべく原語 fc ' ffl ゐること ic 
してゐろ。 m 北帝大の平坂 M 「郞氏もこれについては M 
語採用主義であるさぅである。 

譯1 i に就いてはまだ云ふべきことは澤山にあるが、今 
日はこれ位にしておく。 

精神分析學語彙(二 f 

一、迷信 Abert-aubu — 迷信に就いて il て我々は^始人の精 
神狀態及び W 1 始人の In : 界觀か窺ふことが出來る。彼等は知力 
の發逮して&る交明人ょ： n ;: g 度に、世界をば C ： r 分， rifl の紐 
神的内容並び1:活動 S 投 S として感受し考察してゐた。從つ 
て迷信は虫とし- CIS 始人に现はれるが*ま?:爾餘の精舯生活 
[I ^ te の發城を遂げ乂ゐるが、或る1部分の粒神4-活が萌始 
人の考へ方や感じ方を保^してゐる如き文化人1:於いて t " 
現れるのてある。知識階級米の冏にあリてその大部分を迷信 
的なものに鼯立てるもの il 殊に强迫症であ時々迷信は JB 3 
特の技巧や設計を用ゐ S 。 例へ II 豫感、豫徴、夢などか實现 
して兑せるのである。そのやう rjr 级合 (: は記惚逾ひや忘却 
や間接的1:物か見たり詖んだリする： i が M 々そ〇蕺しい手 
段 i なつ r ゐろ。大抵"それは抑®せられた、攻荦的な本能 
活動であって、それ等 iif 活動が災害に餌す S 迷信的恐怖と云 


ふ®かとつて外部から意識 C その寂 m から元來開め出されて 
あつ?:のだが)の中へ iM つて來るのであろ。全た幼 si のナ 
ルチスムスから山來してゐろところの1避術的な力への ffi 始 
的な信仰：2、稍々な偶然的な出來祁を迷倍的; CI 1 II 解^しめ、 
從つて迷信ゎ5人々は偶然的な出來帘か神か惡览3仆黎であ 
to や•つ1:解糊するのでわる0 

1、發散ヒ 」fEir Ii 云ふのは犄神の H ネルギ I 的な考ヘ方 
に FJ 1 來してゐ5槪念であ so それは、內的(木能的〕刺戟又 
は外的剌戟にょつて嵇神裝挝內に箅入せられた心的ヱネルギ 
丨を浞 S させることな云ふのである〇舄入せられたエネルギ 
—试の發散にょつて心® B 裝 S 0 H ネル甲 I 7 k 準は、刺戟? V 受 
け〇以前の高5に吏で低下して來る。發散1:は二途がある。 
その人は原如人の動作や赤ん坊の泣き叫び、或 II 外界改變¥ 
R 的 3 TSIC 志的*行®の如き奶炉の途でぁり、他 I X ず泥 M v 
ti ! i 滿足の淦でゎ50分折^の考ヘ方に 1 ると、激怙、恥辱- 
悲哀その他の本能 S 情は分析學の te 作に依つて その エネルギ 
1か發敗せしめ#べき現象であ S 例へば、私が S 分の激情な 
SII 1 に a 抆き T る i 、 そ n に依つて0分は心#が輕<なリ I 
粘神的1:均衡©とれ f : 正常狀態に復するが如きである。 

或る刺戟を受けてその反應 blt 泐的一 r 又は本能感情的1: 
逾赏は解消す S こ i が出來ない(人格の枯#又 li 外界の規則 
などにょつて禁制せられて*るために〇雄合1:はその反應は- 
自我の强 3 X はその發逹の度[:應じて他方に押しやられ、そ 
の H ネルギ I は，遂に別の形の S 的 tc 流; (I せられ5ことに*: 
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so 件し t £ からその緊張堪え難{、而も aL 接的發散が不可能 
であ5极合には、個人がその不快な S 慾求1:對して自己防镟 
なする又！： f 他 Q 防链機制锰 i 早期 S 罟於いて 
フ D ィドはこの過程％"本能感情の「閉め弘み.一一 i - 
31111扣〕と名付けれ。抑鹏し*」れない發散您は9がて歪めら 
れた形かと P 神鸫症的症候となつて W 3 现する。その時その 
保候は同時1:、その無意讖的苁滿足に依つて1つの何として 
も不適常な發 a ^ B 味することがある。流ひ流し法は柄的^ 
なつてゐ A 本能感情 - ii をアブレアギーレシ(爯經驗にょる發 
散〕に依つて發散 W しめんとすろ。分祈的瘀法も亦、偃 lb め 
られてゐる本能感惝 ® か W 經驗にょつて發散(アブレアギー 
レソ；> ぜしめんとすろもので¢5ろ Q 

、 rt 我の依姐 Abhplngigkeiten des Icbs -心碑的部 ^ i し 

て0我 It 三つの上暦部怒に依®してゐ so ( 一〕肖我©一機 
能と Lyo 外界知®に趣じてゐる限りで、外界に依^してゐ 
る〇 (10 エスに依©してゐる〇換霄すれば、エスのリビド 
1的愁求に依璐して&る。仉し苜励へ0出口、卽ち本能的發 
散への出«がた^ ft 我の上に於いてのみ町能 T あ S と 云ふ事 
it が條件となつてゐる。(三)超 r : l 我に依®してゐる。この 
超.：！：我は、 _ n 我の行動に對 L て"それのみならずエスの m ® 
(それは3我1:とつて U 無意 il であるのに〕に對して？へ 
t 、 その tu 任な〇我に刖ふのであ芯〇これ等三秫の依抑關保 
あるが故 ll _ t :! 我〇位^と11姐とは、艇々铵だ ra 難な t のとな 
so 殊これ^三人の鮮主か ba 我に叙して下命せられる 
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® 求がそれそに矛盾馇藿する％ ox あ£から»更であ5。 
自我 It そ 421 種の®求な何とか绒停 1 ょぅと試みる ©2 
;0〇が、その試みが失敗に終ると"不安症が生ず3〇外界へ 
の侬鵃が十分に果3れないと現實不安疵が生じ、超0我の逛 
求が十分1:见され介い v 良心不安症が生じ、 H スの木能的慾 
求があまり强烈であると神鸫症的不安が生ずる。 

一、無 s の IK 上哆戋 Abk 511 inge desdp ご 5vn^:ten - ^ 

&ィドに依れ it 、 これは顯在的(知路し处べき〕心理的路現 
象 I ' CL て、無®:識的諸過程の迚緻 t して分析的に認識せられ 
得るものであ5。例へば"组想"代償形成、症候の如きもの 
である。 C れ等は無意識®意識界ヘの交流を示してゐる。無 
窓識の M 生形成は分祈的治療 K : 於いて大令 t £ 役割を果す。 ■[:! 
出聯想想起の技法 II そのや6な無意識派生形成の發现に導く 
もの•れからである0 . 

J 、 拒否 Ablellg- — M 々、 lyi 您 © 同義 Si として用ゐらる - 
例へば、「外界か拒否する」とか " 「木能的傾向が拒否す£」 
i か S ふ如く。 

「アブゼンツ Absenz ——一時的に大抵は部分的一一意識喪失 
するこ10性的滿足の商潮に於いてこの现象|1來る〇ヒステ 
リ 1 發 作の 場合 ！ it アブゼソッは起るが"これは前老の延 -ii 
の如き t の t 7 ロイ r は認めてゐ a 。 flH 夢や ii 鄉に於ても 
常 K : 起る。 

1未完1 











內外 彙報 

イケル X 博士の來翰 

元半イン在住、现在ス H 丨デン、ストック*ルム在住©分析 
农ルド牛 H * イエ 1 ケルス氏 ( Dr . Ludwi cn Jekels ) i 本硏究 r!rr 
の大概氏とは以前から文通があつ r : が、それは イ H 1ケルス氏 
の^ i 戯曲と Q 比較阢究の論文を大槻氏が筇考にしてシ K イク 
ス trT 『マグペス』論&物せられ fc 時からの事であっ r : 〇大规 
氏の fa 論文は雜誌『弛術殿 j (昭和九年四乃號〕に發表れ 
てゐる。同誌 Irii 號か イ H I ケルス氏に贈られ/:に對して、本年 
五^二日付で大枧氏宛妪郡があった。 

「拜啓-雜11熟術殿、贵所機關述綺神分析、並び JC 货翰、何 
れ t 確1:拜受、誠 K 有雛5存： Ji した。返事が故た延引いたし 
失禮い/:しましたが、. K は家內に祸人がわり， h 分 n 身も永く 
疯氣してを y ^ iLT : k めです。 

マク V K に關す5拙論を御參考下さつて、嵌だ光榮に存じま 
す〇もし御論 3 1 . 1 を簡 m に#いて御 I 報下さら fr 誠 1 :有難い让合 
せであ9ます0 

御所 M の小生寫 M 及び略傅か務んでぉ送0申上げ i マ。小生 
け一八六七年 1 C 以前の塊函內に生れ•ヰイソ U て®雄を硏め、 
同地病院に勤黹ぃたし ± Lt : o その後、神鸫病银養所長とな 


yl 耥制分析出(:興哝を锴ぇ始めまし|:-爾來'斯彤|:愈々热 
心に沒頭し八 ss ?% k 十示 U 言ます。 

拙論 4 致 L 吏しては、『本能論』.『ナ_ホレオン j 世〇 生涯0 
分岐點 r 並び 1 :『マクペス』論、その他只今別便 S 附の諸篇 
などであります〇また一九三〇年度の『ィマゴ！』誌に w[iL 
?:( さ 5 して一九三二年度の『年鑑 J に出吏した〕拙論『憐愍 
の^理』は 4 P >见るべきものと思ひ生すが、只今手庇 1:そ©拔 
刷が御座い生せん〇 

二年前から小生はス Hf デンのストッツクホかムに店住いた 
し"精神分析保を敎授いたしてゐます0 
i £ ねて货殿 t : 感謝を iiY 心からの御挨搜を巾上げです J 敬具 

ルドヰ h •ィエーケルス| 

『精神分析 季刊』 昨年度第四册 

米幽一ークョ I クーーて發行の分析誌0 
p r 他眠術掛 fil 後の哜示的效果に對する趙 n 我の葛藤』リチ 

ャ ー ド •ブリックナ—及びロレ y ス•キゥビ I ( ニゥヨ I ク〕 

一、 i '- M 迸ハ®藹腺〕の疾涡1:於ける心理的架紫』カール•メ11 
ンガ I (方ンサス ) — 

一、『糖風焫か伴へ A 神鸫疵の分析』デョーヂ•デ丨=ユル XCJ 
ゥ I 丨ク } 

一"『精神分析 QS 的價値への補說』フランッ■ァレクザン 
ダ〇ゾカゴ；} 
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一、『或る®態的兒童 J H デ 4 衣•ステルバ(ヰィ 

K 新刊批評 

最近固內事责 

I - . - < * * . A 

▼本硏究所實 f 修氏は肺炎 S 療1つ5藥石效な 
く、三月十九 H 午前五昨十五分永眠せられた。同二十三日牛 
後箏時半ょり氏か坐前校畏 ?: p し、成女氓校々党にて校葬ぁ 
リ、その後一舷の吿別式 1 *移つれ*本研究所ょ91大槻菇二 
氏代表として列式"香花を供へれ。氏は近來本誌上|:ァナ* 
フ&ィド9論文を課載せ&れてゐる am 齊氏の嚴父でぁ0、 
主た「心理硏究ノート J >連載せら〇」長谷川誠也氏の同窓 
蔣犮でぁつた〇本硏究所0ためには公私41に常に特別の好 
意*-寄せられ、かつて一 T 女性心理硏究號』第二卷第二號〕に 
は、卷頭論文を寄稿せられ?:。そ0人今や亡 Le 玆 II 識んで 
弔窟を表す。 

▼杉 EE 樹博士 It この度「九仁曾 J 並びに「八事少年寮」か開 
殷せられ"異常兒贲保諏並び1:治療敎 W に從事せられること 
X なつた〇兩車業の略 M を杉 E 1 S 士捣「趣意® J 中から拔 
萃、次に轺介しておく。 

「九仁 # U 異常兒童の保護並 U 治療软育を行ふことか S 的と 
し、亦務所を名 Tfr 屋®科大堞耥神神經科敎室内に殴きます0 
m 業として u ' l づ保誣兒贺少年の收容所として A 褀少年银を 
經舒し"官聪の签託又は一般の希轺一一ょつて神經病的 ffi 候_ 
內外璇報 


箱鉀與常0候性格異常等を有す S 兒衆少年な取容し、之に！！ 
1'合理的む»职的治療敎宵な施し吏す〇そ0ため寮內に寡門 
兹師の診療所か附殽致し饮背家の力と相俟って努力し主す。 
本贫の脊長•副#長•现取の職 MKltt 愛知縣.少年恭判所•少 
年院•名古 m® 科大棋■方面琪桀笠の有力な方々をお題ひ 
し"共の外各方面の名士に M 問を依嗯致す笛であり i す。又 
會員としては1舷大方篤志の方々に御入畲％願って、本琪業 
の緦濟上の御抜助を乞ひ、特I:每年公甙_以上の定額の你费 
を酿出せられる方を符通贫员とし—又一時に金五圆以上の寄 
附かせられ a 方を特別舍員 it て、末長く事梁の達成を希ふ 
のであ U ます0」 

「八斟少年扬は名古 m 市中區川45山町一四九(从中停留所よ 
y 1丁)元八事腦病院の雄物**腿入して改造利 JH 致し"商熥 
閑骓な風致に侑む地域に少年收容室•運動遊 M 場餿備•敎 W 娛 
樂設倔を致すと共に"特に治锻敎育上の主85となるベ$診療 
宇設備•泊療敎育锡的硏究設備?:寮内に設け"名古屋®科大 
果よリ祺門® M か多數に_託して十分な個別的治療敎育&致 
し i す I 、一面には一舷家庭に對し私典の髀驗か知って狨< 
れめ 1 C 出版も試みる豫定であす oBic 容兒莖少年の B 常生 
活にっいて II 保姆•鈦员•看護人.看護婦答の手で問然する所 
訂くその身邊の世話を致す手答であ P 生す。 { R 鹿よ y の委託 
U よろ外定员に餘力があ9主すれば、数名迄は一般 ti ? 家庭か 
£の御浠轺によ y 些少の赏费か顸いて興常兒齑の治療敎 W か 
御引受け致してもよいと考ヘズゐ圭す OJ 
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▼『服飾品の持つ愛慾性， I 薛樯鐵稿——『嵌齿の硏究3五 n 號。 

▼『服飾 S 絡神分析』窩櫧鐵粒 I 『綠人3£報 j 三 W 咐刊號。 

▼『女性購贺心理』同氏嵇——『肢街界』五月號。 

► 『戀愛觀破の祕訣 J 高橋鐵抝——『奥の迤』三«號。 

▼ IT 嫉妬の精胂分析』古澤平作稿 『ti Ml テ』三月號 Q 

▼『或る精神分析者夫人の話 J 竹田浩一郞嵇1『母のぺ一 rJJ 
誌三月號。(刀江帯脘發行〕 

▼ 『稗族的皮配％の心理』ユソグ談 —— 『ヵレント_ォゥ-ザ* 
ヮ I 少ド』誌四月號。 

▼ 『綺神分析と 首 語』山本新稿1京都帘阈大氓丈學部 W 舉科 
本年度卒桀論文4して提出。 

►諸岡存氏 tr 遮谷眩金王町七五 c 八幡上：一に轉居。(前話•靑 
山一、一六五番) 

V 『糖神分祈彤界の现狀』木村廉吉镝1『科珙べソ』五月號。 

►食松久雄嵇『芭热の戀愛と白愤慠』 c 本 tEnT 四 A 號所載) 
について、俳句雜誌 f 高潮』に於いて坂 m 太耶氏が細かく 
a 及 I てゐる。 . 

▼『子供の^ リ方』鉗田靜志談 i 都新聞家遐欄、四 fl 十二 H 。 

▼『子供への愛情 Lit 技術が要る』大槻愆二談 I 中外商業 新 
報家庭欄、三月卅一 Be 

▼大锞憲二氏は r 秀吉と家康 q 粮神分祈』に就いて、一一月二十 
五日夕六時廿分中央放送局ょ9放送。 

▼『 P レゾ K と M 神分析』大概流二描|「稻英』三月绒。 

▼ 『S 愛住恣の處 SJ 大槻 m I |f 人生 M 造』四月及五 JJ 號0 


▼ S ■私生兒の刖題』大视描 I 『女性の光』四月改〇 
►フロイド M 神分析學全 m 笫三卷 r 社位•宗敎•文明 J (春陽 CS 
ItllIA 一日再版を公刊した。 

▼『アルフ レット•アードラ T の 個性心理® と 世界觀 j フヲ y 
ツ•ミ，ーラー稿 1 『綜合科取』 c 協命發行〕第二卷第七髀。 
▼本誌前號内容： i 關しては本號卷頭跋齿か參照あ Dr : し。 

本研究所講習曾例會 < 

三月例僉は1日夜"硏究所に於いて他された。『快不快览則 
か超えて』の最後の窃か大槻氏擔任にて朗謫討讓しれ。內に出 
てゐ3ブロイヤーの所謂「枸來され n るし本掂と肖由なる本能 
との E 別に就いて疑問が附せられ no 久しく硏究して來た『快 
不快 ISC 則を M 7, て」 It 漸く終つたが"今次の改訂改譯がも少し 
早<出てゐなかつた >」とが殘念であつ7:0 

曾後"延£6英一氏、アドブタイザー紙に出てゐ fcB 本人の性 
格に就い- coH^AoA*&ls^^K»&^T;o^sa*_u^ 
いては本誌本虢時評欄1:明記してあるか&諛者は參考せられ t: 
い。その後"商捣鐵氏が婦人の服飾1*ついての論を試みられ 
fco 

田腐潘は右言及三氏の他に倉樯久雄I 土 M 渰 r 北垣照雄" 
加藤巳酉三郎"大槻蚁美の諸氏であつ|:0 
X 

四月例资は五日夜、同所に於いて催された。今夜から新に7 
n イド全築笫九卷『分析戀愛詾』をテキストとして朗敔；5譲す 
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& ことになつた。『件不快原則 J ょ吵も分&やマいのて、大變 
課子が出て最初0|1論文を各自分擔朗讀し終へれ〇 

その後、延烏氏"本铖畤評蓮の時評を朗詖して一同の批評を 
乞{ I れ?:が"何人 t 異識な <赞同と云ふことになつれ〇相當世 
nn の反^^ Ilf んで然るべき、ガッチザした時評文である。終つ 
て、大阪牟住硏究#员閊井芘一氏から餺智會に贈られた大阪名 
物粟おこしの0を開いて 一 同筲味し、寄视きにて同氏へ M 狀か 
崧いた。それに對す^廣井氏の答醚は本號笫八十八頁に揭げて 
おいた"茶菜な喫しつ I 舒0分折嘐入門常時の抵抗點について 
告 fi し合つた。 

出席者は大槻谛二*贪嵇久雄，北山降、.北 S 照雄、延鳥英 
一、商橋鎪"土屋秋货、大槻岐美の誌氏 K あつた。 

本研究所研究會例會 

三月例贫 It 十五日夕方から萬 iarfsll 前ァメリ*ン•ベーカ¥ 
に於い飞他された〇 

食後*高楹鐵氏"「心理璆としての精神分析战 JI : 就いて" 

M 神分析堞と他 S 心理學との關係諸點を明か U し、そ Q 相互財 
助を耍萤せられ T : 〇それに針して、長崎文治氏から質問が發せ 
られ、二三の應酬的討讅•かあつた。篩は體赞 i 素四と0區別 ！I 
互 9" 木村氏精神病學の說を引; -1 J し X その別を明にせられ T:o 
次に、大槻您二氏立ち、先づ分祈學徙 i しての0家の態度、及 
び氏 s 身現在に於いて可能なる活動範网を明かにせられ V m い 
て「條件反射と粘神分析 j との關保についてパウル•ジルダー 

內外镟報 


e 5 興介しつ4©解 SK 言れた。本雄本繁硏究播所 

載論文 U 卽5それで、そこにはその後の完成を見 t ; る結果とし 
て現れてゐる。なほ縝いて「癲癇病 J に就いて長谷川誠也氏 i 
木村廉吉氏と e 問に饯 r «1 .M 答が交され"今夕は比較的早く散會 
となつた。 

出席漪は M 首及阬氏の他 U 、 小林一、富田茬介、大機岐美、 
田中虎5 r 岩倉具菜*塚嶠茂明、内藤梅子、 m 内 fi 太郞、小山 
岌修、筘田靜志、竹 E 偕一郎、北 ifl 照雄の！ g 氏でぁつた。なほ 
缺席挨拶のぁつたのは小杉菸；牛、平野弘、松井定之、土 M 秋 
赏"武田忠哉の諸氏でぁつ?:0 
X 


硏究會五月例言 

五月十七日(笫三月®日〕 

午後五時半から茁世橋鰥前アメ 9力 X • r カリに 
他し 主す。 r 贝 性と 女性 J に就いての硏究發表の他 
に、早稻 H 大埏心理织敎室內 E 坊 fll 郞"戶川行男兩 
氏の述轉手試驗の興味わ 5 報*あり。出席御希望の 
方は豫め御一報 5: ふ。 






no 


編輯後記 

に『生理と心理 j 特輯！！な誠表の 
前 U 送 S こと、なつた〇特輯題目論.かや 
iEJ いので、モれ以外はな^ベく梁かく 
し t : つ t り e すが如何で せぅ か。生砘心. 
理の關係に就いては、長谷川誠也氏も本 
誌第四卷笫二虢に『心身の間 fflJ 0題下 
で論じて*られる。參照あ り?: し。 

X 

新紙老洛は嵐山榮3氏 . i 田中说與氏 S 
であり i す〇崧山氏は 15 f 山战院出身希で丨 
あ P まマが" m 名にしておいてくれとの 
こ i でありますから粘しい紹介 (t 弟按へ 
i す e E 中虎男氏は製藥販资黎 Li 從事し 
てゐられる方であります。 

X : 

最近の特別誌友加入若名簿は次 S 如/, 
であ y 3 L す。今度は割合1:少なぅ御座い 
4しれ。何本加盟の諸氏は御知人御親友 
』御勸誘下さぃ。 

►大阪府…：：：ササキ • K ヶ►サ氏 

► S 灣 . 0 0 潔氏 


▼兵 MC 縣：•………森岛 K 武氏 
▼願島縣:…， ..：： 塚本徳太郎氏 

▼朝 S 一… . -石川勝雄氏 

▼ 3 R 京^牛 aK …吳 無 限氏 
X 

前號で本硏究所剖立十周年"雜誌创刊 
第五周年の IE 念の他しを五月中にしたい 
と云ふ希紫を述べてお咅ましたが"硏究 
所は出版、執班、診察相談などの r : めに 
目下非常に多杧である上 K : 人手に芝し 
<、何 it 致方なく、延期す iMilt 致 
し生しれ〇あま沒诹手やか^ことょリ 
t 、 齑货 K 仕事を進め?:いと云ふのが硏 
究所の倍條でありぁナから必すしもこの 
事は失免すべきことではあ y 先せん。併 
し本誌％木號 V 以て完全!:第五用平に入 
つたわけであ 9 吏す。讚巷諸賢ょ、お蹬 
び下 S い e 
X 

大概氏茹茗『無しき立身道』は徳苽蘇 
蜂氏や"商岛平三郞氏ヂ、多田不二氏の 
やうな有力な方々•か諸方の I 流饼聞紙上 
で折紙5:付けら： i 、 讀者の間から t 盛ん 
t £ 反黎があ OS す。この*ばか yfl 完金 


に始めから終 oi で一字玆3ず M むのだ 
と云つて來 S 人々が多う御座い i す。本 
誌前號には常硏究所出版部に -C 取次販贾 
ナる&附記するの^忘れ主したが、どう 
ぞ常部へ t 御巾込みな邸上げます〇 

x 

IT 7 D イド精神分析壤金 m 』 は大分長く 
か V つて tRMm 備をして來ましたが、や 
うやく完成いたし SL た。何 L ろ只の m 
版にあらず，®に良心的改訂改譯の m 豚 
であリま寸ので、出版*と Lxt 課者と 
L て11方なら Q 秘牡的な取業でありま 
す。！ r 快不決原 M を M 1- CJ 1 は全然改課 
であり i すからお氣の雜ながらこの# 
( r か 9 Iti う一度お S 求め下3ることか 
切|-妞上げ主マ。非常に分り易くなつた 
ことを保誼 st : し主す0 

V , . 

第！一期刊行計 5 SI : 就い- C は、譯者大概 
氏から 7□イドに 報齿が fcyi し f : とこ 
ろ、711トド t 大層容んだと承”主し 
no 本誌本號編輯終了後に冲インから手 
紙が着きました 0 >、ittl は紹介い T : 
L 主せんでしたが、次锇にはその内界な 










一半定 
¥ ¥ず贸 

分分部 

三-21 
圓办 


C 邺税四錢) 
(送料共〕 
(送料共) 


御注文規定 

•本誌の 御 注文 U 一切前金に 御 EFI 
ひ致し生す0 

•御送金はな*ベく安全至便なる 
® 稃を御利用下され度く"振毬 

a 座東京七八八 I 七®へ 御拂込 

み下さい0 

•郓券代用の松合111割咁に願ひ 
泛すぐ 

■本誌廣吿に關しては、御明：兹次 
笫部 M を何はせます。 


來京 TIJ 本鄉： i 齣込®坂 HI 三 U 七 

發冇所東京精神分析®硏究所 

_报籽口座柬京七八八1七廹 

火资來京堂_來梅觉_大苽館 

^fir 北降館*(大阪〕福音社 


昭和十二年£1月二十五 nr 印刷 
as 和十二年五月 fHs 行 

C 隔月刊〕定偾£十錢 

{郵税四； 3} 

東京市本 fi !:^ »込動坂町！11二七 

體 ® ㈣ 大槻蔽,| 

來京市 S 草 K 北三筋町五芄 
印刷所 三泡觉印刷所 


铕しく® feaf 申上げ i す。この大業完成 
へ < o 琛援を偏に説者諸賢にお eal ひ申上げ 
矢す。讚者に接けて頂かないと殊 E かぅ 
云ふ织術赉の完成 U 不可能であり生す0 

x 

畏谷川誠也氏著 f 文藓と心理分析』及 
び大概遛二氏漭『物神分析鲱槁』 U 品切 
l : r £ y 、 一： £ 分茁胝の見込みが立ち ませ 
ん。前®の茁販は箸逝 S 都合で延期にな 
つてを^^4す〇後盎に對しては令な li 盛 
んに需猓があろのですが、3版元の岡众 
费扱で紙型を紛失して闼つズゐ石のであ 

X 

合本『精神分析』は 第一 卷の 上下が 品 
切になつてゐますが、笫二卷上下二册、 
第三卷及び"笫四册は揃つてあますから 
御 註文か待ち生す0 

X 

大阪の特別誌友滞潤一氏が先日上京の 
節に"研究所に來訪 y られ灸しれ。友* 
リ Is 方よ P 來 A の感あ y " 誠 K : 愉快で t 

fco 


★ 

次 Mu IT 男性*女性』 と云ふ題目 K : ょ 
つて特輯します。これ it 讀者諸氏の#に 
關心ぜ bsk ところと存じます〇 
一"男性と女性 i に關す10分析的硏究 

大機疲二 

一"女性の性心现 U 就いて 高 7 k 力太郞 
一、耙文大盗の分析 矢部八 m 吉 
一•或る侷兑兒衆の心理 大來視一 
一"现货感の發 M 段階 (7 H レ y チ) 

伊藤 mffi 

一、 ia 化た生涯 C ハクス y 作：> 

岩倉具榮譯 

一、政冶上のスタ—•システムの 

社#心理分析 延島英 一 
1、アレキサンダ—の粘神分析說 

木村廉吉 

一"心理硏究ノート(續3 莅谷川誠也 
その他い5計 St 中の もの も あり i 
す。雜誌锔軿は一稀の共同创作の如 > t 
の、！ i 料港自 S にも猓测し難いものがあ 
そこが M 白いところであ0ます0 


.L 



















研究所事業案內 

「分 祈 部 

•神經症治療(ヒステリー、强迫 症、 恐怖症、妄症想、 
その他) 

•性格改造(惡癖、嵛習など現實生活に不_なる性向 
にして無意識病根に葙くもの) 

•客员の薛察(分析的又は醫術的)蒲 II の方には，紹介 
の勞をとるべし 

11、通信分析部 

•分析法は毎日、患^:か分祈者の許に通ひて，處槪を受 
けるが SH 當なれど、遠隔の地に居られたり•その他、 
經濟上> 健康上'それの出來にくい人々のために、こ 

の部を設く。 

•筘 m 若は、その姓名、年齡，病歷 I 手記、感想、夢の 

記述などに、料金(十圆)を添へて當硏究所にぉ造り下 

され度。分析診斷明細爵を相當期日の後に逯る。手記 

その他は^^に他に洩らすことはなし。文字は明瞭に 


爵かれたし。 

•撰常若は硏究所に御一任ありたし。それ/\適當の人 
々に ふり向ける。 

nrm W 部 

•當研究所主催の 1 M 愈、公開 a 習窗•演劇、その他。 
•所员並に客员に對して他ょり依頼の講演又は講習#。 

四、 出 版 0 

精神分析に關する雜誌及び岡！3の出版。 

五，硏 究 愈 

•研究の發表とその議を a 的とす。毎月一囘、第三月 
曜夕、 ' にて開催その都度通知、 
出席希瑶若に對しては別に資格制限を設けず"會费は 
食钱、 # 場货、通信費とも出席の 都度、 六十錢。(但し 
誌代を申受 く。 雜誌卿識は # a の義務と す。) 

•雜誌のみに依りて研発の發裘又は諸般の事業に参與せ 
んと欲する向は特別誌友(直接 lm 渚)とならるべし。 
六、 m 習 窗 

毎月5、第一月 t ® 夜、 於硏究所開催。當分主として 
フロイド薪 fm 讀"會费二十錢* 








錢冊圓一價定 

錢四十转逢 


行刊庙書堂陽春 


園丁三通橋本 g 京東 
番七一六一京東替振 


r 舊道徳を打破して科學 
的新道德を樹立せるこ，と 
二凡 A もま/:强者として 
生き得るとの明朗なる福 
音を述べた ること。 

三、 光秀、 秀吉 、家康、政 

宗その他、戰國武將達を 

分析俎上 載せ、その 心 

理を抉剔して讀物 として 

極めて面白 きこと。 

四、 立身主義と成功主義と 

の一致點と離反點とを明 
かにせること 

五、 心理エネルギ I の經濟 

政策を確立すべき方法を 

示せる こと。 


最新刊大槻憲二著 


〇道德の分 rr 
〇偷理と心理 

目〇立身道徳と現實的興味 
〇人格の科學的養成法 
$〇立身道徳と我儘道徳 
〇心理學的に見た S 積極 
■ 生活 

g 〇河村瑞軒の積極生活 
雲 C 明街光秀の精神分析 
C 關ケ原戰爭と宇治河先 
陣の分析解釋 


〇伊逮政宗の精神的健康 
〇大閤秀吉の立身道德 
〇德川家康の道徳的規準 
〇徳川家康の分析觀察 
0世 辭と惡 口の云 a 方 
〇自惚の胃鑕張 
〇現實順應 と自惚 

〇報怨以恩主義の分析 
〇凡人强者道德 
〇附錄運鈍根の分析考 
. 以上 


響者 




ルストイ0精神分析 











































所究硏學析分神精京東猫 g 

次取部版出 4 T 设 




倉岡 


£0 i 反 y 疼定價一011•送料十 Sg 
dm j gg U 157 紙 i 快本"口 S 一而、凸版阖十餘而 


著者の前著『雜稿 J の姉妹篇 として 锁刊しましたところ生死解脫〇問題へ 0 言及 
多く，怫敎傅統 深き わが國 人に 示咬す ると ころ多大であつた X めか半年餘にして ■ 
殆ど 賣盡し、 こ i に# E 及版を上梓し ました。 本書の漫遊分析は著容の いさ-か 得 
管と^られるところださうであ及ます0 


社®と傅統 _ <1〕橋蚱女怪考01〕耪神分析から見 t : 宗软心理(三)®®と徂活(四) 
肉彈三與士分析(五〕南诳と山 7 k 美心理(六〕 m 西山水类心理比較 
想愛，嫉妬•結皤 ICI ) 童貞と邋女 ( ID 右琛小兒病と老人小兒疬 QD 嫉妬の心理 
(四 > 新婚心理槔 

B 本文蓮分析評論 I ( I 〕交藓と心现學( II ) 3つの逛(110中村姐湖『少年行』(四)十 
一谷 S 一郎 r 神風歷(五)上林晓 i 色』 c 六)弘？代『種の S (七〕川益平 

『ぁれ1のボクサー』(八〕牧逸捣04ング*エソグ 
西洋戯曲映®® a ——( I .) r ? ムレット j CII ) クレナパトラ i # 蛇(三〕チェホ7 ( 0 w 
ゴ ー ゴリ『檢察宫 j (五〕イブセン『野鴨』(六〕！ rw い花 j i rw い岛』 t rwv ' 光 j 
ハ七〕 f 自由か我等に j を辨ふ(八〕 r アトランティス』と浦岛傅說。 

笺術鏗貧と®%分析 ——f I 〕船子と深? k と如風 C 1 D 一平作 f * 心づかひ』(三^只野凡兒』 
(四〕『嗜眠涡豫防 j c 五)『女中殺し恐怖 j (六>『バチン rr 自殺 J ( 七〕『眼鞍者の戀』 

(八 ) f 風流 j その他二篇 

傕銮と人間智 _ <1)人心觀硖法0|)科取的修狻法(三〕自惚と僻み(四)人類愛と個 
人愛(五)怒リの統制法 
術 II 略解 I 分5易い說明付にて三十 J 一項 































番七一八八七京束(昝振） • 七二三町坂觔區鄕本 

部版出所究硏學析分神精京東 


譯榮具倉岩 



集篇短トルーィフスンマ -K 


(装" Sf 更 bH ) 錢十九圆一金共料送價定 


椅神分析學と露文豪チ H ホフとの影懲£受けて、獨自〇金恩的銳さと可 
憐優美の光彩とを放つ英國現代文藝界の名花マンスフィールドの珠玉短 
筒は、 從來 、岩 倉氏の 名譯に依つて r 精神分析 j 誌上に追 次紹介せられ て 
來たが、こXにそれ等を綴め て 待望の i# は遂ひに讀！！1界に送り出され 
た。旣發表のものは： A 数その半に足らず、新發表〇ものに於いて殊に原 
作盏の傑作を窺ふことが出來る。他記と鑑赏案内とを添へ，かXる親切 
の課 t はわが飜譯史上にも稀ではなからうか。 


(口繪二葉)マンスフィールド及びその夫君ミドルトン•マ y 

作 品1 

ルフト繩泉場。炎。逃避。風は吹く。この花9心 IIJ 學。芹 
の溃物。ブ嬢。理想の家族。密月。新月海のほとり。 
附錄 —— 

一、 マソスフィー，ドの生涯 

(ミド/^トン•マリ) 

二、 作品分析鑑賞窠內(一:渚) 


大槻響一著(啦訂第三版) 

精神分析槪論 

(定價送料'^金八十六錢) 























性心理のデパートてあリ、 

Jl\ ?© 仍セ " /P 本 ' ア 

る！！ 

ひと y 精神分析學のみが 
よ《彼女の微妙な心理を 
闈明し得る。性心理、女 
性心理研究の國民的寳庫 
の秘帳は遂に開か机た！！ 


がら M れ M ••… 
定の精神分析"… 
定の無意識動機 I :就いて"… 
定の定イズム雜考 • 
誰 I こで t る傾向…“ 

_葛藤間 M 表 L てのお定事件…" 

下腹部切取琪件❾流秄"… 
女 時 代"… 

學 校 時 代“… 

少女 時 代…“ 
の時問的峩示… •• 
象考文 0 表*… 


圖版 C お定の竹像及ぴ筆踉•ビアダリ作サロ メの揷圖） 
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大槻憲二蓉 


咁補改訂第四版，四六版，口紛二槊 

定愤 so 錢•送料 G 錢 


外本®の四大恃色 

一、 现代口本人が甜米た〇卞を忘れてゐないこと 

二、 斯舉の HL ® 的知識を與へること 

三、 竹例はみなわが國のものを印げて巩味多ぐ說 
けること 

四、 その理論的极槛にっき明快にして迆を從やす 
いこと 


苐_車粘神分祈とは何か 

(T) 無 . ； D: 識の發见。饳眠術と粘神分析 ( 1)^2 
解稃。その方法とれ 1 例。典 M 的の夢。 ¢ 13 ) 無-息 
識と粘祌疝、祌 M 疝、無ぬ : 識の将微 d 相反並ぬ : 
性とは c 

策二章精神分析〇科學性 

(I) 科學とは何か 0 (I) 种々な解#の可能。 

( M ) M 辟と祕識 〇 ( UJ 科學性の姐雜〇二济選マ 
tmm 0 竹収物諾分析。 w ) 

所謂科卑淠の偏兌。 

槊三章撾神分析の機能 

( I ) 涡的の心现〇ナルチスムスとは D ( I ) 齐栩 
の理論。抑 M 說。リビド —; 恐。蝕力説。ニディ 
ボス說。幼兒性感説。生死本能說。 （ 50 柄铖の 
治 m。 分祈と松合。非 ® 米の分析。 cm ) 规論の 
皰 j[i 。 ir 如故的興味。文故學 a 興味。邸氏物踎 
分析。 

第四章超心理舉としての姑神分析 

三つの； ! 地とその給合。（ 1 ) 锄的兑地。（ I )局 
所的見地。（ I) 總濟的 ii 地。 

第五章精神分析の發達 

( I ) シヤルコ — 及びジヤ t. (T ) フロイドの 

处的地位及び特徴。讥性您脫 M 嘲。 （ B 0 ュング 
アードラ _、 その他の分析、，港の特徴。（皿）阈 
際取分と硏究機關。 

諸六章精神分析硏究手引 

(I)我が 國に於ける硏究史 及び文獻。 ( 篁）術 諮 
表解（索叩。 
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H 柰 n 


(第 g : 肢墨 e 內ょ9本霞この T !^ H せられ i とは"學界及* S 人の間に蟹^^ 

淥の對羧となりつ、あることを示すものであるが、併し私はその故にとて斯學の將來を樂觀することは尙 
平で—羞 2」 f 。 我等の前需な墨 _t が、ち獲と努力とを以て5 5前進して行け 
ぼょいのだ。他人の毀#褒眨になど一々祌經を尖らせるには及ばない。そ0意味に於いて私は、斯學父祖 
フロィド城士の沈箫冷靜な嘴1に學びたいと思ふ。 
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新時代の精神修養法と處 
世法とは科學的でなけれは- 
ならない。 碎けた調子で實 
例に就いて述べてあるので 
誰にでも分る。面白い爲め 
になる天下の奇書。精神分 
析學の通俗入門書としても 
極めて適當。 
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分辖 



社#生活©不圆滿と幼兒性 
神聖なる自惚とその危險性 
優越笤の僻み根性 
人間心理の矛盾 
社會心理と犯罪心理 
嫁姑問題 i 家庭圆滿 
憎むべき容こそ愍むべき者 
近親愛着の葛藤 
夫婦生活の圆滿法 
夫婦生活面滿七ヶ條 
人格分裂と社會莴藤 
圆滿生活と圆爭生活 
女心〇分析 
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人生創造社發行 
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學問の世界性と 11 

* * *-41 

エスペラント 


r 

國 


學 


は人類令體の共同の財鹿であ 
つて、決して"1 K 族や" I 國 
K の秈す V きものではない。 
☆ ……したがって"彤問上の m 33 な新 


從來は 

を忍んで 
t 外國 M で 

® 靈した 

ものである。科學 
口本の體而上茲だ 
情けないことであるが"それだけなら 
ば" 文化の向上?: 餌ふ 逝 の槪度として、 
桃へ得るとしても、外阈腊の皙捋に、 
多大の itm な時 ri !] を空©することは、 


發見や新削 Btr 必ず世界へ發衷して、取問を愛する者にとつて、放に惜しん 
文^ 足通の 助けとする の•か、^密の菝 でも飴りあることである。 


務である。 

☆ ……ところが、その焚行上、 n 本の 
彤春は、一つの大きな困難に行常るの 
である。それは，…：> 

, の問0であ〇〇3!ロッパ〇 
一育 筚密逑は"自国の首萊である 
fp ドィッ龉"ィギリス龉"フラ 
ンス語等で"その樂銥を發表してを yi 
それにょつて文化に質獻してゐる。 

☆ ……が、 H 木人は、日本語が孤立して 
ゐ5ため1これで發衮したのでは"世 
界に認められるわけにゆかない。そこ 


☆ :•…外國鉛を3®み得るまで) C なる努 
力だけでも粹品ではないが、誠むため 
だけに外阈 Si を^ぶことは"まだやむ 
を得ないであらぅ。そこで*せめて、 
最も困難な一 r 外^ Is で#く』努力だけ 
でも逃れる手段はあるまいか。この llq 
題の解決策として、舉界の一部に、 f 氓 
罚に容易な…… 

共通語 H スベ、ラントを拱說發 
表用語とせよ』といふことが 


國 


際 


叫ばれ、現に活用されてゐる* 


この首葉で出し、多 C の®壤考や、理 
硏の f 部の科學濟達は"その業賴の發 
表に盛んに" C れを利用し" 4:世界の 
科^界から注0されてゐる。 

X ベラントで發表すれば n スべ 
3 ランナストでなくとも"ヨ I 

ス &ツバの S は、自分の插 
のこ i なら"^11に Jm 解し#るから" 
决して沿過される心 RE はない。 

☆ ■…： s 取 s 索養が相 r . f にあれば " h 
ス Y ラントで諭文を帯 t 得る程度に it 
するこ i£r S ほど困難でないから， 
日本の…… 

% は、すべて H ス Y fv 卜暴 

0 んで、これ ( C ょクて、人類の 
者ために、大いに苡獻すぺ％で 

ぁる。 

☆…，： H K ベラントの喫習法や梁®® 
eM 撣については"日本におけるエス 
ベラント许及、硏究の中心機關財豳法 
人 H 本 H K Y ラント^# cm 京布本鄕 
元町〕あて ' rcM 命すれば"答へてくれ 


商敌級溆逢は"银牢浩瀚な報钱霜を、るはずである e 
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倉橋久雄 
•久下贞夫 
齋藤發知良 
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阿部定の精神分析的診斷 

性心理•女性心理研究上の一大拽■廊はこ.，に開帳せらる〇 
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著譯 


本書こそは「物質と記憶」「創造的進化」に先だつ名著てあ y 
正しくべルヴ V ン哲學に入る最初の階梯である。 

故芥川 M 之介は『べルグソンの竹璆は突しい透明な聽築をみるやぅな感じた』と云0た。この 
言葉を it ? 明するものはベルグゾン〇初期の作品で/就中、本辩に譯賊した「夢」及び「形而上 
缇陣說一の二 m は、後年の大蔣にも i-i られない美しい詩藻が盛られ、ベルグソン W 壤の苽髓に 
觸れる絕好0人門斟である。 

夢^气夢•——古來夢見る小說 M や詩人は多い。併し E に W 證的硏究を撤底させた人は十九世 
祀までには無かつた。夢の研究熱は今世祀に捣 頭し、 そして將米いよいよ熾んになるであらう。 
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Vルグ y > <T>IJ§ vj 沿1¢./、笑 1C 阴する研究 7F0 r リスト テ ー レ fu 来添く 

は松子をねい , PW 參 t た〇 
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V OSO 


+林宪雄 It 計 . ドスト H — フスキイに闼する外 BI の研究^一 T 仅め銥 

吊の^るすか y りいろいろ Is んでみた3 x レジュ n フスキイ©「トルスト 

イ VJ ドスト H i 7 K キイ」—# m んたので EaiiLJS み返 LT みた。やはりこ 

の说文は光ってゐる心つ； , 3 ( 文平界 J 


ルナン著廣瀬 15 ' 士譯 

B - 

耳 


蘇 


雖1 g 


「ルナンの f 耶 flj 以上に取早ャ耶联伸を丧く餘地な LJ ミ Lt 多くの批評^ 
の問に一致した當姑である〇その ffis 興 91 まこぐ、に耶蘇を^5にふさはし 
いルナの名文 li ’ EK 邮氏により完金に邦文 !-#« された。 
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木#は X ルスタァ博士の^进に诹き，この間奴を或は奕哚ノ或は frs ^^ 
は心项蜞の上に据えて紱楨に K いた各^" 
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